
  
   摧毁你的后宫！ 色情镜头集合

   
    	第2集的幕后故事 五次腔内射精、清洁口交和两次口腔内射精

    	第7话的幕后故事和第2话的回想 骑乘位的逆强暴，阴道内射精之后，一边回想丧失处女，一边在阴道内追加榨精

    	第14话的幕后故事 在厕所里一边闻着女孩的气味一边用手冲性处理

    	第19话的幕后故事 耳语和接吻刺激着大脑，口内射精

    	第23话的幕后故事 两人百合阴道内射精和四人的献身（不会翻了www）

    	第28话的幕后故事 兄妹和银发少女的3p

    	第36话的幕后故事 反转性别野兽交配

    	第43话的幕后故事 接待3p的各种

   

  
 
  ２話の裏話　五回の膣内射精・お掃除フェラとそのまま二回の口内射精

  第2集的幕后故事 五次腔内射精、清洁口交和两次口腔内射精

  　莲斗被人妖怪人刻下的淫纹，让他化身为一头狂暴的野兽。

  　オカマ怪人に付与された淫紋により、荒れ狂う獣と化した蓮斗。

  　他的大脑资源全部都分配在性欲的发泄上，也就是说，现在的莲斗不存在任何『刹车』。

  　彼の脳内リソースは全て性欲の発散に割り当てられており、つまるところ現在の蓮斗に『ブレーキ』というものは存在しない。

  　

  　失控的车辆，或者说是脱缰的野马。

  　暴走車両、或いは暴れ馬。

  　

  　而筋力贫弱，无法做出像样抵抗的少女——莉娅，就站在这个化为无法控制的野兽面前。

  　そんな制御がきかないケダモノと化した彼の目の前には、筋力が貧弱でロクに抵抗もできない少女──リアがいた。

  　无法抵抗就等于被当成玩具，而这个愚蠢的公式，在这个状况下是成立的。

  　抵抗できないイコール玩具にされる、というアホな式が成立してしまうのが、この状況である。

  　

  　

  　——在被失控的莲斗按住双手后，大约过了一小时。

  　──暴走する蓮斗に両手を押さえられてから、約一時間後。

  　

  　她已经化身为被莲斗用阴茎猛击子宫的沙袋。

  　すでに彼女は、蓮斗に陰茎で子宮をパンチされるサンドバッグと化していた。

  　

  「呼、呼！」

  「フゥッ、フゥッ！」

  　

  「呜咕、停……停下、来……！」

  「うぐっ、と……とま、れぇ……っ！」

  　

  　莉娅的脸被按在枕头上，以背后体位被凌辱着阴道。她已经允许莲斗在阴道内射精三次，从阴道里溢出的精液被阴茎反复搅动，结果莉娅和莲斗的结合部冒出了白色的泡沫。

  　顔を枕に押し付けられながら、後背位で膣内を凌辱されるリア。既に三回ほど膣内射精を許しており、膣から溢れた精液が陰茎で繰り返しかき回された結果、リアと蓮斗の結合部には白い泡がたっている。

  　

  　这东西作为润滑剂，可以改善阴道内的滑度，而俗称早泄的莲斗，无法忍受龟头的筋脉受到温柔且温暖的刺激，一下子就射出了第四发浓厚的精液。

  　それは膣内の滑りを良くする潤滑剤として機能しており、俗に早漏と呼ばれるほど我慢が苦手な蓮斗は、亀頭の筋が優しく且つ温かい刺激に耐えられず、あっけなく四発目の濃厚なザーメンを漏らした。

  　

  「呼叽……噫、呜咕！」

  「フギィッ……イッ、ウグゥ！」

  　

  「嗯啊啊啊！！？……呜、啊……射、射出来了……噫咕……住手……」

  「んあ゛ぁ゛っ！！？　……う、ぁ……、で、でてるぅ……っ、ひぐっ……やめぇ……」

  　

  　咻咕、噗咻咻咻……！嘟噗、噗咻咻咻咻……！

  　びゅくん、ぶびゅるるる……！　どぶっ、ぶびゅるるるるぅぅ……っ！

  　

  「呼、呼……呼……！」

  「フッ、フゥ……フゥ……！」

  　

  「嗯噫♡啊、不要、不要在里面搅来搅去……♡」

  「んいィっ♡　ぁ、やらっ、グリグリしないれぇ……♡」

  　

  　承受着长时间射精的莉娅，她的腰肢不断颤抖，就像在震动一样，而无法容纳在阴道内的精液，也从她的大腿和床单上洒落。。

  　長い射精を受け止め続けるリアの腰がガクガク震え、バイブレーションのように振動を続けながら、膣内に収まりきらなかった精液が彼女の太股やベッドに撒き散らされる。

  　

  　

  「……呼啊？什、什么……？」

  「……ふあっ？　な、なに……？」

  　

  　莲斗将阴茎从被精液染白的阴道里拔出，把趴在床上的娇小少女翻成仰面朝天的姿势。

  　スペルマで白く染まった膣から陰茎を抜いた蓮斗は、ベッドでうつ伏せになっていた体の小さな少女を仰向けにした。

  　

  　——难道他恢复正常了？莉娅心中抱有淡淡的期待，但这个房间里，从一小时前开始就不存在理性这种东西。

  　もしかして正気に戻ったんじゃ──そんな淡い期待を抱いたリアだったが、この部屋に理性というものは一時間前から存在していない。

  　

  「莲、莲——嗯噗……！？」

  「れ、れん──んぶぅっ……！？」

  　

  「呜咕、呼哈……」

  「ウグッ、フハァ……」

  　

  　莲斗用单手掰开莉娅的嘴巴，把沾满精液的阴茎塞了进去。

  　蓮斗は片手でリアの口を開けると、そこへ精液にまみれた陰茎を突っ込んだ。

  　这么做让整根肉棒都充满了安心感，莲斗暂时冷静了下来，发出松了口气的声音。

  　そうすることで肉棒全体に安心感のある温かさが広がり、獣になっていた蓮斗は一時的に落ち着き、気の抜ける様な声を漏らす。

  　

  　虽然他并没有恢复理性，但至少不像刚才那样，只是个只会摆动腰部的机器。

  　理性を取り戻したわけではないが、少なくとも先程のようにただ腰を振るマシンではなくなったのかもしれない。

  　

  「嗯噗……啾噜噜……♡啾噗噜……嗯嗯、啊呣……啾噗♡」

  「んぶっ……ぢゅるる……♡　ぢゅぷる……んんっ、あむっ……ちゅぷぅ♡」

  　

  　莉娅一边用嘴含着莲斗依然坚挺的肉棒，一边用舌头仔细地舔舐着龟头的背面。

  　リアはそんな彼の未だに固いままの肉棒を口内で受け止めつつ、舌を転がして亀頭の裏筋を丹念に舐めまわした。

  　

  　粗糙的舌头触感和滑溜溜的脸颊内侧，让莲斗有种被包覆住的安心感。

  　ザラザラとした舌の感触や滑りのいい頬の内側で、包み込まれるような安心感を覚える蓮斗。

  　没过多久，噗咻、咻……残留在根部和深处的精液，慢慢地从嘴里流了出来。

  　程なくして、どびゅっ、びゅっ……と根元や奥の方に残っていたザーメンを口内にゆったりと漏らした。

  　

  「嗯噗……啾噗噜、啾噜……嗯噗噗♡」

  「んぶっ……ぢゅぷるっ、ちゅるっ……んぶぶっ♡」

  　

  「啊、咕哈……」

  「ァ、クハァ……」

  　

  　莉娅咕嘟咕嘟地喝下他漏出来的牛奶，下腹部也逐渐热了起来。

  　彼のお漏らしミルクをコクコクと喉を鳴らして飲んでいると、次第にリアの下腹部も熱くなってきた。

  　子宫已经化为装满精液的容器，却还在喊着想要更多种子。莉娅用肌肤感受到了这一点，她的大脑已经没有剩余的容量去思考正常的事情了。

  　既にパンパンの精液タンクと化してしまった子宮が、まだ妊娠の為には種が足りないと叫んでいる。それを肌で感じたリアの脳には、既にまともな事を考えるだけの容量は残されていなかった。

  　

  　其实，她已经在一开始那只是粗暴的正常位中，高潮了十次左右。

  　実は彼女、乱暴なだけだった一番最初の正常位で、既に二桁ほど膣内イキをしていたのだ。

  　

  　莉娅这个少女，有着意外容易高潮的体质。

  　リアという少女は、存外イキやすい体質であった。

  　而玩家中身为少年的他并不知道这一点，未知的快感让他感到狼狈，无意识地切换成渴求性行为所带来的快乐的状态。

  　それを知らなかったプレイヤーである中身の少年は、未知の快感に狼狽し、無意識のうちに性行為による快楽を求めつつある状態へとシフトしてしまう。

  　

  　不，其实她从很久以前就已经是这个状态了。证据就是，她毫不在意地让大腿间湿成一片，一边吸吮着莲斗的肉棒，一边继续做着口交。

  　いや、既にかなり前からその状態だ。その証拠に、懲りることなく股を濡らしながら、蓮斗の肉棒をしゃぶってお掃除フェラを続けている。

  　

  「呼、呼咿！」

  「フゥッ、フヒィ！」

  　

  「嗯咕呜呜呜♡♡啾噜♡哦咕、啾♡咕噗♡」

  「んぐぅうう♡♡　ぢゅるッ♡　ォごっ、ちゅう♡♡　ぐぶッ♡」

  　

  　莲斗的肉棒被精液濡湿，莉娅一边含着它，一边不知何时将手指伸向了自己的下腹部。

  　段々と腰を動かし始めた蓮斗のザーメン濡れの肉棒を咥えながら、いつの間にか自分の指を自らの下腹部へと伸ばしてしまうリア。

  　没过多久，莲斗又在她的嘴里射精了。

  　程なくして、再び蓮斗が口内射精をしてしまった。

  　

  「哈啊……咿咕！」

  「ハァッ……ヒグッ」

  　

  　咻噜、咻噗噜噜……

  　びゅるっ、びゅぶるるぅ……っっ。

  　

  「呜咕、嗯、呼♡嗯呜、嗯咕呜呜呜……♡嗯咕、咕嘟咕嘟……♡」

  「ぅぐ、ん、ふッ♡　んぅッ、んぐぅうう……っ♡♡　んくっ、コクコク……♡」

  　

  　和几分钟前的阴道内射精时相比，这次的势头明显弱了许多……就像是婴儿尿裤子一样，缓慢地、持续地射精。

  　数分前の膣内射精の時より、明らかに勢いがない……それこそ赤ん坊がオムツの中にするように、ゆっくりとしたお漏らしに似た射精。

  　莉娅再次喝下缓缓流入嘴里的精液。

  　そうしてトロトロと口内に流れ込んできたザーメンを、再び飲んでいくリア。

  　

  　

  「噗哈……」

  「ぷはっ……」

  　

  「呜咕……——呜、啊？」

  「ウグ……──ぅ、あ？」

  　

  　在莲斗射了好几次，大脑终于迎来冷却时间的时候。

  　何度も射精をして、ほんの少しだけ脳がクールタイムを迎えた頃。

  　躺在莉娅旁边的他，恢复了一点点理智时的意识。

  　リアの真横に寝転がった蓮斗に、僅かながら理性がある時の意識が復活した。

  　

  　

  　但是，已经太迟了。

  　しかし、時すでに遅し。

  　

  　反而因为莉娅沉溺于快乐之中，主动吻了莲斗，他的理性再次化为尘埃。

  　逆に快楽へと身をゆだねたリアが蓮斗に口づけをしたことで、再び彼の理性は塵へと還った。

  　

  「嗯……啾♡」

  「ん……っ　ちゅっ♡」

  　

  「莉、莉娅……」

  「り、リア……っ」

  　

  「啾啵、啾噜噜……♡嗯噗、滋溜……♡」

  「ちゅぱっ、じゅるるぅ……♡　んぷっ、れろぉ……♡」

  　

  　莉娅的舌头依然热情地缠绕着，莲斗再也无法忍耐，两人就这样躺着，莲斗将娇小的莉娅抱在怀里，再次插入了她的阴道。

  　尚も熱く舌を絡めてくるリアに我慢できず、蓮斗はお互い寝転がったまま、小さい体のリアを抱き寄せて再び膣内に挿入した。

  　

  　动作绝不算激烈，也不是热情的求欢。

  　決して激しくない、熱く求め合うようなものでもない。

  　

  　只是彼此委身于近在眼前的快乐，不去多想，单纯享受着阴道和肉棒带来的快感。

  　ただお互いが、すぐ目の前にある快楽に身を委ね、深く考えることもなく膣や肉棒の気持ちよさを堪能するだけの行為。

  　

  　

  　——如果硬要形容的话，这行为更像是使用彼此身体的「自慰」。

  　──あえて言葉にするとすれば、それはお互いの身体を使った『自慰行為』に近い。

  　

  　

  「呼哇……♡啊、嗯噗、啾……噗哈、嗯呜、好……好舒服……♡♡」

  「ふわぁ……っ♡　あっ、んぷっ、ちゅっ……ぷはっ、んぅ、き……きもちぃ……っ♡♡」　

  　

  「哈啊、哈啊……」

  「ハァっ、ハァ……」

  　

  　莉娅在自己喜欢的时机阴道高潮，莲斗则在自己最舒服的时机任性地在阴道内射精。

  　リアは好きなタイミングで膣イキし、蓮斗は自分が一番気持ちの良いタイミングでわがままな膣内射精をする。

  　

  「啊♡一跳一跳的……♡又要去了？」

  「あっ♡　びくびくしてる……♡　また、いく？」

  　

  「去了……去了……」

  「イク……イクゥ……」

  　

  「可以哦……♡尽情射精吧……♡来吧，咻、咻咻……♡♡」

  「いいよ……♡　すきなだけ射精して……♡　はーい、びゅっ、びゅうーっ……♡♡」

  　

  　在温暖的柔肉包裹下，莲斗噗嗤噗嗤地射出没什么气势的精液。

  　温かい柔肉に包まれながら、トクトクと勢いのない射精で種付け液を流し込んでいく蓮斗。

  　莉娅温柔地接下它，抱住莲斗的头。

  　それを優しく受け止めながら、蓮斗の頭を抱きしめるリア。

  　

  　

  　夜晚，还很长。

  　夜は、まだ続く。

  　

  　

  　

 
  7話の裏話と2話の回想　騎乗位の逆レイプしながら膣内射精　その後処女喪失を思い出しつつ膣内で追い搾精

  第7话的幕后故事和第2话的回想 骑乘位的逆强暴，阴道内射精之后，一边回想丧失处女，一边在阴道内追加榨精

  　银发少女因为各种原因而被赋予了会发情的淫纹，她一边在床上对察觉到各种事情后，被状况牵着鼻子走的黑发少年——莲斗进行逆奸。

  　いろいろあって発情する淫紋が付与されてしまった銀髪少女は、いろいろ察しつつも状況に流されてしまった黒髪の少年こと蓮斗をベッドの上で逆レイプしていた。

  　

  　她让莲斗仰面朝天，自己跨坐在他身上扭动着腰肢。

  　蓮斗を仰向けの体勢にし、自らがその上に跨って腰を動かしている。

  　她的动作绝非激烈，而是以缓慢的动作，变幻自如地改变阴道内的形状，包裹住莲斗的阴茎。

  　決して激しく腰を動かしているわけではなく、あくまでゆったりとした動きで、膣内の形を変幻自在に変えながら蓮斗の陰茎を包み込んでいる。

  　

  「嘿嘿、嘿嘿嘿♡……哦啊！啊，里面被顶着……好舒服……♡♡」

  「えへっ、えへへ♡　……ぉあっ！　あっ、奥がコツコツされてぇ……きもひぃ……♡♡」

  　

  　比起激烈地扭动，她更专注于温柔地爱抚莲斗耸立的肉棒。

  　激しく動かすよりも、蓮斗のそそり立った肉棒を優しく愛撫することに特化した動き。

  　

  　她那滑溜且仔细地吞下阴茎的动作，让莲斗的分身刺激着她的阴部深处，与激烈地撞击腰部的后背位几乎无异。

  　滑らかに、かつ入念にペニスを喰らおうとするその動きにより、激しく腰を打ちつける後背位とそう変わらないほどに彼女の陰部の奥を刺激する蓮斗の分身。

  　

  「哈啊、哈啊、呜、咕……莉亚！」

  「はぁっ、はぁ、うっ、く……リアっ」

  　

  　

  【插画显示】

  【挿絵表示】

  　

  　

  「咿啊呜呜♡♡莲斗的、开始一跳一跳的了♡」

  「ぃあぅぅっ♡♡　蓮斗のっ、びくびくしてきたぁ♡」　

  　

  　剧烈跳动的阴茎所传达的，除了射精的信号以外别无他物。莉亚感受到这一点后，并没有特别着急，只是稍微加强了动作的力道。

  　激しく脈打つペニスが伝えてきているのは、射精の合図に他ならない。それを感じ取ったリアは別段焦らず、しかし動きを少しだけ強くした。

  　

  　

  　莲斗的脑内，现在有两位天使和恶魔。一位高举着即将崩坏的理性，另一位则闪烁着难以抗拒的欲望。

  　蓮斗の脳内は今、既に崩壊寸前の理性を掲げる天使と、抗いがたい欲望をチラつかせてくる悪魔の二人がいる。

  　

  　之前，她因为自己的失误而被强奸，甚至被内射。但不知为何，她却原谅了自己。

  　以前、自ら不手際で中出しの強姦までしてしまった彼女は、何の気まぐれか自分を許してくれた。

  　所以，自己一定要保护好这么温柔的她——莲斗如此发誓。

  　だからこそ、そんな優しい彼女を、自分は必ず守って見せる──そう誓ったのだ。

  　

  　然而，令人困扰的是，这次轮到她袭击自己了……恐怕她本人也没想到事情会变成这样吧。

  　だが困ったことに、今度は彼女自身に襲われてしまった。……まさかこんな事になるなど、当の本人も思っていなかっただろうが。

  　

  　

  　不过，虽然被她偷袭，但只要莲斗认真抵抗，他还是能轻松甩开莉亚这种肌力渣渣的女生。

  　まぁ、不意打ちで襲われたものの、蓮斗が本気で抵抗すればこんな筋力クソザコのリアなど余裕で振り払えるのだ。

  　他之所以没有这么做（做不到），说到底还是因为输给了性欲。太弱了。

  　それをしない(できない)ということは、とどのつまり彼が性欲に負けてしまったからである。弱い。

  　

  「要、要射了！要射了……！」

  「でっ、でるっ！　でるぅ……っ！」

  　

  「～！！……哈啊♡啊啊♡在里面一跳一跳的♡♡」

  「～っ!!　……っはぁ♡　あぁっ♡　中でビクビクしてるぅぅっ♡♡」

  　

  　嘟噗、噗咻噜噜噜噜噜！！

  　どぶっ、ぶびゅるるるるるっ！！

  　咻噗噜噜噜噜噜噜噜噜……！！

  　びゅぶるるるるるるるぅぅぅぅぅぅ……っっ！！

  　

  「呀啊啊……♡♡射、射了好多♡好浓的精液……♡」

  「ひあぁっ……♡♡　いっ、いっぱいきたぁ♡　濃いのたくさんん……♡」

  　

  　莲斗败给了爱抚整个肉棒，尤其是冠状沟的莉亚，轻易地射精了。才开始五分钟就射了。

  　肉棒全体や特に筋を強くねっとりと愛撫するリアに敗北し、蓮斗はあっけなく射精してしまった。開始五分の出来事である。

  　虽然他拥有色情游戏主角般的精力，但相反地，他却是个早泄男。

  　エロゲ主人公らしく絶倫ではあるのだが、それに反比例するように彼は早漏であった。

  　

  「嘿嘿……♡小弟弟，好可爱……♡真会漏尿呢♡好乖好乖，我来摸摸你♡」

  「えへぇ……♡　そーろーひんぽ、かわいい……♡　お漏らしじょーずだねぇ♡　よしよし、撫でてあげるねぇ♡」

  　

  「哈啊、哈啊……！呜、呜呜……」

  「はぁっ、はぁっ……！　う、うぅ……」

  　

  　莲斗流下了眼泪，觉得自己太没用了，竟然被对方牵着鼻子走……但莉亚的包容力却刺激了他的大脑，使他停止了思考。

  　流されてしまう自分の情けなさに涙が出る……よりもリアの包容力によって脳が刺激されて思考停止する蓮斗。

  　没过多久，他就一边任性地射精，一边像个跟娇小少女撒娇的孩子一样。

  　程なくして彼は、我が儘に射精しながら体の小さい少女に甘える子供と化すこととなる。

  　

  　

  　莉亚看着莲斗逐渐转变的模样，用被丢弃在脑海角落的小小理性，回想起第一次被眼前的少年贯穿身体时的事情。

  　そんな風に気持ちが切り替わっていく蓮斗を見ながら、リアは脳内の片隅に捨てられている小さな理性で、目の前の少年に初めて貫かれた時のことを思い出していた。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　莉亚仰躺在床上，全身颤抖。

  　ベッドの上で、仰向けになりながら震えるリア。

  　莲斗则把脸埋在她的双腿之间。

  　そんな彼女の股の間には、顔を埋める蓮斗の姿があった。

  　

  「呜咪呀……♡冷、冷静点……哈呼♡♡」

  「うみやぁ……♡　ぉ、おちつけってぇ……はふぅっ♡♡」

  　

  「啾噗、啾噜噜！」

  「ジャプ、ジュルル！」

  　

  　莉亚刚才试图逃跑时，被莲斗抓住腰，动弹不得，转眼间就被脱掉了内裤。

  　リアは先程逃げようしたところで、腰を掴まれて身動きが取れなくなった後、あっという間に下着を脱がされてしまった。

  　

  　然后莲斗就这样开始舔舐、爱抚莉亚的私处，结果她被至今从未感受过的刺激所震撼，全身无力，软绵绵地把脸埋在床上。

  　そして蓮斗がそのままリアの秘所を舐めて愛撫し始めた結果、今まで感じたことの無い感覚に衝撃を受けてしまった彼女は力が抜けてしまい、ふにゃふにゃとベッドに顔を埋めてしまった。

  　莲斗似乎认为这是个好机会，他立刻让莉亚仰面朝天，再次开始爱抚她的阴部。

  　それを好機と見なしたのか、蓮斗はすぐさまリアを仰向けにし、再び陰部の愛撫を始めた。

  　

  　持续了五分钟。

  　続けること五分。

  　莲斗的舔舐和唾液，以及除此之外的“那个”，让莉亚那没有半根毛的阴部泛滥成灾。

  　蓮斗のクンニによる唾液とそれ以外の“アレ”で、リアの毛など一つも無い陰部は大洪水を起こしている。

  　

  「呜、呜啊……♡」

  「う、うあぁ……♡」

  　

  「呼呼。」

  「フゥフゥ」

  　

  　莲斗似乎判断她已经湿到这种程度，应该没问题了，于是立刻脱光了自己的衣服。

  　ここまで濡らして慣らせば大丈夫、そう判断したのか、蓮斗はすぐさま自分の衣服を全て脱ぎ散らかした。

  　然后他露出那根不断抽动的粗壮阴茎，抵在她的阴部上。

  　そしてドクンドクンと痙攣する大きな陰茎を露わにし、それを彼女の陰部へとあてがう。

  　

  　当他做出这个动作的瞬间，因快感而不断抽搐，无法动弹的莉亚，脸色明显变得苍白。

  　彼がその行動を取った瞬間、快楽でピクピク痙攣していて身動きが取れないリアの顔が、分かりやすいほどに青ざめた。

  　

  「你、你这、笨蛋、那种东西进不来啦。」

  「お、おま、ばかっ、そんなの入らな」

  　

  　她慌张地在莲斗面前挥动双手，但那完全是无意义的抵抗。

  　ワタワタと両手を彼の前で振るが、全くもって無意味な抵抗である。

  　

  「呜咕！」

  「ウグゥァア！」

  　

  「咿——」

  「ひっ───」

  　

  　

  　下一秒，一个来历不明的异物插进了她的阴道。

  　瞬間、彼女の膣内に得体の知れない異物が突っ込んできた。

  　

  　她感觉到有什么东西裂开了，同时腹部里埋进了一个巨大的东西。她不知道那是疼痛、不快，还是快感。

  　何かが裂けるような、それでいて腹部の中に大きな何かが埋まる感覚。痛みなのか、不快感なのか、はたまた快感なのか、その全てが分からない。

  　

  　大脑无法处理这种无法形容的感觉，莉亚只能紧紧地缩起肚脐下方，一边呻吟一边抽搐。

  　まるで表現できない感覚を脳が処理できず、臍の下がキュッと締まるリアは呻き声を挙げながら痙攣することしかできない。

  　

  「……啊、啊、呜……呃、啊。」

  「……ぁ、あっ、う、……ぇ、ぁ」

  　

  「咕呼！呼、呼……！」

  「クフゥッ！　フ、フゥゥ……！」

  　

  　插入的莲斗虽然也是无意识的，但他的阴茎第一次体会到这种快感，让他感到困惑。

  　当の挿入した蓮斗も無意識下ではあるが、初めてペニスが経験する快感に困惑していた。

  　从紧紧包裹住阴茎的蜜穴里，一股难以言喻的充实感在胸中扩散开来。

  　ねっとりとペニス全体を包み込んでくる蜜壺から、得体の知れない充実感が胸にかけて広がっていく。

  　

  「什、咿、这……是……」

  「な、ひっ、こ……れぇっ……」

  　

  「咕、咕咕！」

  「グゥゥ、クグッ」

  　

  　温暖的阴道仿佛在拒绝第一次插入一样，开始收缩，试图把莲斗的肉棒推出去。

  　温かい膣内は初めての挿入を拒否するかのように、蓮斗の肉棒を追い出そうと締まり始める。

  　

  「不、不要，出去……出去……啊、呜啊！」

  「や、やらっ、でてけ……でてけぇ……あ、ぅぁっ」

  　

  　然而，这反而变成了快感，让他的勃起又升级了一个阶段，形成了恶性循环。

  　しかしそれが逆に快感となり、彼の勃起をまた一段階レベルアップさせてしまう悪循環。

  　他全身的血液都集中到了下腹部，这股奔流让莲斗的家伙变得更加肥大，强行撬开了莉亚的阴道。

  　体中の血液が彼の下腹部に集中し、その奔流が蓮斗の一物をさらに肥大化させ、リアの膣内を無理矢理こじ開けてしまった。

  　

  　血液已经填充到最大等级的肉棒，在她的阴道里达到了最强的勃起状态。这个工口游戏的主角，鸡巴也太大了吧。这让褐色轻浮男也不禁苦笑。

  　もはや最大レベルに血液が充填された肉棒は、彼女の膣内で最強の勃起を果たしてしまった。このエロゲ主人公、チンポがデカすぎる。これには褐色チャラ男も苦笑い。

  　

  「哈啊、哈啊！」

  「ハァッ、ハァッ！」

  　

  「哇！等、等一下，别动——呀啊！？」

  「わっ、ま、まって、うごかな──ひあぁっ！？」

  　

  　在莲斗开始动腰的瞬间，莉亚的全身窜过了一股莫名其妙的感觉，让她麻痹了。

  　蓮斗が腰を動かし始めた瞬間、わけの分からない感覚がリアの全身に走って痺れた。

  　

  「讨厌，腰、停……咿咕、讨厌……！」

  「やっだ、こし、とめぇ……ひぐっ、やらぁ……！」

  　

  　这种感觉确实很痛，结合处和肚脐下方有某种东西在蠕动的感觉，正是厌恶感和不快感。

  　その感覚は確かに痛みであり、結合部と臍の下でモゴモゴと何かが蠢く感覚は、正しく嫌悪感と不快感であった。

  　莉亚对这种感觉感到恐惧，仅仅几秒就哭了出来。

  　リアはその感覚に恐怖感を覚え、ものの数秒で泣き出してしまう。

  　

  「呼！呼！」

  「フッ！　フッ！」

  　

  「笨蛋、笨蛋……！好痛啊……呜、呜呜……！」

  「ばかっ、ばかぁ……！　いたいよぉ……ひぅっ、うえぇん……！」

  　

  　莉亚软弱无力地捶打着毫不客气地动着腰的莲斗的胸膛。

  　遠慮なしに動く蓮斗の胸に、ポカポカと弱々しいパンチをするリア。

  　当然，这种抵抗对化为野兽的莲斗是行不通的。

  　もちろん、ケモノと化した蓮斗に、そんな抵抗は通じない。

  　

  　

  　行不通——本应如此。

  　通じない───はずだったが。

  　

  　

  「……呜。」

  「……ゥ」

  　

  「咿呜……！住手……」

  「いぅぅ……！　やめ……」

  　

  　突然，莲斗停下了腰部的动作。然后他那空洞的双眼，注视着抽泣的莉亚的眼睛。

  　ふと、蓮斗がピタリと腰の動きを止めた。そして虚ろだったその目は、泣きじゃくるリアの瞳に注がれた。

  　

  「……？奇、怪……」

  「……っ？　ぁ、れ……」

  　

  　由于莲斗突然停止了动作，莉亚停止了捶打，感到困惑。

  　不意に蓮斗が止まったことで、リアは殴るのを止めて困惑した。

  　不仅如此，他还一直盯着她看，让她什么都无法思考。

  　それどころか彼にジッと見つめられてしまい、何も考えられなくなってしまう。

  　

  「呜、呜咕……」

  「ゥ、ウグ……」

  　

  「咦……莲、莲……斗？」

  「えっ……。れ、れん……と？」

  　

  　接着，本应是野兽的莲斗，温柔地抚摸着莉亚的头。

  　すると、ケダモノの筈の蓮斗は、優しくリアの頭を撫でた。

  　这究竟是出于本能，还是因为他的理性稍微恢复了一点，莉亚并不清楚。

  　それが本能によるものなのか、はたまた僅かに復活した理性によるものなのかは定かではない。

  　

  　

  　但是，莲斗的这个举动让莉亚稍微安心下来，同时发动了隐藏在淫纹里的技能。

  　しかし、蓮斗のその行動はリアをほんの少し安心させると同時に、淫紋の隠されたスキルを発動させた。

  　

  　

  「呜咕……」

  「ウグァ……」

  　

  「……啊、咦……？怎么、感觉——好奇怪……♡」

  「……ぁ、あれ……？　なん、か───へんな感じぃっ……♡」

  　

  　人妖赋予的淫纹，包含着一个技能。

  　オカマが付与した淫紋には、一つのスキルが込められている。

  　那就是——通过怜爱进行性行为的对象，可以给予对方『异常催淫效果』的忍耐汁。

  　それは性行為を行っている相手を慈しむことで、その対象に『異常な程の催淫効果を持つ』我慢汁を与えることが出来る──というものだ。

  　

  　也就是说，失控状态的莲斗对莉亚产生了怜爱之情，使得她的恐惧转变为快感、快乐和兴奋。

  　つまり暴走状態の蓮斗がリアに対して慈しみを持ったことで、彼女の恐怖を快感と快楽と興奮へとクラスチェンジさせたのである。

  　

  「为什么♡这是什么……♡肚子下面好热♡好痒啊……♡♡」

  「なんでぇっ♡　なにこれ……♡　お腹の下が、熱くてぇ♡　ウズウズしてくるぅ……♡♡」

  　

  「呜、呜嘎……」

  「ウ、ウガ……」

  　

  　看到莉亚突然开始颤抖，野兽感到困惑。

  　急にビクビクと感じ始めたリアに、困惑するケダモノ。

  　莉亚毫不在意它的反应，全身上下奔腾的未知快感让她身体颤抖。

  　そんな彼などお構いなしに、リアは全身に走る未知の快感に身体を震わせる。

  　

  　莲斗担心她的状况，再次抚摸她的头，温柔地抱住她的身体。

  　その様子を心配に思った蓮斗は、再び彼女の頭を撫でながら優しくその体を抱きしめた。

  　然而，对现在的莉亚来说，这只会造成反效果。

  　しかしながら、今の状態のリアにそれは逆効果で。

  　

  「麻麻的♡有什么、要来了……♡」

  「ビリビリくるぅ♡　なんか、き、ちゃう……♡」

  　

  「呜嘎、呜咕……」

  「ウガ、ウグ……」

  　

  　莲斗试图让她安心，所以没有停止动作。

  　彼女を安心させようとする蓮斗は、まだそれを止めない。

  　

  　不知何时开始，莉亚因快感而颤抖，她终于意识到莲斗是出于关心才这么做的。

  　いつの間にか快感に身を震わせていたリアは、蓮斗が自分を思いやってそうしてくれている事に、漸く気がついた。

  　……虽然说到底，被敌人赋予淫纹的莲斗才是元凶。

  　……元はと言えば敵に淫紋を付与された蓮斗が元凶なのだが。

  　

  　总之，莉亚意识到莲斗的温柔（？），反过来抚摸他的头。

  　ともかく、蓮斗の優しさ(？)に気づいたリアは、逆に彼の頭を撫でた。

  　

  　

  「动、动起来……♡已经没事了，所以♡让我舒服吧♡♡」

  「う、うごいて……♡　もうだいじょうぶっ、だから♡　きもちよくしてぇ♡♡」

  　

  「！……呜、呜咕！！」

  「ッ！　……ウ、ウグァ！！」

  　

  　莉亚用充满爱心的眼神微笑看着莲斗，他无法处理自己的感情，解除了忍耐已久的快感枷锁。

  　リアにハートが宿った瞳で微笑まれた蓮斗は、自らの感情が処理できなくなり、ずっと我慢していた快感の枷を解き放った。

  　

  　

  「好舒服！呜咕！！」

  「イイッグ！　ウグッァ！！」

  　

  「射精吧♡射在里面——啊啊啊啊♡♡」

  「射精してっ♡　いっぱい、なかにぃ──ああぁぁっ♡♡」

  　

  　咻噜、咻噜噜噜噜噜……！

  　びゅるっ、びゅぶるるるるるぅぅぅぅぅ……っっ！

  　咻咕、嘟噗咻噜噜噜噜噜噜噜噜……！♡♡

  　びゅくん、どぶびゅるるるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅ……っっ♡♡

  　

  「啊、啊……嗯、呀啊♡♡咕嘟咕嘟的……♡满满的……♡♡」

  「あっ、あっ……んっ、ひゃぁっ♡♡　どくどくぅって……♡　ひっぱいぃ……♡♡」

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「嘿嘿，这次轮到莲斗被袭击了呢♡」

  「えへへっ、今度は蓮斗が襲われる役だねっ♡」

  　

  　莉亚毫不留情地用阴道紧紧夹住正在射精的肉棒，给予他快感。

  　びゅくびゅくと射精をしている最中の肉棒に、容赦なく膣を絞めつけて快感を与えていくリア。

  　

  　简直就像坏掉的水龙头一样，精液在阴道内泛滥成灾，超出容许量的精液从结合处溢出，肉棒也从莉亚的阴道内噗咻一声弹了出来。

  　まるで壊れた蛇口のように止まらないザーメンが膣内で大洪水を起こし、許容量をオーバーして結合部から溢れ出る精液と共に肉棒がリアの膣内からニュポンと飛び出た。

  　

  　然而莲斗的肉棒还在痉挛，从尖端释放出浓厚的精液浊流。

  　しかし蓮斗の肉棒は未だに痙攣を起こし、その先端から濃厚なザーメンの濁流を放出している。

  　白色的雨将莉亚的臀部、背部和后脑勺的头发都染成了白色。

  　その白い雨はリアの臀部と背中、後ろ髪をも白く染め上げていく。

  　

  「呀啊♡还在……咻咻咻地射……♡♡」

  「ひあぁっ♡　いっぱぃぃ……びゅくびゅくしてる……♡♡」

  　

  「啊啊，莉亚！！」

  「あぁっ、リアっ！！」

  　

  　射精的快感和她的氛围，让莲斗的理性——最后的堡垒崩塌了。

  　射精の気持ちよさと彼女の雰囲気により、蓮斗の理性──その最後の砦が崩壊した。

  　

  　那一瞬间，莲斗吸住了莉亚小巧却主张着存在感的胸部。

  　その瞬間、蓮斗はリアの控えめながらも存在を主張している胸にしゃぶりついた。

  　他用舌头像在玩糖果一样滚动粉红色的乳头，专心致志地吸吮着。

  　桜色の乳首を飴玉のように舌で転がし、一心不乱にしゃぶり尽くす蓮斗。

  　

  　莉亚温柔地安抚着他，一边移动到他身边方便他吸吮，一边将手伸向沾满粘稠精液、依然坚挺的肉棒。

  　そんな彼を優しく宥めながら、蓮斗がしゃぶりやすいように彼の隣に移動しつつ、ドロドロの精液まみれで未だに固くいきり立っている肉棒に手を伸ばすリア。

  　

  「你这个爱撒娇的孩子♡……嘿嘿，真是个大宝宝呢♡♡来，小鸡鸡滑溜溜的～♡套弄、套弄♡」

  「甘えんぼさんめっ♡　……えへへ、まったくおっきな赤ちゃんだなぁ♡♡　はーい、おちんちんニュルニュルぅ♡　シコ、シコ♡」

  　

  　

  　撒娇的人和宠溺的人。这个空间里只有他们两个。

  　甘える者と、甘やかす者。この空間にはそれしか存在していなかった。

  　

  　

  　夜晚，还很长。

  　夜は、まだ続く。

  　

  　

  　

  　

 
  14話の裏話　トイレで女の子の匂いを嗅ぎながら甘々手コキでカウントダウン性処理

  第14话的幕后故事 在厕所里一边闻着女孩的气味一边用手冲性处理

  莉亚等人造访的星期六游乐园，人潮有些多。由于是假日，不时能看见亲子档，也有青涩的情侣来到这座巨大的游乐场游玩。

  　リアたちが訪れた土曜日の遊園地は、些か人が多い。休日という事もあって親子連れがチラホラ見受けられ、初々しいカップルなどもこの巨大な遊技場へ遊びに来ていた。

  人一多，自然会很在意他人的目光。即使是平常总是在家里调情的情侣，也会输给羞耻心，控制在『还算』亲热的程度。

  　人が多いとなれば、自然と他人の目が気になってしまう。いつも自宅で乳繰り合っているようなカップルたちも、羞恥心に負けて『そこそこ』イチャつく程度におさめているのだ。

  　

  然而现在这座游乐园里，有一名少年暂时失去了身为人类最重要的羞耻心。

  　しかしながら今この遊園地には、人として大切なその羞恥心とやらが、一時的に消え去ってしまった少年が一人いる。

  　

  「……没有人在。海夜，快进去。」

  「……誰もいない。海夜、早く入って」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  在在意周遭的银发少女引导下，满脑子只有射精的莲斗匆匆忙忙地走进西式厕所的隔间。

  　周囲を気にする銀髪少女に導かれ、もはや射精しか頭にない蓮斗はそそくさと洋式トイレの個室へと入っていった。

  这里是人潮容易聚集的男厕，幸好里面没有其他人。而且厕所周围也没有人影，莉亚和莲斗在不被任何人发现的情况下，成功入侵了隔间。

  　ここは人が立ち寄りやすい位置にある男子トイレだが、幸いにも先客はいなかった。さらに言えばトイレの周囲にも人影が無かったので、リアと蓮斗は誰にもバレることなく個室への侵入を果たしたのだった。

  　

  「哈啊、哈啊……」

  「はぁっ、はぁっ……」

  　

  已经打开欲望开关的莲斗，高高挺起的阴茎将裤子向上顶起，他以迫不及待的炽热眼神注视着眼前的娇小少女。

  　既に欲情のスイッチが入ってしまっている蓮斗は、いきり立った陰茎でズボンを強く押し上げながら、今か今かとギラついた目で目の前の小さな少女を見つめている。

  　

  脑海里浮现与她长时间的性行为，以及在学园里日常性处理的光景，这些想象让莲斗的勃起速度更快了。

  　脳裏には彼女との長時間に及ぶ性行為や学園での日常的な性処理の光景が浮かび上がり、そのイメージが更に蓮斗の勃起を加速させていく。

  　

  ——快点、快点帮我撸一撸。我难受得发疼，快煮熟的睾丸好像要爆开了。

  　──はやく、はやくシゴいてほしい。苦しいくらいに疼いてしまって、煮えた睾丸が破裂しそうだ。

  　

  莉娅看不下去莲斗满脑子都是这种愚蠢的念头，让他坐在马桶上。接着她移动到莲斗的右边，像平常一样往他的右耳轻轻吹气。

  　そんなアホらしい思考に憑りつかれた蓮斗を見かねたリアは、彼を便座の上に座らせた。そして自分は彼の右隣に移動し、いつもの様に蓮斗の右耳に軽く息を吹きかけた。

  　

  「呼——」

  「ふーっ」

  　

  「呜、呜啊……！」

  「ぅ、うぁっ……！」

  　

  瞬间有股电流窜过莲斗全身，他下意识地抖动肩膀。

  　ゾクゾクと瞬間的な電流が蓮斗の全身に走り、無意識に肩をビクつかせてしまう。

  　

  这个状态应该不需要准备吧——莉娅这么想着，在温暖吐息吹得到的距离，对莲斗的右耳说道：

  　この状態なら準備も必要ないか──と考えたリアは、温かい吐息が当たる距離で、蓮斗の右耳に語りかけた。

  　

  「明明是在外面……却硬邦邦地勃起了呢。」

  「お外なのに……カチカチに勃起、しちゃったね」

  　

  「因、因为莉娅你……！」

  「だ、だってリアが……！」

  　

  被莉娅用甜美的声音轻声细语，海夜丢脸地脱口说出像是在找借口的话……不过，只看事实的话，这次百分之百是莉娅的错，责备他未免太过分了。

  　甘い小声で囁かれた海夜が、情けなく言い訳染みたことを口走る。……もっとも、事実だけ見れば今回はリアに100パーセント非があるので、彼を責めるのは酷というものだ。

  　

  为了让他兴奋，所以诱惑他。这是事实。

  　興奮させるために、誘惑した。それが事実である。

  虽然目的是为了推进女主角的进度，但这个行为没什么意义，此时面无表情的银发少女还不知道这件事。

  　目的はヒロイン進行度を進める為だったが、その行為はあまり意味が無いということを、この時の無表情な銀髪少女はまだ知らない。

  　

  「……你的小鸡鸡看起来好难受哦。」

  「……おちんぽ、苦しそうだね」

  　

  「我、我……不行了……！」

  「もうっ、もぅ……むりぃ……！」

  　

  在摩天轮上发生的意外之吻，让他的性器勃起了。莉亚用身体磨蹭，又闻了闻气味，让他的性器进化成完全体。也就是说，莉亚的举动宛如小恶魔，彻底粉碎了少年想要忍耐的觉悟。

  　観覧車での不可抗力なキスで甘勃起した彼の性器を、体を擦り付けたり匂いを嗅がせたりして完全体へと進化させてしまった。それはつまり、気を遣って我慢しようとしていた少年の覚悟を、木端微塵に粉砕してしまう小悪魔的な行為だった。

  　

  因此在莲斗眼中，莉亚看起来就像个梦魔一样淫荡。

  　故に蓮斗の目には、リアがサキュバスの如く淫靡に映っている。

  　

  「把皮带解开……还有拉链。」

  「ベルト外して……チャックも」

  　

  或许是因为不是第一次，莉亚熟练地褪下莲斗胯下的衣物。

  　初めての経験というわけではないからか、手際よく蓮斗の股間部の衣服を退かしていくリア。

  转眼间，包覆身体的衣物被褪去，莉亚面前出现一根血管浮出、硬挺到令人吃惊的大肉棒。

  　あっという間に身を包む布は剥ぎ取られてしまい、リアの前に血管が浮き出る程バキバキに勃起した大きな肉棒が晒された。

  　

  面对粗壮的勃起肉棒，莉亚一瞬间有些畏缩，但她不能让莲斗有机可乘，于是她深呼吸一口气，强迫自己冷静下来。

  　あまりにも太くいきり立った竿を前にして一瞬たじろいだリアだったが、蓮斗に隙を見せるわけにはいかず、ゆっくり一呼吸することで無理矢理自分を落ち着かせた。

  　

  「来到这里之前，你都忍住了……很了不起哦。好乖好乖。」

  「ここに来るまで、ちゃんと我慢できて……えらかったね。よしよし」

  　

  「呜啊啊……」

  「うあぁ……っ」

  　

  银发少女用她白皙纤细的小手轻轻握住肉棒根部，另一只手则抚摸着莲斗的头安抚他。这次是她主动诱惑莲斗，所以不能责备他，再加上她担心淫纹的存在，为了尽量不给他压力，才会这么宠溺莲斗。

  　その白く細い小さな右手で肉棒の根元を軽く握りつつ、残りの左手で蓮斗の頭を撫でて宥める銀髪少女。今回は自分から誘惑したので彼を責められないのと、淫紋の存在を危惧してなるべく彼にストレスを与えないために、必要以上に蓮斗を甘やかしているのだ。

  　

  「努力忍耐的小鸡鸡，不舒舒服服地解放一下会很难受的。在我的手淫套里尽情地撒尿吧。」

  「がんばって我慢したおちんちんは、スッキリさせないと辛いから。私のお手てオナホの中に、たくさんお漏らししようね」

  　

  莉亚彻底活用在进入假想世界前看过的成人作品知识，尽可能选择能挑起莲斗性欲的措辞。

  　仮想世界に訪れる前に嗜んでいた成人向け作品の知識をフル活用しながら、なるべく蓮斗の性欲を煽るような言葉遣いを選んでいくリア。

  　

  莲斗完全不知道莉亚的意图，如她所料地燃起欲火，让肉棒变得更加坚挺。海夜完全勃起的肉棒实在太粗，莉亚的小手没办法完全握住。

  　そんな思惑など露ほども知らない蓮斗は、狙い通り欲情して更に肉棒の硬度を高めていった。完全な勃起を果たした海夜の竿はあまりにも太く、リアの小さな手で作った輪っかでは掴みきれない。

  　

  「我要开始慢慢撸了哦。想射精的话就跟我说。」

  「ゆっくりシコシコ、始めるね。射精したくなったら、私に言って」

  　

  「……啊、呜啊……」

  「……ぁっ、くあぁ……っ」

  　

  莉亚按照她所说，开始以相当缓慢的节奏上下移动双手。她以两秒一次的慢节奏，一边注意不让莲斗马上射精，一边宠溺着任性的小鸡鸡。

  　リアは言葉通り、かなりゆったりとしたテンポで手を上下に動かしはじめた。2秒で1往復するようなスローテンポで、直ぐに射精しないよう気を配りながら我がままチンポを甘やかしていく。

  　

  「啊呜……好舒服……」

  「あぅっ……きもちいい……」

  　

  「撸、撸。慢慢地撸根部……滑溜、滑溜。」

  「シコ、シコ。ゆっくり根元を……にゅる、にゅる」

  　

  莉莉亚持续轻柔地套弄，没过多久，肉棒的龟头便开始流出透明的汁液。她试着用指腹轻轻摩擦开始分泌预射液的冠状沟下方，莲斗便如她所料地抖了一下腰。

  　緩やかな手コキを続けていると、程なくして竿の鈴口から透明な汁が漏れ出てきた。我慢汁を纏い始めたカリ首の下側を、試しに指の腹で軽く擦ってみれば、予想通り蓮斗はビクンと腰を跳ねさせる。

  　

  「莉亚的小手……好温暖……」

  「リアの小っちゃい手……あったかい……」

  　

  「……不需要润滑液。」

  「……ローションいらず」

  　

  「呜哇！？」

  「うあァっ！？」

  　

  莉莉亚的指尖咻地滑过龟头，沾取了粘稠的透明预射液。瞬间的龟头刺激让莲斗吓了一跳，忍不住发出类似惨叫的声音。

  　リアが指先をシュッと亀頭に滑らせ、透明の我慢汁をねっとりとすくい取った。瞬間的な亀頭の刺激に驚いた蓮斗は思わず悲鳴に似た声を挙げてしまった。

  　

  莉莉亚轻咬着莲斗的耳朵，小声地说道：

  　すると、リアが蓮斗の耳を甘噛みしながら、小さな声で語り始めた。

  　

  「哈呣……嗯，这里可不是家里哦……？要是被发现就糟了……忍着点别出声。」

  「はむ……んっ、ここ、家じゃないよ……？　バレたら、大変だから……声、我慢して」

  　

  「呼啊啊……！呜、抱、抱歉……」

  「ふあぁっ……！　ぅ、ご、ごめん……」

  　

  「嗯，好孩子。我摸摸你。」

  「うん、いい子いい子。ナデナデ、してあげるね」

  　

  莲斗用几乎听不见的声音道歉，莉莉亚摸着他的头，用沾满预射液的右手缓缓地套弄肉棒。

  　消え入りそうな声で謝罪する蓮斗の頭を撫でながら、我慢汁でヌルヌルになった右手で肉棒をゆっくりとしごき上げる。

  　

  「嗯啾、啾……哈呣、嗯呜呜……」

  「んちゅっ、ちゅっ……はむっ、んうぅ……」

  　

  莉亚不时亲吻莲斗的脸颊，或是舔舐他的耳朵，同时慢慢加快手交的速度。这使得莲斗的射精冲动逐渐高涨，从龟头前端流出的预射液量比刚才还要多上许多。

  　時たま蓮斗の頬にキスをしたり、耳を舐めしゃぶったりしながら、徐々に手コキのペースアップを図っていくリア。それによって蓮斗の射精へのボルテージが上昇していき、先程とは比べ物にならないほどの量の我慢汁が先端から漏れ出てきた。

  　

  莉亚将这些预射液当作润滑液，涂满整只手掌，接着将进攻的部位从肉棒转移到龟头。

  　それをローションのように手のひら全体にまぶしていき、リアは責める場所を竿から亀頭へと移した。

  　

  「……呜！……啊、嘎……！」

  「……ぅくっ！　……あっ、がぁ……！」

  　

  「小鸡鸡、啾、啾……整个龟头、啾噜啾噜……」

  「おちんぽ、にゅこ、にゅこ……亀頭全体を、にゅるにゅるぅ……」　

  　

  莉亚用湿滑的手掌包覆住龟头，对龟头的每一吋肌肤进行甜蜜的刺激。她用指腹抚摸包皮系带，用湿滑的拇指滑过尿道口，没过多久莲斗的肉棒便开始阵阵痉挛。

  　ヌルヌルになった手のひら全体で亀頭を覆い、一つも余すことなく亀頭全体を甘く刺激していく。指の腹で裏筋を撫で上げ、親指を鈴口にヌルヌルと滑らせれば、程なくして蓮斗の肉棒はビクビクと痙攣を始めた。

  　

  「差不多要射了？要放弃忍耐了吗？」

  「そろそろ、出ちゃう？　我慢、やめる？」

  　

  「好温暖……好想直接射出来……！」

  「あったかいぃ……このまま出したいぃ……！」

  　

  「想把制造小宝宝的纯白牛奶漏出来吗？」

  「赤ちゃんつくる真っ白ミルク、お漏らししたい？」

  　

  「想、想……！呜啊啊，莉亚的头发好香……！」

  「したい、したいぃ……！　うあぁ、リアの髪いい匂い……っ！」

  　

  莲斗用力嗅着莉亚的银色长发，自行吸收脑内啡。莉亚没有责备他，反而开始爱抚他的耳朵。

  　リアの長い銀髪の匂いをこれでもかという程嗅ぎ、自ら脳内麻薬を吸収していく蓮斗。リアはそれを咎めるような真似はせず、その代わりに彼の耳に愛撫を始めた。

  　

  「啾噜……嗯、啾、啾噜、嗯唔……」

  「れろぉっ……ん、ちゅっ、れるっ、んむ……」

  　

  「呜啊、咿咿……！」

  「ぅぁっ、ひぎぃっ……！」

  　

  水声侵入脑内，火热的舌头在耳朵深处蠢动，让莲斗全身开始痉挛，已经濒临极限了。

  　脳内に侵入してくる水音と耳の奥で蠢く熱い舌の感覚で、体中が痙攣し始める蓮斗は、もう限界寸前の状態になっている。

  　

  「嗯、噗啊……像飞机杯一样，啾咕啾咕、啾啾、啾啾……你喜欢这样吧？」

  「んっ、ぷぁ……、オナホみたいに、ちゅこちゅこ、にゅっちゅ、にゅっちゅ……、こうされるの、すきだね」

  　

  「呼啊啊啊、喜、喜欢、喜欢……！」

  「ふあぁぁっ、すっ、すきっ、すきぃ……！」

  　

  「嗯啾……到倒数计时的零为止……你能忍住吗？」

  「んちゅっ、……カウントダウンの、ゼロまでは……我慢できる？」

  　

  莉亚亲吻莲斗的耳朵和脸颊，提出最后的问题。

  　蓮斗の耳や頬にキスをしつつ、最後の質問を繰り出すリア。

  被逼到绝境的少年只能全力点头。

  　それに対して、追い詰められた少年は全力で頭を縦に振ることしかできない。

  　

  　

  「……♡那我要开始倒数咯。尽情地射精吧。」

  「……っ♡　じゃあ、もうカウントダウンするよ。幸せお射精、いっぱいしようね」

  　

  话一说完，莉亚纤细的手指勾住包皮系带，像转动门把一样，用手掌摩擦龟头。

  　それを言った瞬間、リアは細い指をカリ首に引っ掛けるようにして、ドアノブを回すように手のひらで亀頭をガシュガシュと擦り始めた。

  　

  莲斗被突如其来的变化吓了一跳，立刻在肉棒中注入浓厚的漏奶。

  　急激なペース変更に驚いてしまった蓮斗は、即座に肉棒の中に濃厚なお漏らしミルクを充填させる。

  　

  那股浓稠的液体化为阵阵震动，传到莉亚的手上。她知道他即将达到极限，于是缓缓说出『莲斗引颈期盼的台词』。

  　それがビクビクと振動となってリアの手に伝わり、彼が限界寸前だと悟った彼女は、ゆっくりと『蓮斗が待ちわびていたセリフ』を始めた。

  　

  　

  「3……2……」

  「3……2……」

  　

  「啊嘎、呜呜、咿、咿咕……！」

  「あがぁっ、うぅ、ひ、ひぐっ……！」

  　

  无法承受大胆的龟头攻势，累积的性感一口气解放。

  　大胆な亀頭責めに耐えられなくなり、積もり積もった性感が一気に解放される。

  　

  　

  「1——零。来，哔咻、哔咻、哔噜噜……♡」

  「1───ゼロ。はい、びゅっ、びゅうっ、びゅるるぅぅっ……♡」

  　

  　

  咻咕！咻咕噜噜噜噜！！

  　びゅくんっ！　びゅくるるるるっっ！！

  哔噜！噗哔噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜……！！

  　びゅるっ！　ぶびゅるるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅぅ……っっ！！

  　

  「呜啊啊……！！咿啊啊、咿叽、哦啊呜……！！」

  「うあぁ……っ!!　いぁあっ、ひぎ、ぉぁう……っ！！」

  　

  白色飞沫从龟头喷出，宛如间歇泉一般，特浓精液啪哒啪哒地喷在厕所的墙壁上。

  　白い飛沫が鈴口から間欠泉のように吹き上がり、トイレの壁にビチャビチャと特濃精液がぶち当たっていく。

  量多到不像话的射精，很有工口游戏主角的风格，同时也带给莲斗莫大的快感。

  　エロゲの主人公らしいあり得ないほどの量の射精は、その分蓮斗に多大なる快感を叩き込んでいく。

  　

  伴随着脑袋发麻的感觉，幸福感从肉棒扩散到全身。莲斗不禁露出笑容，嘴角流下口水。

  　脳が痺れるような感覚と共に、肉棒から全身にかけて幸福感が広がっていく。思わず顔が緩んでしまい、蓮斗は口の端から涎を垂らしてしまった。

  　

  　

  「啊啊……呜、啊……」

  「あぁっ……、ぅ、あっ……」

  　

  莉亚安抚着还在抽搐、持续射精的莲斗，同时亲吻他的耳朵，继续温柔地手淫。

  　痙攣しながら未だにビュクビュクと射精を続ける蓮斗を宥めながら、耳キスや甘いゆったり手コキを続けていくリア。

  　

  「嗯啾、滋噜、啾噗……噗哈。」

  「んちゅっ、れろぉ、じゅぷ……ぷはっ」

  　

  莉亚的嘴唇离开耳朵，用脸颊磨蹭莲斗的脸，同时继续甜蜜地爱抚被精液弄得湿答答的下半身，同时在他耳边低语。

  　耳から唇を離し、蓮斗の顔に頬ずりしながら、ザーメンでぐちゃぐちゃになった下半身を未だに甘く愛撫しつつ、彼の耳に囁いた。

  　

  「没事的，不用害羞……能顺利射精，你很了不起哦。忍耐了三秒，真了不起……来，好孩子，好孩子……」

  「だいじょうぶ、恥ずかしくないよ……上手にお射精できて、おりこうさんだね。ちゃんと3秒がまんできて、えらいね。……ほら、いいこ、いいこ……」

  　

  莉娅一边宠溺着因为特大号射精而精疲力尽的莲斗，一边思考接下来该怎么做。

  　特大の射精をしてグッタリしてしまった蓮斗を甘やかしながら、リアはこれからどうするかを考えていた。

  　

  莲斗沾满精液的肉棒要清理，被精液喷得满地都是的厕所墙壁也得打扫……要做的事情还很多。

  　蓮斗の精液まみれになった肉棒のお掃除と、ビチャビチャにザーメンでコーティングされてしまったトイレの壁と……やることはまだたくさんある。

  　

  　

  太阳还没下山。

  　陽は、まだ沈まない。

  　

  　

  　

  　

  　

 
  19話の裏話　囁きとキスで脳を刺激されながら口内射精

  第19话的幕后故事 耳语和接吻刺激着大脑，口内射精

  　

  　

  　

  经过一番波折，莲斗最后还是接受了性处理。幽灵莉娅因为他的力量减弱而松开拘束，取而代之开始抚摸他的头。

  　なんやかんやあって、結局性処理を受けることになった蓮斗。彼の力が弱まったことで幽霊リアは拘束をやめ、その代わりに彼の頭を撫で始めた。

  莲斗回想起小时候感受到的安心感，终于停止抵抗，坐在马桶上一动也不动。

  　幼い頃に感じた安心感を思い出した蓮斗はついに抵抗を止め、便器に座ったまま動かなくなってしまう。

  　

  幽灵莉娅一见机不可失，立刻轻轻吹了吹莲斗的耳朵，坐在莲斗双腿间的莉娅则一口气拉下他的拉链。

  　それを好機と見るや否や、幽霊リアは蓮斗の耳に軽く息を吹きかけ、彼の足の間にいるリアは蓮斗のファスナーを一気に下ろしていった。

  　

  莲斗的巨根咻地一声，从敞开的拉链中飞了出来。

  　開け放たれたファスナーから、ぶりゅんっ、と勢いよく外に飛び出す蓮斗の巨根。

  　

  「嗯呜呜……嗯啾、啾、啾噗……噗哈、啊嗯嗯……」

  「んぅぅ……んちゅ、ちゅ、じゅぷ……ぷはぁ、あんんぅ……」

  　

  不过莉娅毫不畏惧，开始用嘴唇和舌头轻啄硬邦邦的肉竿。

  　しかしリアはそれに臆することなく、ビキビキに硬直した肉竿を唇と舌でついばみ始めた。

  　

  「滋噜、啾、啾噗噗……」

  「れるぅ、ちゅ、じゅぶぷぅ……」

  　

  『那我也……嗯！』

  『じゃあ、私も……んっ』

  　

  幽灵少女和把脸埋在莲斗下半身的莉娅一样，和他接吻。

  　下半身に顔を埋めたリアに続くかのように、蓮斗と唇を重ね合わせる幽霊少女。

  不只是因为快感在肉棒上流窜，突然被温暖的嘴唇亲吻，让莲斗狼狈不堪，肩膀忍不住颤抖。半透明的莉娅见状，微微扬起嘴角。

  　竿に走る快感だけでなく、突然温かな唇でキスされたことで蓮斗は狼狽し、思わず肩をビクつかせた。その様子を見て、半透明のリアは少しだけ頬を緩ませる。

  　

  『嗯唔、啾……哈，我的幽灵之吻舒服吗？』

  『んむっ、ちゅ……っは、私の幽霊キス、気持ちいい？』

  　

  「哈唔……唔噗、嗯……啾、啾噗、滋噜、哈啊嗯……」

  「はぁむ……むぶっ、んっ……ぢゅっ、ちゅぶ、れむっ、はぁンぅ……」

  　

  『被温柔地亲吻，小鸡鸡也被吸着，上下都好幸福哦。』

  『柔らかいキスをされながら、おちんぽもしゃぶられて、上も下も幸せだね』

  　

  莲斗的龟头被温暖的唾液包覆，厕所的灯光让肉棒更加耀眼，莉娅用力地含着肉棒，温柔地亲吻。

  　生温かな唾液を亀頭全体にまぶされていき、トイレの照明で一層ギラついた肉棒を勢いよく咥え込まれながら、優しい口づけをされる蓮斗。

  他的脑中已经不存在思考这两个字，只能任凭两名少女以强烈无比的性刺激摆布。

  　彼の頭の中に思考の二文字は既に存在しておらず、性をこれでもかという程刺激してくる二人の少女になされるがままの状態に陥っていた。

  　

  幽灵莉娅在已经无法抵抗的他耳边轻声细语，继续追击。

  　そんなもはや抵抗などできるはずもない彼に、幽霊リアは耳元で囁きながら更に追い打ちをかけていく。

  　

  『莉娅的嘴巴来帮你把这两天累积的精液清干净吧。就这样把这孩子当成擦屌的面纸。』

  『二日間溜めこんだザーメンを、リアの口でお掃除しちゃおうね。このままこの子を、おちんぽ拭き拭きティッシュにしちゃうの』

  　

  「啊嗯、啾……啾噗、噜噗噗……哈啊、嗯咧噗……唔、啾噗噗噗噗！」

  「あんぅ、ちゅ……ぢゅぷ、るぷぶ……はぁ、んれぇぶ……っむ、じゅぶぶぷぅぅっ」

  　

  莉娅发出猥亵的水声，激烈地口交，贪婪地吸吮着受到幽灵怂恿而变得亢奋的肉棒。

  　幽霊に唆されて調子づいた肉棒を、卑猥な水音を立たせながら激しい口淫でリアが貪っていく。

  她不只是用缩窄的嘴唇套弄着肉棒，还适度地舔舐、吸吮着阴茎的内侧和前端，让莲斗全身上下都舒服得不得了。

  　単に窄めた唇でモノをシゴかれるだけでなく、適度に裏筋や先端をそっと撫でるように舐めたり吸い立てたりもされることで、蓮斗の全身を気持ちよさが駆け抜けて止まらない。

  　

  「唔、噗啾、咧啾……嗯噜。」

  「っむ、ぷじゅ、れちゅぅ……んるぅ」

  　

  她继续从舌尖追加注入温暖的唾液。

  　更に舌先から温かい唾液を追加投入しつつ。

  　

  『现在的莉娅满脑子只想着榨取精子，是莲斗专用的喝精自慰套哦。』

  『今のリアは精子を搾り取ることしか頭にない、蓮斗くん専用の精子飲みオナホなんだよ』

  　

  莉娅吐出淫荡的气息，说出妖艳的话语。

  　いやらしい吐息混じりに妖艶な言葉を吹き込んでいく。

  　

  　

  「呜呜、啊、啊呜……！」

  「うぅっ、アッ、ぁぐっ……！」

  　

  　

  莲斗发出喘息。这反应太棒了！

  　それによって喘ぐ蓮斗。こうかは　ばつぐんだ！

  　

  『以后你只要一有欲望，我们就会把脸埋进你的胯下哦。』

  『これからはムラムラしちゃったら、その度に私たちが蓮斗くんの股間に、お顔を埋めちゃうからね』

  　

  「怎、怎么这样……！」

  「そ、んな……！」

  　

  『忍耐太久反而容易累积，所以一天我们会舔两次你的肉棒和蛋蛋。想射的时候，随时随地都可以内射到嘴里。』

  『我慢してた分溜まりやすくなってるから、1日に2回は竿と金玉を舐め舐めしてあげる。出したくなったら、いつでもどこでも、口内射精してくれていいから』

  　

  「不、不行，这种事——呜啊啊……！」

  「だっ、だめだっ、そんなこ──ぅあぁっ……！」

  　

  莉娅完全没在听莲斗说话，只是默默地用唾液演奏出啪滋啪滋的淫荡声响。她将已经完全挺立的肉棒含进嘴里，上下嘴唇颤抖着吸吮。

  　蓮斗の言葉に耳を傾ける様子もなく、黙々と唾液による淫音をジュプジュプと派手に奏で続けるリア。既に屹立しきった肉棒を根元まで咥え込みながら、下と唇を震わせながら吸引する。

  　

  「啾噗、嗯噗……嗯嗯！」

  「ちゅぶ、んぶぅ……んんゥっ！」

  　

  『终于开始一抖一抖地沸腾起来了……莉娅，再一下下。』

  『やっと、ビクビクって、沸騰してきた。……リア、もうちょっと』

  　

  「啾噗噗、嗯噗、啾噗、啾哔哔……咕噗噗噗！」

  「じゅぶぶっ、んぶっ、ちゅぷ、じゅびび……ぐぶぷぷッ！」

  　

  在幽灵莉娅的催促下，负责口交的少女更加激烈地玩弄肉竿。她将阴茎含进嘴里发出吸吮声，接着更用夹住的嘴唇紧紧缠住整根肉棒。

  　幽霊リアに促されたフェラ担当の少女は、より一層肉竿への責めを激しくした。ペニスを根元まで咥え込んでバキューム音を鳴らしては、更に挟まった唇で全体を締め付けるようにシゴいていく。

  　

  当然，当她的脸庞移动到几乎埋进股间时，下方的包皮系带和浮出的血管也持续被抚摸，让莲斗的意识随时都会飞到九霄云外。

  　当然、股間に埋まる程に顔を動かすその間も、下で裏筋や滾り浮き出た血管を節操なしにナデナデされ続け、今にも蓮斗の意識が飛びそうになってしまう。

  　

  「啾噗、唔噗噗……啾噗、嗯咕噗……」

  「じゅぷ、っウぶぶゥ……ぢゅぶ、んぐぶぅ……」

  　

  『我们是莲斗同学专用的厕所，所以等小鸡鸡一有感觉，不用事先通知，直接射出来也没关系哦。』

  『私たちは蓮斗くん専用のトイレだから、ちんちんがイライラしてきたら予告せず、いきなり出してくれてもいいんだよ』

  　

  过于激烈的紧缚和吸吮，再加上淫语的耳语，三管齐下的攻势让莲斗忍不住向前弯起身子。

  　あまりにも苛烈な締め付けと吸い立て、更にそこへ淫語の囁きが加えられた三段仕込みに、蓮斗は堪らず態勢を前屈みにしてしまう。

  　

  『一边听我们耳语，一边享受口交，想射精的时候就射在莉娅的嘴里吧。』

  『囁かれながらフェラを堪能して、好きな時にリアのお口に精子出しちゃおうね』

  　

  这段期间，莲斗的脑袋也持续受到煽动射精欲望的甜美诱惑，全身上下都起了鸡皮疙瘩。嘴里满是口水，现在的莲斗只能将口水吞进肚子里。

  　その間も容赦なく射精欲を煽るような甘い誘惑で脳を揺さぶられ続け、蓮斗の体全身に鳥肌が走っていく。口の中が涎で溢れ、それを飲み込むことしか今の蓮斗には叶わない。

  　

  「咕噗、滋噗、啾……嗯嗯、啾噗、噗噗噗♡」

  「ぐぷっ、ずびちゅ、ぢゅ……んんぅ、ぢゅぷる、ぶぷぷぅッ♡」

  　

  莉娅将嘴巴缩得更小，固定住即将爆发的肉棒，同时用在嘴里蠢动的粗糙舌头抚摸肉棒的筋和冠状沟。

  　そこで一層窄めた口で締め付けては固定した爆発寸前の肉棒をシゴきつつ、口内で蠢くザラザラした舌でスジやカリ首を撫でていくリア。

  口交带来的强烈甜蜜刺激，让莲斗敏感的全身陶醉在快感之中，麻痹不已。

  　そんな口淫によって齎される容赦ない極甘な刺激に、敏感な全身が快感に酔いしれ、痺れる。

  　

  『看，平常一脸乖巧的莉娅，现在就像在舔糖果一样，舔着你的小鸡鸡哦。』

  『ほら、大人しい顔のリアが、キャンディーを舐めるみたいに、おちんぽペロペロしちゃってるよ』

  　

  「哈啊、哈啊……！」

  「はぁっ、はぁっ……！」

  　

  『这么坚强的孩子的嘴巴，变成你专用的自慰套了。』

  『こんな健気な子のお口が、君専用のオナホになっちゃってる』

  　

  莲斗仿佛听见了自己忍耐的丝线，在拼命行为的空档听见莉娅说出的猥亵诱惑话语时，应声断裂的声音。

  　そして懸命な行為の合間に挟まれる卑猥な誘いの言葉に、今まで堪えていた我慢の糸がプッツリと途切れる音が、蓮斗には聞こえた気がした。

  　

  「啊嗯、啾……啾噗、噜噗噗……哈啊、嗯咧噗……唔、啾噗噗噗唔唔♡来啊、快点、射出来……♡♡」

  「あんぅ、ちゅ……ぢゅぶ、るぷぶ……はぁ、んれぇぶ……っむ、じゅぶぶぷぅぅッ♡　ふぉらぁ、はやふっ、らひてぇ……っ♡♡」

  　

  「呼啊啊、呜咕！」

  「ふあぁっ、うぐっ！」

  　

  『浓厚的牛奶要出来了。莉娅的头正在渴求你的精子。你抓住她的头，一边用力压在胯间，一边射精……♡』

  『濃厚ミルク、出るっ、精子おねだりしてるリアの頭を掴んで、股間にズプズプ押し付けながら、お射精する……♡』

  　

  甜美呢喃的刺激穿透耳膜，撼动大脑。莲斗屈服于口交带来的强烈快感，以及胯间失去力量的滚烫热度，随后——

  　鼓膜を通り抜けて脳を揺れ動かす甘美な囁きの刺激と、口淫がもたらす強い快感に屈し、力みの消えた股間の滾りがジンジン熱く痺れ始めたその直後。

  　

  　

  『要去了要去了要去了♡我要在莉娅的自慰套里射精♡浓厚的精液，像尿尿一样射出来……♡』

  『いくいくイク♡　リアオナホに精子出すっ♡　濃厚ザーメン、おしっこみたいに発射するぅ……♡』

  　

  「呜呜！我、我不行了……！」

  「うぅっ！　もっ、もう、むりぃっ……！」

  　

  阻挡滚烫白浊液的闸门逐渐失灵，快感通过尿道——

  　熱く煮え滾っていた白濁液を塞き止めていた押さえが利かなくなり、尿道を快感が通り抜け──

  　

  　

  「啊啊！呜啊啊！！」

  「あぁ゛っ！　うあぁッ！！」

  　

  咕嘟！咕嘟嘟嘟嘟嘟！！

  　どくんっ！　どびゅるるるるるっっ！！

  咻噗、咻咕噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜……！！

  　びゅぶっ、びゅくるるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅ……っっ！！

  　

  「嗯噗、嗯嗯！？嗯、噗、呜噗、噗噗呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡♡」

  「んぶっ、んんっ！？　んっ、ぶっ、うぶぅ、ぷぶううぅぅぅっ♡♡」

  　

  　

  精液从龟头口以猛烈的气势喷出，浓厚的精液咕嘟咕嘟地注入莉娅小小的口中。

  　鈴口から凄まじい勢いで精液が吐き出され、ドチャドチャとリアの小さな口内に濃厚なザーメンが注がれていく。

  莲斗有种真的在尿尿的感觉，他忍不住用双手用力抓住莉娅的头，将她的脸压在胯下。

  　本当に白いおしっこを出しているような感覚が走る蓮斗は、思わずリアの頭を両手で強く掴みながら股間に押し付けた。

  　

  「呜噗♡呜嗯噗噗……噗呼、嗯呜呜……♡」

  「むぶっ♡　うむぶぶぅ……っぷふぅ、んぅぅ……♡」

  　

  莲斗让莉娅含着持续脉动的阴茎，用双手拼命压住她的头。

  　射精に脈打ち続けるペニスを咥えさせたまま、必死にリアの頭を両手で押さえる蓮斗。

  于是莉娅缩起的口中咕嘟咕嘟地溢出浓厚的白浊液。不过幽灵莉娅用卫生纸接住，所以地板和莉娅的身体都没有沾到精液。

  　すると窄めたリアの口からゴポゴポと濃厚な白濁が溢れ出てきた。が、それを幽霊のリアがトイレットペーパーで受け止めたことで、床やリアの体が精液にまみれることは無かった。

  　

  『还在嘴里暴动……到底要射多少才甘心。』

  『まだお口の中で暴れて……一体どれだけ出せば、気が済むの』

  　

  「嗯嗯、嗯噗、嗯啾、噗哈……」

  「んんっ、んぷっ、んじゅ、ぷはっ……」

  　

  因快感而颤抖的莲斗松开手，莉娅终于得以将嘴巴从阴茎上移开。她的嘴里残留着大量精液，为了不让精液流出来，莉娅只能紧闭着嘴巴，连一句抱怨都说不出来。

  　快感に身を振るわせていた蓮斗が手を離し、ようやくリアはペニスから口を離すことができた。口内には大量の精液が残っており、口を閉じてそれを漏らさないようにしているため、リアは文句の一つを言うこともできない。

  　

  　

  由于喝下精液会减少剩余的命，应该尽快把精子吐出来，然后漱口——可是。

  　精液を飲み込んでしまうと残機が減るため、早急に精子を吐き出して嗽をするべき──なの、だが。

  　

  　

  　

  　

  「……啊、啊、啊哇哇哇哇……」

  「……あ、ぁ、あわわわわ………」

  　

  　

  　

  　

  　

  莉娅回头一看，只见脸色苍白的洛伊泽正狼狈地呆站在那里。

  　リアが後ろを振り返ると、そこには顔面蒼白なロイゼが狼狽しながら棒立ちしていた。

  　

  　

  ——沉默笼罩着现场。

  　──沈黙が、流れる。

  　

  　

  莲斗依然处于恍惚状态。

  　蓮斗は未だに放心したまま。

  　

  幽灵少女手扶着额头叹气。

  　幽霊少女は額に手を当てて溜め息を吐き。

  　

  不小心撞见男女情事现场的金发大小姐惊慌失措。

  　情事の場を発見してしまった金髪のお嬢様はあわわわと狼狽を続け。

  　

  　

  　

  莉娅终于理解到自己正在跟朋友做爱的场面被撞见了——面对依然硬挺的阴茎，她的脸红得像颗苹果。

  　友人にエッチをしている場面を見られた、という今の状況をようやく理解したリアは───まだ固さを失っていないペニスの前で、まるでリンゴの如く、顔を真っ赤に染めることになった。

  　

  「……呜～～！！？」

  「……っ～～っっッ！！？」

  　

  　

  　

  【显示插图】

  【挿絵表示】

  　

  　

  　

  羞耻到快死了。

  　恥ずかしさで、死にそう。

  　

  若要用一句话来形容现在的她，没有比这更贴切的了。她已经连耳朵都红透了，脑内一片空白。

  　今の彼女を一言で表すとすれば、それ以上の適格な表現が無かった。もはや耳まで真っ赤に染まり、脳内が真っ白になってしまっている。

  　

  　

  夜晚尚未结束。

  　夜は、まだ続く。

  　

  　

  　

  ——对莉娅本人来说，她只希望明天快点到来。

  　──リア本人からすれば早く明日になって欲しかった。

  　

  　

  　

  　

  　

 
  23話の裏話　ふたなり百合膣内射精セックスと四人でのご奉仕ハーレムパイズリフェラ囁き射精

  第23话的幕后故事 两人百合阴道内射精和四人的献身（不会翻了www）

  莉亚被经过一番波折后发情，甚至长出男性性器官的小春袭击。

  　なんやかんやあって発情して男性器まで生えてしまった小春に襲われてしまったリア。

  起初她还明确表示抵抗的意志，却在小春野兽般的激烈深吻下变得软弱无力，莉亚已经变成专门用来发泄小春性欲的存在。

  　最初こそ抵抗の意志をはっきり示していたものの、彼女の獣の様な激しいディープキスでふにゃふにゃにされてしまい、最早リアは小春の性欲処理に使われるだけの存在になってしまっていた。

  　

  「来吧，莉亚♡把屁股对着我♡」

  「ほらリアちゃん♡　こっちにお尻向けて♡」

  　

  「呜啊啊……♡」

  「うあぁ……♡」

  　

  小春虽然说得一副像在要求，实际上只是她擅自摆弄莉亚动弹不得的身体。

  　小春は要求する様な物言いこそしているものの、実際のところは動けなくなったリアの体を彼女が勝手に動かしているだけである。

  　

  她像在玩娃娃般摆弄莉亚的身体，把莉亚的屁股转向自己后，立刻脱下莉亚的睡裤扔到地上。

  　まるで人形で遊ぶかのようにリアの体を動かし、彼女の臀部を自分の方に向けるとすぐさまリアのパジャマのズボンを脱がせて床に投げ捨てた。

  　

  「不、不要……♡」

  「や、やめへ……♡」

  　

  「别这么说嘛～♡莉亚也准备万全了呢♡」

  「そんなこといってー♡　リアちゃんも準備万端みたいだよ♡」

  　

  脑袋一片混乱，把脸埋进枕头里的莉亚本人无从得知，她的私处已经泛滥成灾，连内裤都湿透了。

  　頭が混乱したまま枕に顔を押しつけているリア本人には知る由もないが、既に彼女の秘所はショーツを湿らせるほどの大洪水を起こしていた。

  　

  虽说小春发情后硬是袭击莉亚，她的确有错，但莉亚那容易有感觉，公认一插就湿的身体也值得探讨。

  　もちろん発情してるとはいえ無理やり襲った小春に非があるのは確かだが、あまりにも感じやすく即堕ちに定評があるリアの体も考え物だ。

  　

  「欸嘿嘿，莉亚是安产型呢♡身体明明这么小，腰却这么性感♡」

  「えへへ、リアちゃんって安産型なんだね♡　体は小っちゃいのに、腰回りエロすぎっ♡」

  　

  「呀嗯……♡」

  「ひゃんっ……♡」

  　

  小春仗着莉娅无法抵抗，对莉娅说了许多不堪入耳的话，接着双手抓住莉娅挺出的娇小臀部固定住。

  　抵抗できないのをいいことに、リアに対して散々な口を聞く小春は、突きだされた小柄なヒップを両手で鷲掴みにして固定した。

  　

  「小鸡鸡的用法……我好像知道了♡」

  「おちんちんの使い方……なんか、分かっちゃってるぅ♡」

  　

  「呜啊……好热……♡」

  「うぁっ……熱い……♡」

  　

  小春脱下睡裤解放了因情欲而膨胀的阴茎，抵在莉娅内裤的胯间部分。

  　パジャマの下を脱いで解放した、情欲の熱で膨らみきったペニスをリアのショーツのクロッチ部分にあてがった。

  　

  现在小春的脑中，甚至安装了男性理所当然会知道的男性器用法知识。因此她毫不犹豫地将滚烫的肉棒抵在莉娅的柔肉上。

  　現在小春の頭の中には、男性ならば当たり前のように知っている男性器の使い方についての知識までもがインストールされている。そのためなんら迷う様子もなく、滾った肉棒をリアの柔肉に押し当てたのだった。

  　

  「呼、呼……！」

  「ふぅ、ふぅ……！」

  　

  「呀啊♡」

  「ひゃぁっ♡」

  　

  臀部传来的小春肉棒的热度，让莉娅不禁颤抖。那甚至让人觉得做作的甜美声音，让小春的失控更加严重。

  　臀部から伝わる小春の肉棒の熱さに、思わず身震いをしてしまうリア。あざとさすら感じるようなその甘い声は、小春の暴走をより強く加速させてしまう。

  　

  「呼哈♡莉娅的屁股好软，太棒了♡」

  「ふはぁ♡　リアちゃんのお尻、柔らかくて、最高っ♡」

  　

  「啊呜啊、不、不要揉那么用力♡」

  「あぅぁっ、つ、強く揉まないれぇ♡」

  　

  小春贪婪地揉捏着用双手抓住的丰满臀肉。

  　両手で鷲掴みにしていた豊満な尻肉を、小春は貪るように揉みしだいていく。

  这让她更加兴奋，身为女性的她长出的异质肉棒硬度也增加了。

  　それによって彼女の興奮はギアが上がり、女である彼女に生えた異質な肉の棒は更に硬度を増していった。

  　

  咕唧、咕唧……

  　グニッ、グニニィ……

  嘶啾、嘶啾……♡

  　スジュッ、スシュッ……♡

  　

  「呜呜♡　哈啊，哈啊，肉棒好舒服♡　居然能变得这么舒服，男人真是狡猾啊……♡」

  「くぅぅっ♡　はぁ、はぁっ、おちんちん気持ちいいっ♡　こんなに気持ちよくなれるなんて、男の人ってズルいなぁ……♡」

  　

  「啊嗯……♡」（小春的自我意识真的已经……呜啊♡）

  「あんぅぅ……♡」（小春ちゃん、ほんとにもう自我が……うぁっ♡）

  　

  　平时那个开朗的少女已经消失不见，被恶魔们追加了男性器官的扶她少女，现在只是像野兽一样用眼前的玩具来让自己兴奋。

  　もはや普段の明るい少女は見る影もなく、悪魔の様な連中の手によって男性器を追加されてしまったふたなり少女は、ただ獣のように目の前の玩具で気持ちを昂ぶらせていく。

  　

  　龟头下方的冠状沟部分在质地轻薄的内裤上用力摩擦，不知不觉间，她的肉棒前端已经开始流出前列腺液了。

  　生地の薄いショーツに亀頭から下のカリ首部分を強く擦りつけている内に、いつの間にか彼女のペニスの先端からは先走り汁が垂れはじめていた。

  　

  「莉娅酱的屁股好软♡　揉起来软软的，还把我的手包在里面，肉棒也好舒服——啊呜，我忍不住了！」

  「リアちゃんのお尻柔らかいィ♡　揉めばグニグニィって手を包み込んでくれるし、おちんちんも気持ちよくて──あぅぅ我慢できないッ！」

  　

  　小春无法忍受肉棒压在屁股上时那反弹回来的触感，终于将手伸向了莉娅最后的堡垒——短裤。

  　肉棒を押し当てると反発してくる尻肉のたまらない感触に耐えられず、小春は遂にリアの最後の砦であるショートパンツに手を掛けた。

  　

  　然后她运用能力增强的肌肉，将内裤像纸一样撕破，把撕下来的内裤随手扔到地上。

  　そして能力を応用して増強した筋力で、ショーツを紙のようにビリビリと破り、剥ぎ取ったパンツを無造作に床へ投げ捨てた。

  　

  　

  　她就这样将下半身向前挺，将阴茎的红色前端抵在少女的阴道前。

  　そのまま下半身を突き出し、陰茎の赤い先端を少女の膣前にあてがう。

  　

  「可以吧♡小鸡鸡要插进莉娅的小穴里咯♡要噗噗噗地插进去了哦♡」

  「いいよねっ♡　おちんちん、リアちゃんのおまんこに入れちゃうね♡　ズプズプぅって刺し込んじゃうね♡」

  　

  「……哈啊、哈啊、等、等等——」

  「……はぁ、はぁ、ま、まっへ──」

  　

  「嗯，抱歉让你久等了♡要插进去咯♡」

  「うん、待たせてごめんね♡　入れるね♡」

  　

  还来不及说不是那个意思，失控的少女就把滚烫的肉棒抵在自己送上的媚肉大门上，一鼓作气地贯穿了它。

  　そういう意味じゃない、などという言葉を告げる暇もなく、暴走した少女は差し出された媚肉の扉目掛けて滾った肉棒を宛がい、一目散に貫いた。

  　

  ——噗啾！

  　──ドチュゥッ！

  　

  「唔啊！？」

  「うぁア゛っ！？」

  　

  「呼咿、呼咿……哈啊哈啊……♡」

  「ふひっ、ふひぃ……ハァハァ……♡」

  　

  「啊啊……唔、啊♡」

  「ぁあ……ぅ、あ♡」

  　

  肉棒毫不客气地突刺，被娇小身躯的阴道紧紧地箍住。

  　一切遠慮のない突貫をした肉棒は、小さな肢体の膣ヒダによって強く締め付けられていった。

  　

  肉棒整体传来湿滑的触感，以及仿佛插入热水中的热度与适度的舒适感，从下腹部扩散到全身。

  　肉棒全体にヌルヌルとした感触と共に、お湯の中に突っ込んだかのような熱さと適度な心地よさが下腹部から全身にかけて広がっていく。

  　

  莉娅似乎也一样，虽然插入时完全没考虑对方的感受，但她那早已泛滥成灾的秘部似乎早已做好了万全的准备。

  　それはリアも同じだったようで、相手の方など考えもしない挿入だったものの、既に愛液の洪水を起こしていた彼女の秘部はとっくに準備万端だったらしい。

  　

  「哈啊♡小鸡鸡缠着我……好、好舒服♡♡」

  「かはぁっ♡　おちんちんに絡みついてきて……き、きもちいぃ♡♡」

  　

  「啊、唔♡……呼呀、啊、不、不可以抓屁股♡」

  「ぁ、く♡　……ふひゃっ、ぁ、お、お尻掴んじゃらめっ♡」

  　

  小春因充满粘稠汁液的阴道触感而颤抖，为了掩饰脑中无法处理的快感，她再次抓住莉亚柔软的臀肉。

  　すっかり粘り気を帯びた淫汁に満たされた膣内の感触に打ち震える小春が、頭の中で処理しきれない快感を誤魔化すためにリアの柔らかい尻肉を再び鷲掴みにした。

  　

  当她稍微恢复从容后，再次挺腰让肉棒进入阴道深处。

  　そうして少し余裕が出てくると、再び腰を突き出して肉棒を膣内の奥へと進ませていく。

  　

  「滑溜溜的，暖暖的，腰都要软了……♡」

  「にゅるにゅるしててあったかくて、腰が抜けそう……っ♡」

  　

  噗啾……♡滋噗，滋噜噜噜……♡

  　じゅぶっ……♡　ずぷっ、にゅるるるぅぅぅ……っ♡

  　

  「哈咿♡啊啊……好大♡」

  「はひっ♡　あぁ……おっきいぃ♡」

  　

  每当阴茎进入阴道深处，结合处就会发出淫秽的声音，同时流出白色的雌汁。

  　ペニスを膣奥に進ませるたびに、卑猥な音と共に結合部から白い牝汁が垂れ落ちる。

  　

  「我想变得更舒服♡我要激烈一点♡♡」

  「もっと気持ちよくなりたいっ♡　激しくするねっ♡♡」

  　

  「呜啊！？呼啊啊，咿、咿呜呜♡」

  「ぅうあっ！？　ふあぁっ、ひ、ひうぅ♡」

  　

  啪啾♡噗啾，滋噗噗噗……滋噗♡啪啾♡

  　ばちゅンッ♡　どちゅッ、ズプププゥ……ずぼッ♡　ぱちゅンッ♡　

  　

  「哈啊好舒服♡♡哦哦，小鸡鸡又热又滑溜♡抽插好棒♡♡」

  「ハァァきもちいぃぃぃっ♡♡　おぉっ、おちんちん熱くてぬるぬるれぇっ♡　パンパンしゅるの最高ぉっ♡♡」

  　

  「♡嗯呜♡咕啊啊♡♡」

  「っ♡　んぅっ♡　くぁあっ♡♡」

  　

  在爱蜜润滑液的润滑下，阴道的动作变得更大，阴道壁带来的快感刺激也变得更强，小春意识到自己变得更加兴奋。

  　愛蜜のローションによる潤滑力も相まって、余計に膣内が動いてしまう分、膣壁による快感の刺激を必要以上に貰ってしまい、小春は更なる昂ぶりを自覚してしまう。

  　

  　

  但是，她不忍心自己一个人爽——在崩坏的理性中，她产生了这种莫名的温柔，于是她决定对莉娅使用能力，用微弱的电流给予快感的折磨。

  　しかし、このまま自分だけ気持ちよくなるのは忍びない──などという、壊れた理性の中にある妙な彼女の優しさは、リアに対して能力を使って微弱な電流による快感責めをしてあげようという結論に至った。

  　

  「莉娅妹妹也舒服起来吧♡♡我想跟你一起高潮♡♡」

  「リアちゃんもきもちよくなってぇ♡♡　一緒にイキたいよぉっ♡♡」

  　

  啪滋——

  　ビリリッ──

  　

  「啊嗯呜呜……呼、呼欸？——嗯啊啊！？」

  「あんうぅ……ふ、ふぇっ？　───んあぁッ！？」

  　

  小春从紧贴着G点和阴蒂的肉棒上放出微弱的电流，给予莉娅不至于痛苦，而是快感的刺激。

  　動揺するリアに対して小春は、Gスポットとクリトリスに密着している肉棒から微弱な電流を流し、苦痛ではなく快感になる程度の強さで刺激を与えた。

  　

  瞬间，莉娅的身体剧烈地跳动了一下。

  　瞬間、リアの体がビクリと大きく跳ねた。

  　

  「啊啊啊啊♡♡咿、啊咿♡♡呼欸♡呜啊啊、啊欸♡♡♡」

  「ああァぁっ♡♡　ひっ、あひぃっ♡♡　ふへッ♡　ぅぁあッ、あへぇッ♡♡♡」

  　

  「～♡♡哦哦、哦♡♡阴道内缩得好紧啊啊啊♡♡小鸡鸡被紧紧地抱住了呜呜呜♡♡♡」

  「～っっ♡♡　おぉっお゛♡♡　膣内がキュウキュウしまってぇぇ♡♡　おちんちんぎゅううって抱きしめられてるぅゥゥっ♡♡♡」

  　

  咕啾♡♡滋啪——！

  　どちゅぅッ♡♡　ずぱぁァンッ！

  　

  「呜呀啊啊！？呼欸♡♡哦啊、啊咿♡啊呼♡♡哈咿♡♡♡」

  「うひゃあぁっ！？　ふへぇっ♡♡　おぁ、あひっ♡　あふッ♡♡　はひぃっっ♡♡♡」

  　

  在电流削弱了她的抵抗后，强烈的一击击中了全身，莉娅的肢体微微痉挛。

  　電流で弱くなったところに叩き込まれた強烈な一撃が全身に響いたのか、リアの肢体が微痙攣を起こしている。

  　

  莉亚的阴道被肉棒蹂躏，我隔着肉棒感受到引导射精的波浪，同时用龟头和冠状沟彻底玩弄莉亚阴道内的弱点。

  　それよって締まった膣内に肉棒を蹂躙され、射精に導く波を肉棒越しに感じつつ、亀頭やカリ首でリアの膣内の弱点を徹底的になぶっていく。

  　

  「嗯嗯♡啊♡♡嗯咿♡♡」

  「んんッ♡　あぉ゛ッ♡♡　んひぃぃッ♡♡」

  　

  「莉亚♡莉亚♡♡」

  「リアちゃんッ♡　リアちゃんッ♡♡」

  　

  当然在这期间，阴道壁如同海葵般蠢动的褶皱，从龟头到根部，将整根肉棒包覆起来，反复地蠕动着。

  　無論その間も、イソギンチャクのごとく膣壁で蠢くヒダが、鈴口から根元に至るまで、ペニスの全てを包み込んでは悦楽の蠕動を繰り返す。

  　

  然而，令大脑震颤的快乐宴会，似乎也到了告终的时候。

  　しかし、脳が震えるような快楽の宴も、一時の終わりを告げる時が来たようだ。

  　

  我用滚烫的肉棒，像是在挖一样摩擦因兴奋而膨胀的阴道壁，让龟头与降下的子宫口接吻了好几次。

  　興奮に膨らむ膣壁を、滾ったペニスで抉るように擦っては、降りてきた子宮口に亀頭を何度もキスをさせた。

  　

  以此为契机，我超越了临界点，情欲的岩浆在阴道深处迸发，结合处甚至喷出透明的液体。

  　それがきっかけとなって臨界点を超え、膣奥に情欲のマグマを迸らせるとともに、結合部から透明な液体までもが噴水のように飛び上った。

  　

  「这、这、这♡♡♡呜啊♡♡啊♡咿、啊咿♡♡咿咕♡♡咿呀呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡♡♡」

  「こ、こはっ、こはるぅぅゥッ♡♡♡　うぁあ゛ッ♡♡　あぅっ♡　ひ、あひぃッ♡♡♡　ひぐっ♡♡　ひっひゃうぅぅぅぅゥッっ♡♡♡」

  　

  「呼♡♡哦♡♡我也♡我也要高潮了♡♡莉亚♡♡♡哦♡♡要出来了♡♡要射出粘稠的精液了呜呜呜呜呜呜呜呜呜♡♡♡」

  「ほぉ゛ッ♡♡　お゛っほ♡♡　わらひぃッ♡　わらひもイグぅ゛っ♡♡　りあちゃぁあっ♡♡♡　おぉ゛ッ♡♡　でる♡♡　どろどろザーメン流し込むううぅぅぅゥッっ♡♡♡」

  　

  咻咻！嘟咻咻咻咻！

  　びゅくんっ！　どびゅるるるるっっ！

  噗咻、咻噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜……♡♡

  　ぶびゅっ、びゅくるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅぅぅっっ……♡♡

  　

  咕嘟嘟♡♡噗咻♡♡咕嘟嘟嘟嘟……♡♡

  　どぷぷぅぅ♡♡　ぶびゅっ♡♡　どぷぷぷぅぅぅっっ……♡♡

  　

  　

  「呼呜♡嗯、嗯咕、呀啊啊♡♡肉棒在小穴里面跳来跳去♡♡子宫正在喝精液……♡♡♡」

  「ふぅ゛ッ♡　ん、んぐっ、やぁぁ♡♡　オチンポ中で跳ねへぇ♡♡　子宮がざーめん飲んじゃっへるぅぅ……♡♡♡」

  　

  「呼哦♡♡还在咻咻咻地射出来……♡♡」

  「ふおぉ゛ッ♡♡　まだビュクビュク出るぅ……♡♡」

  　

  　

  两人抖动着膝盖，柔软又有弹性的臀部肌肤不断痉挛。

  　お互いに膝をガクガク振るわせて、柔らかく弾力もある尻肌を何度も痙攣させる。

  　

  少女们就像等待食物的狗一样，从嘴里伸出舌头，沉醉在性快感之中。

  　食事を待ちわびる犬のように、口から舌をだらしなく出しながら性の快感に酔いしれる少女たち。

  　

  两人沉溺在情欲与快感的海啸中，身体就像濒死的鱼一样不断跃动。

  　情欲と快感の津波に溺れた二人の体は、瀕死の魚の如く何度も躍動し続けるののであった。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  另一方面，莲斗的房间内，为了平息他因为忍耐而即将发动的淫纹，四名女主角代替现在分身乏术的莉亚，（无视莲斗的意志，半强制地）服侍他。

  　一方蓮斗の部屋では、我慢によって発動しかけている彼の淫紋を鎮静化させるべく、今は手が離せないリアに変わってヒロインたち四人が彼の相手を（蓮斗の意志を無視して半ば強制的に）勤めていた。

  　

  莲斗坐在床上，文香、洛伊泽、阳菜三人坐在他的胯下附近，菲莉斯则坐在莲斗的背后。

  　ベッドに座らせた蓮斗の股間周辺に文香、ロイゼ、陽菜の三人が鎮座し、残るフィリスは蓮斗の背中側にいる。

  　

  至于她们在做什么，坐在莲斗背后的菲莉斯在莲斗耳边呢喃，煽动他的性欲，其余三人则用丰满的巨乳夹住莲斗的肉棒。

  　何をしているかというと、蓮斗の後ろにいるフィリスが性欲を煽るように彼の耳元で囁きながら、残る三人が露出したその豊満な巨乳で蓮斗の肉棒を挟み込んでいるのだ。

  　

  三对乳头与三对樱唇同时进行的三重乳交口交。若要为这玩法取个名字，那肯定是令人头痛的名称。

  　囁かれながらの、トリプルパイズリフェラ。プレイをあえて呼称するとすれば、そんな頭が痛くなるような名前であった。

  　

  「啾、啾噗……嗯、啾……啾、啾噗、舔舔。」

  「ちゅっ、ちゅぷ……っん、ちゅ……ちゅぅ、ちゅぷ、レロレロ」

  　

  「嗯噗……啾……啾噗……嗯嗯嗯、啊呣、舔舔。」

  「んぷっ……ちゅぅぅぅ……ぢゅぷる……ンンンっ、あむっ、ぺろぺろ」

  　

  「哈呣……嗯啾、舔舔……啾噗……嗯、啾。」

  「はむぅ……んぢゅっ、れろれろ……チュぷ……っん、ちゅっ」

  　

  三人各自用舌头和至高无上的胸部，对即将失控的肉棒进行攻击。

  　各々が舌と至高のおっぱいを使って、暴走一歩手前の肉棒を責め立てていた。

  　

  就算对手只有莉娅一人，莲斗也已经很吃不消了，更别说现在是三对乳头和三对樱唇同时进攻。

  　相手がリア一人でもへなちょこな蓮斗が、こんな状況で余裕など保っていられるはずもなく。

  　

  「啊啊、不、不妙……！」

  「あぁっ、や、やばぃ……！」

  　

  六颗爆乳从三个方向包覆住他，过大的乳压让精液差点就要喷发。

  　三方向から六つの爆乳に包まれ、あまりの乳圧に、それだけで精液が暴発してしまいそうだった。

  而且在他耳边，还有用甜腻声音轻声细语的菲莉斯。

  　さらにそんな彼の耳元には、甘い声で囁くフィリスもいる。

  　

  「来，莲斗，不可以忍耐。」

  「ほら、蓮斗、我慢なんてしちゃダメ」

  　

  「呜咕咕……！」

  「うぐぐ……！」

  　

  「被三个女孩子吸鸡鸡很舒服吧。反正又不是最后一次，你就尽情射出来吧。」

  「女の子三人にオチンポしゃぶらせて気分がいいでしょ。これで最後ってわけじゃないんだし、だらしなくぴゅーぴゅーってしちゃお」

  　

  菲莉斯用挑逗耳朵的喘息声，煽动莲斗的性欲。她的用字遣词是从身为玩家的莉娅继承而来，然后又传授给负责处理性需求的菲莉斯，是专家的技巧。

  　耳を擽るような吐息混じりに、性欲を煽る言葉を吹き込んでいくフィリス。その言葉遣いはプレイヤーのリアから体のリアへ、そして性処理を手伝うことになったフィリスにも受け継がれた匠の技である。

  　

  　对莲斗那根垃圾小鸡鸡来说，这根本是地狱般的折磨。

  　クソザコおちんちんな蓮斗くんに、これを耐えられる道理など一ミリも存在しない。

  　

  「太爽了……！」

  「気持ちよすぎるぅ……！」

  　

  　肉欲的快乐让肉棒颤抖，仿佛在欢喜地呻吟。

  　肉に溺れ、喜び悶えるようにチンポが震える。

  　洛伊泽见状，露出诡异的笑容，亲吻从巨乳的乳沟中露出的龟头。

  　その様子を見たロイゼは怪しい笑みを浮かべながら、巨乳の谷間から露出している亀頭にキスをした。

  　

  「嗯呣、啾……哎呀，鸡鸡在颤抖……已经要射了吗……啾噜噜、噗哈……真是的，不管对方是谁都照上不误呢。」

  「んむ、ちゅっ……あら、おチンポ様、ビクビク震わせちゃって……もうイキそうなのですか……ぢゅるるっ、ぷは……まったく、相手が誰でも見境ないのですね」

  　

  「那、那是……啊呜呜！？」

  「そ、それは……あぅぅっ！？」

  　

  　洛伊泽用妖艳的口吻说话，同时更用力地用乳房挤压，上下摇晃。

  　妖艶な言葉遣いでしゃべりながら、ロイゼはより強く乳房を押し当てて、上下に揺すってくる。

  　

  　另外两人也配合她的动作，摇晃沾满润滑液的湿滑大棉花糖。

  　そしてその動きに合わせるようにして、他二人もローションまみれでヌルヌルになった大きなマシュマロを揺らしていた。

  　

  「哈呣……啾噗、啾噜噜……嗯噗，前辈真是的，表情好下流……」

  「はぁむっ……ちゅぷ、ぢゅるる……、んぷっ、先輩ったら、ほんとにこれ以上ないくらい……だらしない顔しちゃって」

  　

  「因、因为大家的胸部好软，鸡巴在里面好像要融化了……啊啊！」

  「だ、だってみんなのおっぱい、柔らかくてっ、チンポが中で溶けるみたいでっ……あぁっ！」

  　

  　六颗乳头摩擦着冠状沟，带来迟钝的快感。

  　六つの乳首がカリ首に引っかかり、鈍い快感がひた走る。

  　

  「嗯啾……你这、该死的哈莲仔，啾啪……看来不处罚一下……咕啾、滋溜……你那根不知羞耻的鸡鸡……舔舔、可不行呢……啾。」

  「んちゅっ……このっ、ハレンチめ、ちゅぱっ……見境なしのオチンポには……くちゅっ、れろっ……お仕置きをしないと……ぺろっ、いけないようだ……ちゅっ」

  　

  　文香一边含着从丰满乳房间探出头的红通通龟头，一边用淫秽的言语羞辱。

  　大きなおっぱいの間から顔を覗かせた赤々とした亀頭を咥え込みながら、文香はいやらしく言葉責めをしてくる。

  　

  「咕呜……！」

  「くうぅ……っ！」

  　

  　她每说一句话，舌头就像按摩棒一样震动，给予变得敏感的龟头更多刺激。

  　言葉を発するたびに震える舌がバイブのように振動を与え、敏感になっている亀頭にさらなる刺激を与えていた。

  　洛伊泽也立刻展开追击。

  　すかさずそこへ、ロイゼが追撃を繰り出していく。

  　

  「真是的，啾、哈啊……被胸部包围，居然这么愉悦……你这人真是无可救药呢……啊呣。」

  「まったく、ちゅっ、はぁ……おっぱいに囲まれて、こんなに悦ぶなんて……しょうがない御方ですね、あなたは……あむっ」

  　

  　她一边用手掌搓揉根部的两个睾丸，一边像在侍奉般舔舐肉棒。

  　根元、二つの睾丸を掌で転がしながら、ロイゼはまた竿をペロペロとご奉仕するように舐めてくる。

  　

  　在六颗乳房和舌头的共同合作下，硕大的乳房充满有别于阴道的淫荡快感。

  　六つのおっぱいと舌のコラボレーションにより、大きな乳房たちは膣内とはまた違った淫らな快感で充ち満ちていた。

  　

  　我被快感吞噬，忘我地抬起腰，让肉棒在乳房屋试抽插。

  　快感に飲み込まれ、無我夢中になって腰を振り上げ、おっぱいマンコの中へ肉棒を抽挿する。

  　

  「前辈的……变得比刚才还硬……啊呣。」

  「先輩の……さっきより硬くなってる……あむっ」

  　

  　被唾液和先走汁弄得粘答答的柔肉轻易地接受肉棒，将其吞进肉里。

  　唾液と先走りでねちょねちょになった柔肉は肉棒を容易く受け止め、肉の中へと沈めていく。

  　

  莲斗的忍耐力已经到达极限，察觉到这点的菲莉斯轻声细语地进行最后冲刺。

  　もはや蓮斗の我慢は限界点に達しており、それを察したフィリスは囁きによってラストスパートをかけていく。

  　

  「这么沉迷地扭腰……在女孩子的包围下沉溺于胸部，有这么舒服吗？」

  「そんなに夢中になって腰を振って……女の子に囲まれながらおっぱいに溺れるの、そんなに気持ちいい？」

  　

  「呜啊啊，好、好舒服……！」

  「うあぁ、き、気持ちいぃ……！」

  　

  洛伊泽毫不害臊地说道，但莲斗对自己的行为没有一丝怀疑。

  　恥ずかしげもなく言い放つが、蓮斗は自分の行動を疑問に思ったりはしない。

  　

  如果是共通路线时代的『主角』莲斗还另当别论，但现在的他被莉娅彻底削弱了性欲，面对莉娅露后宫，他没有余力感到害羞。

  　共通ルート時代のいかにも『主人公』をしていた頃の蓮斗ならいざ知らず、リアによって性にとことん弱くされてしまった現在の彼に、こんなリアルハーレムを前に恥ずかしがる余裕など残されてはいなかった。

  　

  「莲斗同学……啊唔、啾噜、啾噗噗噗噗……你的眼神已经透露出你忍不住了……啾噜、舔舔。」

  「蓮斗さん……あむ、じゅるっ、ぢゅぷぷぷぷっ……もう、我慢できないって目になってます……じゅる、ぺろぺろ」

  　

  洛伊泽紧抱着肉棒，抬起眼眸看着莲斗。

  　肉棒にむしゃぶりついたまま、上目遣いで蓮斗の目を見るロイゼ。

  　

  莲斗被那热切的眼神迷住，脑袋沸腾起来。

  　その熱に浮かされたような目つきにやられ、蓮斗の頭の中は沸騰してしまった。

  　

  「学长……啾、嗯嗯、快点……舔舔、啾。」

  「せんぱぁい……ちゅ、んんっ、はやくぅ……レロ、ちゅっ」

  　

  「嗯、啾噜……不用客气，嗯嗯、不用怕被拒绝……啾噜噜。」

  「んっ、ぢゅるっ……ほられんと、んんっ、遠慮はいらないよ……ぢゅるるぅぅ」

  　

  三人激烈地亲吻龟头，用乳房挤压，朝最后一步迈进。

  　三人で亀頭に激しいキスをしながら、乳房を押し当ててフィナーレへと向かわせていく。

  　

  　比阴道壁更硬的乳头，绝妙地勾住包皮系带和冠状沟等敏感部位，让莲斗的背脊窜过一阵酥麻的快感。

  　膣壁よりもコリコリした硬さのある乳首が、裏筋やカリ首などの敏感な部分に絶妙に引っかかり、蓮斗の背筋にゾクゾクと痺れるような快感が走った。

  　

  　菲莉斯仿佛要给予最后一击般，轻声细语地说道：

  　そこへトドメとばかりに、フィリスが囁きで追い打ちをかけた。

  　

  「要咻咻地射出来吗？要射在胸部上吗？」

  「びゅびゅぅーって、する？　おっぱいに中出ししちゃう？」

  　

  「啊啊……我、我不行了！」

  「あぁぅっ……も、もうむりっ！」

  　

  「要去了、要去了，要射了。在温暖的胸部包覆下，幸福地射出来了。」

  「イクイク、出ちゃう、あったかいおっぱいに包まれながら、幸せお漏らし出ちゃう」

  　

  　莲斗被这句仿佛要融化大脑的低语破坏了脑内的限制器。

  　脳が溶けるような小声で囁かれ、脳のリミッターが破壊された。

  　

  　炙热的精液奔流，从腰间一鼓作气地冲了上来。

  　熱いどろどろとした精の奔流が、腰元から勢いよく駆け上がってくる。

  　

  　莲斗委身于这股全身颤抖的快感，用力地挺起腰杆。

  　蓮斗はその全身が震えるような快感に身を委ね、腰を強く突き上げた。

  　

  　

  「要、要去了！！射了！！」

  「いっ、イクっ！！　でるぅ！！」

  　

  　咻咻！咻噜噜噜♡♡

  　びゅくんっ！　びゅぶるるるっ♡♡

  　咻噜噜噜噜噜噜噜噜噜……♡♡

  　びゅるるるるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅぅぅっっ……♡♡

  　

  「呀啊、呼啊啊啊……前、前辈的精液，好烫……」

  「ひゃぅっ、ふああぁっ……せ、先輩の精液、熱すぎ……」

  　

  「啊啊嗯，射了好多好浓的精液……」

  「ああぁンっ、濃いのがたくさん、出てきましたわぁ……」

  　

  「居、居然射了这么多……嗯噗。」

  「こ、こんなに出るなんて……んぷっ」

  　

  　

  　大量的精液一次又一次地喷发，喷在三人的胸部、脸蛋、头发，甚至睡衣上。

  　何度もビクビクと吹き上がりながら、大量の精液は三人の胸、顔、髪の毛、パジャマにまでぶっかかる。

  被精液喷到的三人，闻到那浓郁的芳香，红着脸，因为尚未冷却的兴奋与残留在乳头上的搔痒感而发出叹息。

  　精液をかけられた三人は、その濃厚な芳香に顔を赤らめ、冷めきらぬ興奮と乳首に残る掻痒感に吐息を漏らした。

  　

  　

  ……不过，她们关心的焦点并不是莲斗本人。

  　……まぁ、関心の矛先は蓮斗本人ではないのだが。

  　

  「莉亚姐每天都在做这种事啊……好厉害。」

  「こんなこと、リアねえは毎日やってたんだ……凄いなぁ」

  　

  「竟然一个人扛下所有工作……莉亚小姐真是坚强。」

  「全て一人で引き受けていたなんて……リアさんの強さが窺い知れますわね」

  　

  「今后也要像这样，大家一起减轻莉亚小姐的负担。」

  「今後もこの調子で、皆でリアさんの負担を減らしていこう」

  　

  「赞成。我也会……加油。」

  「賛成。私も……頑張る」

  　

  　

  虽然状况完全就是后宫，但很遗憾，这个世界并没有走上他的后宫路线。

  　状況は完全にハーレムなのだが、残念ながらこの世界は彼のハーレムルートには進んでいない。

  　

  当然，她们对莲斗也抱持着一定程度的好感与信赖，但她们现在心中有八成都是莉亚。营运之所以判定安全过关，大概是因为这部分的影响太大了吧。

  　もちろん蓮斗に対してもそれなりに好感や信頼こそあるものの、今の彼女たちの心の中は八割リアでいっぱいなのである。運営が判定をセーフと認めているのは、こういった部分が強いからなのだろう。

  　

  　

  　

  黑发少年与银发少女的夜晚，还在持续。

  　黒髪の少年と銀髪の少女の夜は、まだ続く。

  　

  　

  　

  　

 
  28話の裏話　兄妹と銀髪少女の3P

  第28话的幕后故事 兄妹和银发少女的3p

  　

  　

  　

  　

  经过一番波折，莉亚成了半发情的莲斗，以及因为不明的程序错误而长出男性生殖器的小春的性欲发泄对象。

  　なんやかんやあって、半分発情している蓮斗と謎のバグで男性器が生えてしまった小春の相手をすることになったリア。

  　

  她『可以拿我来发泄性欲』的提议，轻而易举地粉碎了兄妹的理性，莉亚被忘记忍耐的两人推倒，事到如今才在心中惊觉「我到底在做什么啊」。

  　彼女の『自分を性欲発散に使っていい』という提案は兄妹の理性をいとも容易く打ち砕き、我慢を忘れた二人に押し倒されたリアは今更ながら「俺、なにしてんだろう」と心の中で我に返った。

  　

  然而，时间已经来到寿司。莉亚现在被莲斗和小春夹在中间，躺在床上，以寿司来比喻的话，她就像是夹在食材和饭团之间的芥末。

  　だが、時すでにお寿司。今はベッドに横たわりながら蓮斗と小春に挟まれており、いわば今のリアは寿司で言うネタとシャリの間にあるワサビといったところか。

  　

  说得更简单一点，就是三明治的馅料。发情模式全开的小春从前面抱住莉亚，将勃起的阴茎抵在她的下腹部；莲斗则是从后面抱住莉亚，将硬邦邦的肉棒抵在她的屁股上，同时用力吸着她头发的气味。

  　もっと簡単に言えばサンドイッチの具だ。発情モード全開の小春には前から抱きしめられて下腹部にいきり立った陰茎を押し当てられ、未だにほんの少し困惑している蓮斗には後ろから抱かれながらお尻に硬い肉棒を押し付けられつつ、スゥスゥと激しく髪の匂いを嗅がれている。

  　

  「莉亚♡莉亚♡」

  「リアちゃんっ♡　リアちゃんっ♡」

  　

  「呼——……！嘶——……！」

  「ふぅー……！　すぅー……！」

  　

  小春笑容满面地用脸颊磨蹭莉亚，莲斗则是从后面揉捏她还在发育的胸部，同时闻着她的后颈。

  　小春には満面の笑みで頬ずりされ、蓮斗には後ろから発展途上の胸を揉まれながらうなじを嗅がれている。

  　

  更进一步地说，夹着莉亚的禽兽兄妹——下半身的衣服已经脱掉了。

  　さらに言えば、リアを挟んでいるケダモノ兄妹は──既に下半身の衣服が脱ぎ終わっている。

  　

  也就是说，她被硬塞的东西，就是硬邦邦地勃起、因预射液而变得湿滑的活屌。

  　つまり彼女に押し付けられているモノとは、硬く勃起して我慢汁でヌルヌルになった生のチンポそのものだ。

  　

  「欸，莉亚也把睡衣脱掉吧♡」

  「ねっ、リアちゃんもパジャマの下脱いじゃおっ♡」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  在眼眸深处浮现爱心符号的小春催促下，莉亚缓缓地脱下自己身上的睡裤，将它扔到床下。

  　瞳の奥にハートマークを宿した小春に急かされ、リアはゆっくりと自分が着ているパジャマのズボンを下ろし、パサリとベッドの下にそれを捨てた。

  　

  「……嗯唔♡」

  「……んぅっ♡」

  　

  这么一来，兄妹俩的热腾腾阴茎直接紧贴着她的秘处和臀部，莉亚自己也隐约感受到快感的前兆。

  　そうしたことで彼女の秘所と臀部に直接兄妹の熱いペニスが密着し、リア自身にも快感の前兆が垣間見えた。

  　

  由于两人全力抱紧彼此，下半身就像润滑液PLAY一样湿答答地紧贴在一起，相反地，谁也没脱衣服的上半身则因为彼此的睡衣互相摩擦而闷热不已。

  　両者に全力で抱きつかれていることで下半身はローションプレイのように濡れながら密着しているのだが、その反対に誰も衣服を脱いでいない上半身はお互いのパジャマが擦れあって熱気がこもっていた。

  　

  「莉亚的小穴已经湿了……」

  「リアちゃんのオマンコっ、もう濡れてる……っ」

  　

  「哈啊、哈啊、莉亚的屁股……又软又滑……呜呜。」

  「はぁっ、ハァっ、リアのお尻ぃ……柔らかくてスベスベでぇ……うぅっ」

  　

  兄妹俩连这种时候都默契十足，两人同时发出的声音重叠在一起。莲斗的低音和小春的高音混合而成的奇妙声音异常地刺激莉亚的耳朵，无法同时处理两句话的莉亚脑中有些混乱。

  　こんな時まで兄妹そろって息ピッタリなせいで、二人の声が同時に発されて重なった。蓮斗の低音と小春の高音が混じり合った不思議な声音はリアの耳を異様に刺激し、同時に二つの言葉を処理しきれないリアの頭の中は軽く混乱してしまった。

  　

  ——咕啾、啾咕♡咻、咻咻♡咕啾♡

  　──くちっ、ちゅくっ♡　すう、スシュッ♡　くちゅっ♡

  　

  「啊、啊呜……你们两个，摩擦得太……激烈了♡」

  「ぁ、あぅ……二人とも、こすりつけ……すぎっ♡」

  　

  莉娅的秘处和臀肉被涂满爱液和忍耐汁的肉棒摩擦，忍不住发出呻吟。

  　愛液と我慢汁でコーティングされた肉棒で秘所と尻肉を擦られ、つい我慢できずに声を漏らしてしまうリア。

  在场的三个人——不，就连莉娅体内的艾莉儿都因为苦闷而扭动身体。

  　ここにいる三人全員──いや、リアの中にいるアイリールまでもが、切なさで身をよじっていた。

  　

  「好、好想插进去！好想把小鸡鸡……插进莉娅的小穴里♡」

  「いっ、入れたいな！　リアちゃんのおまんこに……おちんちん、入れたいなぁっ♡」

  　

  「我也忍不住了……！莉娅的屁眼一抽一抽的，好想插进去……！」

  「俺も我慢できない……！　リアのお尻の穴ヒクヒクしててっ、ここに突っ込みたい……っ」

  　

  小春像只等待饲料的家犬般扭动腰部。莲斗揉捏莉娅的胸部，同时把阴部前端抵在少女的红唇上。

  　エサを待ちわびる飼い犬のようにフリフリと腰を動かす小春。ぐにぐにとリアの胸を揉みながら、少女の紅菊に陰部の先端を押し付ける蓮斗。

  　

  ——莉娅似乎也一样忍不住了。

  　──我慢できないのは、どうやらリアも同じようで。

  　

  　

  「……插、插进来♡快点把你们两个硬邦邦的小鸡鸡，插进我的里面♡♡」

  「……い、入れてっ♡　私のなかにぃっ、二人のガチガチになったオチンポっ、早く入れてぇっ♡♡」

  　

  在夜晚的黑暗中扭动腰部说出这句话的，是艾莉儿。

  　腰をくねらせながらその言葉を発したのは、夜でもあり、またアイリールでもあった。

  　

  完全心灵相通的两个『莉娅』委身于海夜兄妹，用从平常的死板语气难以想象的甜美声音恳求他们发泄肉欲。

  　完全に心がシンクロしてしまった二人の『リア』は海夜兄妹に身を委ね、普段の棒読みからは想像のつかないほどの甘い声で肉欲の解消を懇願する。

  　

  当然，目睹这个行为的两人不可能忍得住。

  　当然、その行為を目の当たりにしてこの二人が我慢など出来るはずもなく。

  　

  「我要插了，要插进去了……！」

  「いれるっ、突っ込むからな……っ！」

  　

  「欸嘿♡欸嘿嘿♡莉娅的小穴我收下了♡♡」

  「えへッ♡　えへへぇ♡　リアちゃんのオマンコいただきまぁすっ♡♡」

  　

  噗滋♡噗滋滋滋滋滋滋♡咕咕咕、咕啾♡

  　ずぶっ♡　ずぶぶうぅぅぅっっ♡♡　ぐぐぐっ、クチュッ♡

  　

  噗滋！咕噗滋、滋、噗……♡

  　ドチュゥッ！　グブリュッ、ず、ぶっ……♡

  　

  「咿啊啊啊♡♡哦哦啊、啊啊……哦哦♡♡」

  「ひあぁぁっ♡♡　ぉぉあぅッ、あぁっ……おぉ゛っ♡♡」

  　

  莉娅的阴道和直肠被硬邦邦的肉棒毫不客气地插进去，让她脖子和腰都往后仰。

  　一切の遠慮もなく膣内と直腸に硬い肉棒を差し込まれ、首と腰がのけ反るリア。

  　

  小春的肉棒卡在阴道里，莲斗的巨根从粉红色的肛门侵入直肠，两种异物感同时袭来，莉娅几乎无法呼吸。

  　膣に食い込んだ小春の竿肉もさることながら、ピンク色の肛門から直腸に侵入してきた蓮斗の巨根による異物感が凄まじく、リアはまともに息が出来なくなってしまう。

  　

  「哈、啊♡啊啊、呼啊啊……哦、哦哦……♡♡」

  「はっ、あ♡　あぁぅっ、ふあぁ……おっ、おぉ……♡♡」

  　

  「咕啊啊……！莉娅的里面太紧了……！」

  「くあぁっ……！　リアの中っ、キツすぎて……！」

  　

  「呼呀啊啊……♡♡莉娅的小穴里面好温暖哦♡小鸡鸡好安心哦♡好像在对小穴说『我回来了』♡♡」

  「ふひゃあぁ……♡♡　リアちゃんのオマンコの中っ、温かいよぉっ♡　おちんちん安心しちゃってぇっ♡　オマンコにっ、ただいまって言っちゃってるぅっ♡♡」

  　

  小春害怕脑袋窜过的快感，让肉棒在阴道里休息，但莲斗却和她相反，一口气从龟头到根部都插进去，腰部不断摆动，莉娅忍不住叫出声来。

  　脳を走る快感に怯えて膣でチンポを休めている小春とは対照的に、ぬぷぬぷと亀頭から根元までを一気に突っ込んで腰を揺さぶる蓮斗の動きに、たまらずリアは声を挙げてしまう。

  　

  「呜啊啊♡咿呜呜……♡♡莲、莲斗、把肚子♡拨开，感觉、好奇怪……♡♡」

  「ぅああっ♡　ひぅぅ……っ♡♡　れ、蓮斗に、お腹っ♡　掻き分けられてぇっ、変な、感じぃ……っ♡♡」

  　

  莉亚沉醉在肉棒突刺的快感中，莲斗的抽插动作拨开她的抵抗。

  　肉棒が突っ張るような快感に酔いしれながら、抵抗を掻き分けるように抽挿されていく。

  　

  「啊咿……！莉亚，你夹太紧了……！」

  「かひっ……！　リアっ、締め付けすぎ……っ！」

  　

  另一方面，不知节制的屁眼紧紧夹住肉棒，让莲斗也不禁发出叹息般的呻吟。

  　一方の蓮斗も、加減の知らないアナルがキツキツにチンポを締め付けてくるため、つい溜め息の様な声が漏れてしまった。

  　

  「肚、肚子的♡肚子里面……莲斗的鸡鸡的、前端♡咚咚咚地♡撞到我了♡♡」

  「おっ、お腹のっ♡　おなかの奥にぃ……蓮斗のチンポのっ、先がぁっ♡　コツンコツンって♡　当たってるぅっ♡♡」

  　

  「莉、莉亚的屁眼好像越来越习惯……呜，我、我要更激烈地动了哦！」

  「な、なんかリアのアナルが馴染んできてっ……くぅっ、も、もっと激しく動かすぞ！」

  　

  莲斗激烈地挺腰，几乎要撞出声响，侵犯着莉亚的屁眼。

  　パンパンとお互いの腰が打ち鳴らされるほど激しく、リアのアナルを突き上げ、犯してゆく蓮斗。

  　

  累积的快感让莉亚扭动身躯，发出急切的喘息声。

  　蓄積された快楽に身をよじりながら、リアは切羽詰まった喘ぎ声を漏らしてしまう。

  　

  「啊♡哈啊啊♡♡嗯嗯……咿啊啊♡♡」

  「あッ♡　はぁあッ♡♡　んんッ……ひぁあッ♡♡」

  　

  「呜咕……！夹得这么紧的话……！」

  「うくっ……！　そんなに締め付けられたらぁっ……！」

  　

  莉亚的屁眼无意识地配合莲斗的动作，在绝妙的时机紧紧夹住他的肉棒。小春的肉棒插入的穴穴流出的爱液，与莲斗的预射液混合在一起，形成洪水状态。

  　無意識に蓮斗の動きに合わせて絶妙なタイミングで彼の肉棒を強く締め付けるリアのケツマンコは、小春のチンポが挿入されている膣から溢れ出た愛液が垂れており、蓮斗の我慢汁と相俟ってもはや洪水状態となっていた。

  　

  光靠天然润滑液，两人的结合部位就变得湿滑，让抽插动作更加顺畅，激烈地重复着。

  　天然モノのローションのみで二人は結合部をぬるぬるにし、スムーズになった抽挿を激しく繰り返していく。

  　

  　

  ——这时，小春不满地出声了。

  　──そこで、小春が不満げな声をあげた。

  　

  「莉、莉娅，转过来！」

  「り、リアちゃんっ、こっち向いて！」

  　

  「呜咿♡……呼、呼——嗯唔！？」

  「くひぃっ♡　……ふ、ふぇ──んむっ！？」

  　

  被莲斗夺走主导权的小春为了抢回莉娅，用自己的唇堵住了她的嘴。看起来就像在对莲斗说「不让你再听到更多娇喘声」。

  　蓮斗に主導権を奪われていた小春はリアを取り返すべく、彼女の口を自らの唇で塞いでみせた。まるでこれ以上喘ぎ声は聞かせないぞと、そう蓮斗に告げているようにも見える。

  　

  「啊嗯、啾……啾噗、噜噗噗……♡」

  「あんぅ、ちゅ……ぢゅぶ、るぷぶ……っ♡」

  　

  「嗯唔啾♡咧噜咧噜……噗啾♡唔、噗哈！……莉娅的唾液，好美味♡♡」

  「んむちゅっ♡　レロれぅろ……ぷちゅっ♡　っむ、ぷはっ！　……リアちゃんの唾液、美味しいねっ♡♡」

  　

  小春激烈地让口腔内的柔肉交缠，同时开始激烈地摇晃阴道内的肉棒。

  　激しく口内の柔肉を絡ませながら、膣内の肉棒も激しく揺さぶり始める小春。

  那销魂的甜美快感麻痹了大脑，让我不禁浑身颤抖。

  　その蕩けるような甘い快楽で脳が痺れ、思わず身震いをしてしまった。

  　

  莉娅感受到我的反应，阴道内一紧，压迫着小春的杂碎肉棒，让些许精液漏了出来。

  　するとそれを感じ取ったリアの膣内がキュウっと締まり、圧迫された小春の雑魚チンポは少しだけ精液を漏らしてしまった。

  　

  「嗯噗、啾……噗、哈……小、小春的好大……♡」

  「んぷぅっ、ちゅぅ……っ、ぷ、は……こ、小春のおっきいよぉ……っ♡」

  　

  「啊呜呜！？莉、莉娅缩得太紧了……」

  「あくぅぅっ！？　りぃっ、リアちゃん締めすぎ……っ」

  　

  咻♡咻噜噜♡♡

  　ぴゅっ♡　ぷぴゅるるぅっ♡♡

  　

  「嗯咿♡啊、呀、好、好舒服……♡脑袋要变得不正常了♡在莉娅里面，要稍微漏出来了……好舒服啊啊啊♡♡」

  「んぎっ♡　あ、ひゃっ、き、気持ちいい……♡　あたまおかしくなるぅッ♡　リアちゃんの中でっ、ちょっとお漏らしするのぉ……きもちいぃぃっ♡♡」

  　

  「啊啊嗯♡小春的小鸡鸡♡在最里面一抖一抖的……在子宫入口、洒出牛奶了……♡♡」

  「あぁンっ♡　小春のおひんぽっ♡　奥でぷるぷるしててぇ……っ、子宮の入り口でっ、ミルクこぼしてるぅっ……♡♡」

  　

  感受到些许精液的阴道内蠢动着，毫不留情地来回抚摸小春的肉竿。还不够，再射更多精液出来，莉亚的身体本能地不停刺激着小春。

  　僅かな精液を感じ取った膣内が蠢き、容赦なく小春の肉竿をグニグニと撫でまわす。足りない、もっと射精しろと、リアの体が本能的に小春を責め立ててるのだ。

  　

  　

  ——这时，小春突然想起自己的能力，伸出右手，抓住了站在莉亚身后的莲斗肩膀。

  　──すると、不意に自分の能力を思い出した小春が右手を伸ばし、リアの後ろにいる蓮斗の肩を掴んだ。

  　

  　

  莲斗察觉到她的动作，抬起头来，只见小春一脸陶醉，半张着嘴。

  　それに気がついた蓮斗が顔を上げると、その先には蕩け顔で口を半開きにした小春の顔があった。

  　

  「哈啊……！小、小春，怎么了……！」

  「はぁぅ……！　こ、小春っ、どうした……！」

  　

  「嗯呀♡……我、我的电力，也分给哥哥♡我们一起让莉娅更、更舒服吧♡♡」

  「んひぁっ♡　……わ、わたしの電気、お兄ちゃんにもあげるからっ♡　一緒にリアちゃんのことっ、も、もっと気持ち良くしてあげよぉっ♡♡」

  　

  「啊、啊啊……！我们一起、更舒服吧……咕啊！」

  「あっ、あぁ……！　もっと一緒にっ、気持ちよくなろう……くぁっ！」

  　

  得到莲斗的同意后，小春发动能力，从右手送出少量电力，送进他的体内。

  　蓮斗の了承を得た小春は能力を発動し、右手から少量の電力を彼の体内へと送り込んだ。

  莲斗运用自己的能力，顺利地让电力融入体内，暂时变成能操纵微弱电力的体质。

  　それを蓮斗は自らの能力を応用して上手い具合に体に馴染ませ、一時的に微弱な電気を操れる体質へと変化した。

  　

  　

  「好，要上咯，小春……！」

  「よしっ、いくぞ小春……！」

  　

  「嗯、嗯，哥哥♡」

  「う、うんっ、お兄ちゃんっ♡」

  　

  「……你、你们两个在做什么——」

  「……ふ、二人とも何を──」

  　

  兄妹俩神秘的对话让莉亚感到困惑，这时小春和莲斗在『舌头』与『肉竿』上施加微量的电流。

  　兄妹の謎のやり取りにリアが困惑すると、小春と蓮斗は『舌』と『竿』に微量な電気を纏わせた。

  　

  兄妹俩配合时机，一口气将肉竿插进莉亚的深处。

  　そして兄妹二人はタイミングを合わせ、共に肉竿を一気にリアの奥深くまで突き刺した。

  　

  「哦啊！？」

  「お゛ぉあ゛っ！？」

  　

  突如其来的强烈刺激让莉亚忍不住大叫。

  　突然強めに責められたことでリアは大きな声を挙げてしまう。

  但兄妹俩的攻势不仅如此，小春的舌头侵入莉亚的口中，莲斗的舌头则侵入莉亚的耳道深处。

  　しかし兄妹の責めはそれだけに留まらず、小春はリアの口内に舌を、蓮斗はリアの耳の奥に舌を侵入させた。

  　

  「嗯噗……！？嗯嗯唔、嗯噗、啾噗……♡」

  「んぷぅぅっ……っ！？　んんむっ、んぶっ、ぢゅぷぅ……っ♡」

  　

  「啊唔、嗯啾、滋噜……嗯唔、哥、哥哥，要来了……♡」

  「あむぅ、んちゅっ、れぅろ……んむっ、お、おにいひゃんっ、ひふよ……っ♡」

  　

  「嗯唔、哈唔……啾、呜、啊、啊啊……预备！」

  「んむっ、はむっ……ちゅっ、う、あ、あぁ。……せーのっ」

  　

  　

  两人喊出信号的瞬间——

  　二人が合図で声を掛けた──その瞬間。

  　

  莲斗和小春朝着夹在中间的莉亚一口气将电流注入舌头与肉竿。

  　蓮斗と小春は挟んでいるリアに向かって、舌と竿から一気に電流を流し込んだ。

  　

  　

  　

  「——呜呜！？啊啊！呼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊♡♡♡」

  「───っ゛っっ゛！？　あァあっ！　ふあぁあ゛ぁぁぁ゛ぁ゛ぁッっ♡♡♡」

  　

  　

  接吻与耳朵的爱抚让莉亚的脑部，以及两根肉竿与她的子宫。

  　キスと耳への愛撫でリアの脳に、二本の竿から彼女の子宮に。

  电流让普通的快感提升好几倍，脑袋与子宫触电的莉亚全身像被电到的鱼一样颤抖，同时发出响亮的娇喘声，腰部也像被电到的鱼一样不断痉挛。

  　通常の快楽を何倍にも跳ね上がらせる電流を流したことで、頭の中と子宮が感電したリアは全身をバイブのように震わせながら大きな嬌声を上げ、打ち上げられた魚のように腰をビクビクと痙攣させた。

  　

  「莉亚啊啊啊啊♥♥♥啊哦、哦哦♥♥♥里面紧紧地夹着我啊啊啊啊啊啊♥♥♥」

  「リアちゃぁあ゛ッ♡♡　あおっ、ほお゛ぉ゛っ♡♡　な、中がギュウギュウ締めつけてくるうぅぅぅぅぅッっ♡♡♡」

  　

  「哈呜啊啊啊！呜哦、哈咿……！我的肉棒被莉亚拿走了！！」

  「はぅあぁぁぁ゛っ゛！　くおぉっ、かひぃっ……！　リアにチンポ持っていかれるぅぅぅっ！！」

  　

  两人轻微的电击窜改了莉亚的脑部讯号，让她误以为自己有生命危险，身体变得更加僵硬，阴道和直肠入口都紧紧地夹着。

  　二人の軽い電撃によってリアの脳信号が改ざんされてしまい、命の危険だと勘違いした彼女の身体はより一層硬直してしまい、膣と直腸の入り口を強烈に締め付けた。

  　

  肉竿受到几乎要被压扁的压迫，瞬间达到高潮，决定在莉亚的阴道内射精。

  　もはや潰されそうなほどの圧迫を喰らった肉竿は瞬時に最高潮の硬直をし、リアの膣内への射精を決行することになった。

  　

  　

  「咿啊啊啊啊啊♥♥♥啊啊、啊嘎、啊咿♥♥♥呜咕、要去了♥♥在莉亚的里面射精了♥♥被两根肉棒用力地顶着♥♥要、要去了呜呜呜呜呜呜呜呜呜♥♥♥」

  「ひあぁぁ゛ぁぁッ゛っ♡♡　あぁ゛っ、あがっ、あひぃっ♡♡　ひぐっ、いぃっぐぅぅッ♡♡　ふたりのおひんぽにゴリゴリされへえぇっ♡♡　いっ、いっひゃううぅぅぅぅぅぅぅっッッ♡♡♡」

  　

  「莉亚啊啊！哦啊、啊！要、要出来了！已经不行了——！！」

  「リアあぁっ！　おあァッ、あ゛っ！　で、出るぅ！　もうむりっいぃぃぃっっ！！」

  　

  「哦哦哦哦哦哦♥♥♥啊咿、哦、哦、要、要射了、要射精了♥♥在莉亚的里面♥♥牛奶要哗啦哗啦地流出来了呜呜呜呜呜呜啊啊啊啊啊啊啊啊♥♥♥♥」

  「ほおお゛っお゛ぉ゛ぉぉっ♡♡　あひゃぁっ、おっ、お゛っ゛、でるぅっ、ザーメンだすぅっ♡♡　りあひゃんの中にぃぃっ♡♡　ミルクどばどばお漏らしするうぅぅ゛っぅぅぁあっあ゛ぁ゛ッッ♡♡♡♡」

  　

  　

  咻咻！！噗咻噜噜噜……♥♥♥噗咻、噗咻噜噜噜噜噜噜噜……♥♥♥

  　びゅくんっ！！　ぶびゅるるるぅ……っ♡♡♡　どぶっ、ぶびゅるるるるぅぅぅぅぅ……っ♡♡♡

  　

  噗咻咻咻咻咻咻♡咻噜、咻噗噜噜……♡噗噗、嘟噗噗……♡♡

  　ぼびゅるるぅぅぅっッ♡♡　びゅるっ、びゅぶるるぅ……っっ♡　ぶぶっ、どぼぼ……っ♡♡

  　

  　

  「啊咿咿咿咿咿咿咿♡♡♡哦哦啊♡♡精液流出来了好多……♡♡♡」

  「あひぃぃぃィィっ♡♡♡　おぉっあっ♡♡　せぇっ、精液いっぱいながれてくるぅぅ……っっ♡♡♡」

  　

  简直像是把水龙头开到最大一样的精液奔流猛烈地注入莉亚体内，如浊流般灌入的精液无法完全容纳在她的阴道和直肠内，噗嘟噗嘟地从结合处冒出泡沫，接连不断地漏了出来。

  　まるで蛇口を全開にしたかのような精の奔流がリアの中に勢いよく注ぎ込まれ、濁流の如く流し込まれたザーメンは彼女の膣内と直腸内に収まりきらず、ドボドボと結合部から泡を立てながら次々と漏れ出していった。

  　

  「呼哦哦、哦、哦……♡♡」

  「ほおぉっ、おっ、おっ……♡♡」　

  　

  「啊啊咕、咕咿……！」

  「あぁぐっ、くひぃっ……！」

  　

  仿佛把脑袋放进搅拌机里的激烈快感让兄妹俩的脑袋像是触电一样，两人紧紧地抱着莉亚，流着口水抽搐着。

  　脳をミキサーにかけたかのような激しい快楽は兄妹の脳内をバチバチと感電させ、二人してリアを強く抱きしめながら涎を垂らして痙攣している。

  　

  　

  如小便般不断涌出的精液将所有人的结合处染成白色，射精的快感和身体深处受到刺激的快感相互作用，三人就这么在连接的状态下恍惚了五分钟左右。

  　まるでおしっこのようにドボドボと出続ける精液は全員の結合部を白く染め上げ、それを射精する快感と体の奥を刺激される快感が相俟って、三人はそこから五分ほど放心して繋がったままでいた。

  　

  　

  ……

  　……

  　

  　

  …………

  　…………

  　

  　

  ………………

  　………………

  　

  　

  数十分钟后。莉亚装上小春房间里的双头假阳具，从正面抱住假阳具的主人小春本人。

  　数十分後。リアは小春の部屋にあった双頭のディルドを装着し、持ち主である小春本人に正面から抱きついていた。

  　两人站着互相拥抱，莉娅一边揉着小春的大乳房，一边瞄准了小春的下半身。

  　お互い立ったまま抱き合いつつ、リアは小春の大きな乳房をグニグニと揉んだりしながら、小春の下半身へ狙いを定めた。

  　

  　她用装在股间的假阳具抚摸着小春的『扶她肉棒』下方的秘裂，对难耐地颤抖着的小春微笑。

  　股間に装着されたディルドで小春の『ふたなりチンポ』の下にある秘裂を撫で上げ、切なげに震える彼女にリアは微笑みかけた。

  　

  「来吧，小春……」

  「ほらっ、小春……」

  　

  「呀！真，真是的……从刚才开始就一直这样……要，要做的话，就干脆一点……」

  「ひゃん！　も、もう……さっきからそればっかり……ど、どうせなら、ひと思いに……っ」

  　

  「干脆一点……什么？你不说清楚的话，我可听不懂哦」

  「ひと思いに……なに？　はっきり言ってくれないと、私鈍いからよく分からないよ」

  　

  　从刚才开始莉娅就用假阳具挑逗小春，结果小春已经泪眼汪汪了。

  　先程からリアにディルドで散々焦らされた結果、小春はすっかり涙目になっている。

  　

  　爱液从阴道口不断溢出，莉娅紧贴着她的下半身也湿透了。

  　膣口からは愛液がトロトロと溢れ出ていて、ぴったりと密着したリアの下半身も濡れに濡れていた。

  　

  「如果你求我的话，我就插进去……♡」

  「おねだりできたら、挿入してあげる……♡」

  　

  「求，求你……」

  「お、おねだり……っ」

  　

  「说想要我股间的肉棒……♡　说请把肉棒玩具插进湿透了的，张开的阴道里……」

  「私のお股についてるチンポが欲しいですって……♡　濡れまくってパックリ開いたオマンコに、チンポのオモチャをズプズプ入れてくださいって……言って？」

  　

  　每当说出猥琐的词语，小春的花瓣就会一跳一跳地蠕动，摇晃着抵在上面的假阳具。

  　卑猥な単語を口にする度に、小春の花弁がピクピクと蠢き、あてがっているディルドを揺らしてくる。

  　

  莉亚的阴道顿时一缩，下腹部传来一阵火热的疼痛。看来光是看到小春可爱的表情，莉亚的子宫就起了反应。

  　すると勝手にリアの膣がキュウっと締まり、下腹部の辺りに熱い疼きを感じた。どうやら小春の可愛い表情を見ていただけで、リアの子宮が反応してしまったらしい。

  　

  「哈啊、哈啊……小春，你好可爱♡」

  「はぁ、はぁっ……小春、かわいい♡」

  　

  「嗯啊♡揉胸部揉过头了啦……♡」

  「んンあっ♡　おっぱい揉みすぎだよぉ……っ♡」

  　

  她解开前面扣子的睡衣，莉亚用她的小手一把抓住从那里露出的巨乳。

  　前をボタンで留めるタイプのパジャマをはだけさせ、そこから露出した大きなおっぱいを、リアの小さな手で鷲掴みにする。

  莉亚的手果然无法完全掌握住小春的巨乳，她的乳房从指缝间溜了出去。

  　やはり小春の巨乳をリアの手で掴みきることはできず、指の間から彼女の乳房が逃げてしまう。　

  　

  「……啊♡」

  「……あっ♡」

  　

  感受着小春的表情和声音，莉亚的子宫深处一阵发痒。

  　小春の表情や声を感じていると、リアの子宮の奥が疼いた。

  　

  莉亚现在戴在身上的，是所谓的阴茎带，上面附有固定双头假阳具的固定器。

  　今リアが装着しているのはいわゆるペニスバンドというもので、双頭ディルドを固定するハーネスが付いている。

  　

  也就是说，穿戴者身上也插着假阳具。

  　つまるところ、装着者側にもディルドが挿入されているということだ。

  　

  「哈唔……嗯，肚子里一缩……呀呼嗯♡」

  「はぅ……んっ、お腹の中がキュンとして……ひゃふぅんッ♡」

  　

  莉亚一心只想借此责备小春，对于自己插入自己的事并没有多加留意。

  　これで小春を責めてやろうという気持ちが先走っていて、リアは自分自身に挿入していることには、さほど集中していなかった。

  　

  然而在小春的焦躁感逐渐加深的同时，起初只让她感到异物感的假阳具，也逐渐变成能带给她快感的道具。

  　しかし小春を焦らしていくうちに、最初は単に異物感があるとしか感じなかったディルドが、次第に快楽を与えてくれるモノへと変わった。

  　

  「哈啊、哈啊……♡」

  「はぁっ、はぁっ……♡」

  　

  莉亚忍不住喘起气来，小春见状便难受地扭腰，仿佛再也忍不住似地发出高亢的叫声。

  　思わずリアが呼吸を荒げてしまうと、それを見た小春は切なげに腰を振りながら、我慢できないというふうに声を上擦らせた。

  　

  　

  「啊啊……♡拜、拜托，把莉亚的也放进来……」

  「あぁ……♡　お、お願いっ、リアちゃんのと同じの入れて……」

  　

  「小、小春……♡」

  「こ、小春……♡」

  　

  「我已经忍不住了♡♡小穴都湿了♡把假阳具放进来嘛♡♡」

  「もう我慢できないよぉっ♡♡　もうオマンコ濡れちゃってるからぁっ♡　オモチャのオチンポ入れてよぉっ♡♡」

  　

  「嗯、嗯♡抱歉让你等这么久♡」

  「う、うんっ♡　焦らしてごめんねっ♡」

  　

  莉亚再也忍不住，将假阳具用力插进小春的阴道深处。

  　リアはもう我慢することが出来ず、小春の膣奥にディルドをメリメリと埋め込んでいった。

  　

  「嗯啊啊啊啊……♡好、好开心♡♡啊、啊啊啊……嗯、哈咿♡好、好硬哦……♡♡」

  「んああぁぁ……♡　う、嬉しいっ♡♡　あっ、あああ……んっ、はひぃっ♡　か、硬いよぉ……♡♡」

  　

  小春嘴角上扬，用迷濛的眼神接受插入的假阳具。

  　小春は口元を綻ばせ、蕩けそうな瞳で挿入されるモノを受け入れた。

  　

  「唔，小春……！」

  「くぅっ、小春……！」

  　

  反而是莉亚忍不住抽插起假阳具。

  　もはや逆にリアの方が我慢できず、疑似ペニスを抽挿していく。

  　

  「啊呜……啊啊、啊呼♡嗯……呜呜♡被摩擦好舒服……小穴里面被摩擦得好舒服♡♡」

  「あぅ……ああっ、あふぅっ♡　んっ……ううっ♡　こ、擦られるの気持ちいい……おまんこの中、ジュボジュボされてるぅっ♡♡」

  　

  或许是因为被吊足了胃口，小春很快就发出娇喘，身体开心地颤抖。

  　焦らされたせいでよっぽど欲しくなっていたのか、小春はすぐに甘い声を発して、嬉しそうに体を波打たせた。

  　

  每次抽插，假阳具都会在莉亚体内碰到各种地方。

  　その都度、リアの方にも動きが伝わってくることで、膣内でディルドがいろんな箇所に当たる。

  　

  「呜、咕呜……♡你动的话这边也……有感觉、哈呼♡里面被你顶着……嗯啊、呜呜……♡♡」

  「うっ、くうっ……♡　動かすとこっちにも……響いてっ、はふぅっ♡　中、グリグリされて……んあっ、ううっ……♡♡」

  　

  莉亚的身体擅自产生反应，不断颤抖。

  　リアの身体がピクン、ピクンと勝手に反応している。

  　

  每当阴道被无数的肉刺刺激，莉亚甚至有种脑袋被电到麻痹的感觉。

  　無数のイボイボに膣道を刺激されるたびに、頭の中がビリビリと痺れるような気さえしてくる。

  莉亚的脑袋被快感摇晃，自然而然地发出声音。

  　快感に脳を揺さぶられることで、自然とリアは声を出してしまう。

  　

  「嗯呜……♡好棒、嗯呜♡♡啊啊啊……好舒服♡♡」

  「んくぅ……♡　すごっ、んぅっ♡♡　ああぁ……気持ちいいッ♡♡」

  　

  莉亚沉醉在强烈的快感中，忍不住将上半身往后仰，扭动腰部。

  　強烈な快感に酔いしれ、思わず上体を後ろに反らせたり、腰をくねらせたりしてしまう。

  　

  「啊哈♡莉亚也觉得很舒服呢……♡腰扭得那么厉害……好可爱哦……♡♡」

  「あはぁ♡　リアちゃんも気持ちいいんだね……♡　そんなに腰を揺らして……可愛いなぁ……♡♡」

  　

  莉亚和一脸恍惚地注视着她的小春四目相交。小春的表情真的就像恋爱中的少女。

  　恍惚な表情でリアの顔を見つめてくる小春と目が合う。その表情は本当に恋する乙女そのものであった。

  　

  莉亚觉得小春很可爱，身体也敏感地产生反应。心跳得越快，快感就越高，莉亚的呼吸也变得越来越急促。

  　そんな小春を愛おしく思う気持ちに、身体の方が敏感に反応してくる。ドキドキすればするほど快感が高まり、リアの呼吸は勝手に荒くなっていく。

  　

  　

  　

  「我拿运动饮料来了——」

  「スポーツドリンク持ってきたぞー」

  　

  　

  就在双方都越来越火热的时候，莲斗拿着宝特瓶走进房间。

  　互いがヒートアップしてきた最中に、ペットボトルを持った蓮斗が部屋の中へ入ってきた。

  事出突然，双方都吓得肩膀一震，腰部也停了下来。

  　急な出来事でお互い肩をビクつかせ、つい腰が一旦止まってしまった。

  　

  ——但令人意外的是，对莲斗有反应的不是莉亚，而是小春。

  　──しかし意外にも、蓮斗に反応したのはリアではなく小春だった。

  　

  「哥哥……♡♡我……我的屁股、屁股好寂寞哦……♡」

  「お兄ちゃぁん……♡♡　わたし……お尻っ、お尻が寂しいよぉ……♡」

  　

  「小、小春……！」

  「こ、小春……っ！」　

  　

  看来是能力引发的发情、电流对大脑的刺激，再加上莉亚的快感波浪，让小春的性欲增幅到异常的程度，甚至不再抗拒接受哥哥的肉棒。

  　どうやら能力による発情や電流による脳の刺激、そこから更にリアによって快楽の波に乗せられた結果、小春は性欲が異常なほど増幅してしまい、兄のモノを受け入れることにも抵抗が無くなってしまったようだ。

  　

  或许正因为小春和莉亚共享同一个哥哥，她才会想要莲斗的肉棒。

  　むしろ、同じくリアを共有している蓮斗だからこそ、小春は彼の肉竿を欲しがっているのかもしれない。

  　

  她现在的行动基本上都是『想让大家都舒服』。

  　現在の彼女の行動の基本は『みんなで気持ちよくなりたい』というものだ。

  她不想就这样放着莲斗不管——但其实真的只是……屁股寂寞了而已。她的话中没有半点虚假或顾虑。

  　このまま蓮斗を放っておきたくない──というのもあるが、実は本当に……単にお尻が寂しいだけである。彼女の言葉に嘘偽りや気遣いなど欠片も存在していなかったようだ。

  　

  而莲斗本人也因为淫纹引发的发情，以及和她们的性行为，解除了限制。因此他几乎不排斥将自己的分身插入小春的穴中。

  　そして当の蓮斗の方も、淫紋による発情や彼女たちとの性行為によってリミッターが外れている。ゆえに小春の穴に自分の分身を突っ込むことにもほとんど抵抗などない。

  　

  「好，交给我吧……！」

  「よし、兄ちゃんに任せろ……！」

  　

  莲斗扔掉带来的运动饮料，走向站着办事的她们，从后方抱紧小春。

  　蓮斗は持ってきたスポーツドリンクを投げ捨て、立ったまま行為に及んでいた彼女たちに歩み寄り、後ろから小春を抱きしめた。

  他将已经硬挺的阴茎抵在小春的臀肉上，小春随即发出娇喘。

  　そして既にいきり立っているペニスを彼女の尻肉にあてがうと、小春が甘い声を発した。

  　

  「呀啊嗯♡哥哥的小鸡鸡已经硬邦邦的了♡♡」

  「ひゃあんっ♡　お兄ちゃんのオチンポっ、もうガチガチだぁっ♡♡」

  　

  「都是莉娅和小春太色了……！我也忍不住了……！」

  「リアと小春がエロすぎるから……！　俺も我慢しない……っ！」

  　

  噗噗噗、噗噗噗噗……♡滋、滋噗♡

  　ずぶぶっ、にゅぶぶぶっ……♡　ずっ、ぬぷんっ♡

  　

  　

  　

  「啊啊嗯♡莉娅把我的小穴弄得好舒服……♡哥哥也用屁股欺负我♡♡好幸福……♡♡」

  「あぁンぁっ♡　リアちゃんにオマンコ気持ちよくしてもらって……♡　お兄ちゃんにもお尻責められてっ♡♡　しあわせぇ……っ♡♡」

  　

  「我也是♡我也好舒服♡♡被这样顶来顶去的，我已经站不稳了……♡♡」

  「私もっ♡　私も気持ちいいよぉっ♡♡　グリグリされへぇっ、もう立ってらんにゃいぃ……っ♡♡」

  　

  「哈啊、哈啊！我、我要、要射了……！」

  「はぁっ、ハァッ！　お、おれっ、もうイキそう……っ！」

  　

  完全合而为一的三人共享着所有的快乐，对他们来说，这个空间就是所谓的『乐园』。

  　完全に一つとなった三人は全ての快楽を共有しており、三人にとってこの空間はいわば『楽園』になっていた。

  　

  「啊啊啊……嗯咿♡小、小春……哈啊、啊啊嗯♡」

  「ああぁっ……んひっ♡　こ、こはるぅ……はぁっ、あぁン♡」

  　

  莉娅和小春的阴道擅自收缩，紧紧夹住彼此的假阳具。

  　リアと小春の膣内が勝手にギュンギュンと収縮し、お互いにオモチャのチンポを締め上げている。

  臀部的洞穴也跟着缩紧，对莲斗的阴茎施加猛烈的刺激。

  　そして臀部の方の穴もキュッと締まり、蓮斗のペニスをこれでもかという程に刺激していた。

  　

  莉娅、小春和莲斗都完全被快乐逼入绝境，任凭摆布，无处可逃。

  　リアも、小春も、蓮斗も、完全に快楽に追い詰められ、翻弄され、逃げ場が無くなっている状態だ。

  　

  　

  而就在小春发出娇喘的同时，快乐的宴会终于迎来了暂时的结束。

  　そして小春が甘い声を挙げたその時、ついに快楽の宴は一旦の終わりを迎えようとしていた。

  　

  　

  「呼哈啊唔……啊啊♡哦……啊啊嗯、要去了啦啊啊♡♡哥、哥哥、莉娅♡一起……一起啊啊啊啊♡♡」

  「ふはぁうっ……あぁッっ♡　おっ……ああんっ、いっちゃうよぉぉ♡♡　お、お兄ちゃんっ、リアちゃんっ♡　一緒に……一緒にぃぃぃっッ♡♡」

  　

  「要、要去了……♡啊啊啊啊、去了……！」

  「い、いくぅぅ……っ♡　あああぁっ、イクっ……！」

  　

  「已、已经不行了，要、要射了……！」

  「も、もうダメっ、で、でるぅ……！」

  　

  他们知道大浪正朝自己涌来。

  　大きな波が押し寄せてくるのが分かる。

  他们的本能催促着他们，只要好好地乘上这股巨浪即可。

  　それに上手く乗ればいいと、彼らの本能が急かしていた。

  　

  于是三人一边观察彼此的反应，一边无意识地配合时机——将身体投入了高潮的浪潮之中。

  　そして三人は互いの反応を見つつ、無意識にタイミングを合わせ──絶頂の波にその体を投じていった。

  　

  　

  「咕啊啊嗯啊♡♡要、要去了♡♡去了啊啊啊啊啊啊啊啊♡♡♡♡」

  「くあぁンあっ♡♡　い、いぐっっ♡♡　イクうぅぅぅぅっっッ♡♡♡♡」

  　

  　

  咻噜噜噜唔唔唔唔唔唔♡噗咻♡噗咻啊啊啊啊——♡♡♡

  　ぴゅるるるぅぅぅぅぅっっ♡♡　ぷしっ♡　ぷしゃあぁぁぁ──っ♡♡♡

  　

  咻噜噜♡噗咻噜噜噜噜噜噜噜噜噜唔唔唔唔……♡♡♡♡

  　びゅるっっ♡♡　ぶびゅるるるるるるるるるぅぅぅぅぅぅぅぅ……っっ♡♡♡♡

  　

  　

  「嗯啊啊啊啊啊啊啊啊♡♡小穴缩得好紧呀………♡♡♡」

  「んあぁあぁぁぁあっっ♡♡　オマンコきゅうきゅうしてるぅぅぅ………っ♡♡♡」

  　

  「哦哦哦啊……！！小、小春里面太窄了……射精停不下来啦……！」

  「おぉぉあっ……！！　こ、小春の中狭すぎてぇ……射精止まらないぃぃぃ……っ！」

  　

  　

  爱液和精液从三人的胯间喷出，溅起了水花。

  　三人の股間から、愛液や精液が飛び出し飛沫を上げた。

  　

  「嗯啊……♡啊、啊……啊啊啊……♡」

  「んあっ……♡　あっ、あっ……ああぁ……♡」

  　

  　莉娅一边颤抖着腰一边倒在床上，兄妹二人也和她一起倒在了床上。

  　ガクガクと腰を震わせながらリアがベッドに倒れ込み、彼女と共に兄妹の二人もベッドへ身体を沈ませた。

  　

  　三人沉浸在全身都浸泡在快乐的泉水中的感觉中，喘着粗气享受着快感的余韵。

  　快楽の泉にドプンと全身が浸かったかのような感覚に包まれ、三人は息を荒げながら気持ちよさの余韻に浸った。

  　

  　

  　

  　在那之后，小春的扶她鸡鸡在高潮时漏出了一些精液，莉娅趴在地上为她清理，而莲斗对莉娅摇晃着的屁股感到兴奋，从后面激烈地抽插她的肛门，小春也对莉娅的娇喘感到兴奋，明明是在清理却在莉娅的嘴里射精了——

  　そこから先は、絶頂時に精液を漏らしてしまった小春のふたなりチンポをリアが四つんばいでお掃除フェラしたり、お尻をフリフリするその姿に欲情した蓮斗が後ろから彼女のアナルを激しく突いたり、よがるリアに興奮してお掃除フェラなのに小春が結局リアに口内射精したり───と。

  　

  　

  　直到他们筋疲力尽睡着为止，他们的夜晚还在继续。

  　疲れ果てて寝落ちするまで、彼らの夜はまだ続く。

  　

  　

  　

 
  36話の裏話　性別逆転ケダモノ交尾

  第36话的幕后故事 反转性别野兽交配

  　

  　

  　

  　

  在经过一番波折后，终于演变成和莲发生关系的夜晚。

  　なんやかんやあってレンと事に及ぶ状況になった夜。

  他好不容易才哄好莲，用公主抱的方式将她抱到寝室，让她躺在床上。

  　彼は何とか泣き止んだ彼女をお姫様抱っこで寝室まで運び、ベッドの上にレンを寝かせたのだった。

  　

  处于发情状态的莲，因为『即将和夜结合』的事实而更加兴奋，结果裙子底下的内裤已经湿成一片了。

  　発情しきった状態のレンは『夜と繋がれる』という事実で更に興奮した結果、スカートの下のショーツを既にびしょびしょに湿らせてしまっている。

  　

  「哈啊、哈啊……♡莉、亚……！」

  「ハァッ、ハァッ……♡　リ、アっ……！」

  　

  莲一边拉开内裤一边央求，眼眸中浮现爱心，显然已经成了性欲的俘虏。

  　ショーツをズラしながらねだるレンの瞳にはハートマークが浮かんでおり、もはや性欲の虜にされてしまっているのは自明の理。

  　

  「呼——……！呼——！」

  「ふぅーっ……！　フゥーッ！」

  　

  和刚才转移了一半淫纹的夜晚一样，他膨胀的那话儿发出摩擦声，企图直接破坏裤子的拉链。

  　それは先ほど淫紋の半分を移された夜も同様であり、膨張した彼の一物はズボンのチャックをギチギチと音を立てながらそのまま破壊しようと目論んでいる。

  　

  夜已经很久没有这种感觉了……不，是从未感受过的男性性兴奋。

  　その感覚は夜にとって久しい……いや、感じたことのない程の男としての性的興奮であった。

  　

  长期以莉娅的身份活动的他，自从回到现实世界后，几乎从未发生过『勃起』这种生理现象。究竟是因为状况，还是精神上的原因，如今也无从得知。

  　長い期間リアとして活動していた彼は、現実世界に戻ってからというもの『勃起』という生理現象が殆ど発生していなかった。それが状況によるものなのか、はたまた精神に起因していたものなのか、今では見当もつかない。

  　

  　

  但是，久违的勃起——不，是完全勃起的状况，威力十足，足以让沉睡在夜晚根基的强大性欲显现出来。

  　だが、久しぶりの勃起──いやフル勃起という状況は、夜の根柢に眠っていた強大な性欲を表に出すには十分すぎる威力だった。

  　

  「莲……！」

  「レン……っ！」

  　

  「呼、呼嗯——嗯唔！」

  「ふ、ふぇ──んむっ！」

  　

  覆在莲身上的夜晚按捺不住，与她嘴唇紧贴。面对不改攻击姿势的夜晚，莲只能任凭摆布。

  　レンに覆いかぶさった夜は辛抱たまらず、彼女と唇を密着させた。攻撃的な姿勢を崩さない夜の勢いにレンはなされるがままだ。

  　

  「啊嗯，啾……♡咧啾……嗯噜♡♡」

  「あんぅ、ちゅ……♡　れちゅぅ……んるぅ♡♡」

  　

  夜晚用舌头蹂躏莲的小嘴。不只脸颊内侧和牙龈，她还专心一意地吸吮，想要捕食她的舌头。

  　レンの小さな口内を舌で蹂躙する夜。頬の内側や歯茎に留まらず、彼女の舌を捕食しようと一心不乱にむしゃぶりついている。

  　

  「嗯嗯嗯♡♡啊嗯，啾……咧噜，啾噗♡」

  「んんンっ♡♡　あんぅ、ちゅ……レロッ、ぢゅぷっ♡」

  　

  「嗯咕……！」

  「んぐぅっ……！」

  　

  简直就像在那片花田迎接结局时一样，一心一意渴求彼此的两人，脑袋已经彻底沸腾。

  　まるであの花畑でエンディングを迎えた頃の様に、一心不乱にお互いを求める二人の脳は既に沸騰しきっている。

  　

  当然，淫纹造成的性欲增幅也有影响，但两人「喜欢彼此的心情」更让他们沦为兴奋的奴隶。

  　当然淫紋による性欲の増幅もあるのだろうが、それ以上に二人の「互いを好きな気持ち」が彼らをより興奮の奴隷へと陥らせている。

  这两人没有发现，其实淫纹的后遗症在减半时，促进发情的效果就相当薄弱了。

  　この二人は気づいていないが、実は淫紋の後遺症は半分にした時点で発情を促進させる効果はかなり薄れているのだ。

  　

  　

  也就是说，他们现在会这么兴奋，有三成是淫纹的影响，剩下七成纯粹是彼此的性欲太强。」

  　つまり今彼らがここまで興奮しているのは、三割が淫紋の影響で残りの七割は単純にお互いの性欲が強すぎるせいである。

  　

  「嗯唔♡咧噜咧噜……唔，噗哈♡」

  「んむっ♡　レロれぅろ……っむ、ぷはっ♡」

  　

  「哈啊、哈啊、哈啊……！」

  「はぁっ、はぁっ、ハァッ……！」

  　

  两人暂时停止贪婪的深吻，气喘吁吁地凝视着彼此。

  　貪るようなディープキスを一旦やめた二人は呼吸を荒くしながら見つめ合う。

  　

  他们发现的，是不只莲，连夜的眼中也浮现了爱心的事实。莲的眼神已经完全陶醉，似乎也确实地传达给夜了。

  　そうして分かったことは、レンだけではなく夜の目にもハートマークが浮かんでいる事実であった。既に蕩けきった目になっているレンにも、それだけはしっかりと伝わっているようで。

  　

  「莉、亚……嗯、哈……♡」

  「リ、アぁ……んっ、は……♡」

  　

  「啊啊、啊啊啊啊！莲！莲莲……！好可爱、好可爱哦，莲……！」

  「あぁっ、ああぁぁっ！　レン！　レンんん……っ！　かわいいっ、かわいいよレン……！」

  　

  看到少女以恍惚的表情呼唤自己的另一个名字，夜兴奋起来，从上方用力抱紧她，开始用脸颊磨蹭。

  　恍惚とした表情で自分のもう一つの名を呼ぶ少女を見て昂ぶった夜は、彼女を上から強く抱きしめながら頬ずりを始めた。

  这个行动除了性欲之外，或许还混杂着欣赏可爱事物的感情。

  　その行動には性欲の他に、可愛らしいものを愛でるような感情も入り混じっているのかもしれない。

  　

  「这么小……这么温暖，好可爱！」

  「こんなっ、小っちゃくて……あったかくて可愛いっ！」

  　

  「嗯啊啊……♡」

  「んあぁっ……♡」

  　

  　

  夜的行动——正是莲斗在假想世界对莉娅做过的行为。

  　その夜の行動は──仮想世界で蓮斗がリアにしていた行為そのものであった。

  　

  自从被真冈赋予淫纹，每天处理性欲成为例行公事之后，莲斗平常只有在做那件事的时候，会向莉娅撒娇到难以置信的地步。

  　真岡に淫紋を付与され毎日の性欲処理が日課になって以降、蓮斗は常日頃からその行為の間だけリアにこれでもかという程甘えつくしていた。

  　

  莲紧紧抱住夜，用脸颊磨蹭她，闻着银发的气味，抚摸大腿，揉捏那小巧玲珑却确实存在的胸部——莲斗的任性举动，现在全在夜晚的身上得到回报。

  　強く抱きつき、頬ずりをし、銀髪の匂いを嗅ぎ、太ももを撫で、控えめながらもしっかり存在している小ぶりな胸を揉み──そういった蓮斗のしていた我が儘な行動を、夜は今逆の立場になることで全てをお返ししているのだ。

  　

  「莲、莲……我已经、忍不住了……！」

  「れ、レンっ……もう、我慢できない……っ！」

  　

  「呼欸？……啊、啊啊♡」

  「ふぇっ？　……ぁ、あぁっ♡」

  　

  早已在很久之前就迎来极限的夜脱下自己的裤子，将胀大的巨大肉棒暴露在莲的面前。

  　最早とっくの昔に限界を迎えていた夜は自身のズボンを脱ぎ捨てて、怒張した巨大な肉竿をレンの顔の前に曝け出した。

  　

  突然看到那东西，莲的下腹部一阵酸麻，她转眼间就被眼前的东西俘虏。

  　突然それを見せつけられたレンの下腹部はキュンと疼き、彼女はあっという間に目の前の一物の虜にされてしまう。

  　

  莲原本是男性，能让她兴奋到这种地步，果然是因为那具生体仿生人的肉体影响甚钜。

  　元は男であった筈のレンをそこまで興奮させているのは、やはり生体アンドロイドであるその肉体の影響が大きいようだ。

  　

  性欲强得不得了的黑野博士制作的『虽然不会怀孕，但不管玩什么花样都不会坏掉』，这个过于方便的世纪大发明，仿生人初期设定的性欲也非常强。

  　性欲がとんでもなく強い黒野博士が制作した『孕みはしないがどんなプレイをしても壊れない』という、あまりにも都合の良さが形になっている世紀の大発明品であるアンドロイドもまた、初期設定の性欲がとても強くなっていた。

  　

  再加上莲本人旺盛的性欲，就算她变成一个色色的女孩也无可奈何（诸行无常）。

  　そこにレン本人の盛んな性欲がプラスされたとあれば、それはもうすっごくエッチな娘になってしまってもしょうがない(諸行無常)

  　

  　

  「……～♡♡♡」

  「……～っ♡　っ♡♡」

  　

  「莲、莲？啊、等——啊呜呜呜！？」

  「れ、レンっ？　あっ、ちょ──あぐぅぅぅ！？」

  　

  肉棒一边抽搐一边从尖端滴下透明的露水，被直接顶在眼前，莲终于忍不住，直接用小嘴含住了夜晚的那根肉棒。

  　ピクピクと痙攣しながら透明な露を先端から零している肉竿を目の前に叩きつけられ、ついに我慢できなくなってしまったレンはそのまま夜のソレを小さな口で頬張ったのだった。

  　

  「嗯呜呜♡♡……嗯啾、啾♡滋溜、啾噗噗♡♡」

  「んぅぅ♡♡　……んちゅ、ちゅっ♡　れるぅ、じゅぶぷぅ♡♡」

  　

  「啊……咕、这是、什么……！」

  「ぁっ……ぐ、なにっ、これぇ……！」

  　

  对于长期以女孩子的身体生活的夜来说，被迎面扑来的人生第一次口交，带来的冲击威力肯定等同于被全力挥动的球棒殴打头部。毫无疑问。

  　長期間女の子の体で生活していた夜にとって、人生で初めてのフェラチオを叩きつけられるという衝撃は、フルスイングしたバットで頭を殴られるにも等しい威力であることは間違いない。

  　

  「哈唔……唔噗♡嗯……啾♡♡啾噗、滋溜、哈啊嗯……♡♡」

  「はぁむ……むぶっ♡　んっ……ぢゅっ♡♡　ちゅぶ、れむっ、はぁンぅ……♡♡」

  　

  莲一边缩紧脸颊，一边用那张小嘴侍奉夜晚的大肉块。从未感受过的奇妙味道和强烈的雄性气味通过鼻子，让脑内啡不断增幅。啪嚓啪嚓。

  　頬を窄めながらその小さい口で夜の大きな肉の塊に奉仕をするレン。感じたことのない不思議な味と強烈な雄の香りが鼻を抜けて、バチバチと脳内麻薬を増幅させていく。

  　

  「啾噗、滋噗噗♡♡哈啊、嗯滋溜……唔♡啾噗噗噗……♡♡」

  「ぢゅぷ、るぷぶっ♡♡　はぁ、んれぇぶ……っむ♡　じゅぶぶぷぅぅっ……♡♡」

  　

  「呜啊啊！莲、莲，你吸得这么用力的话……！」

  「ぅあぁっ！　れ、レンっ、そんなに強く吸ったら……！」

  　

  被发出猥亵到极点的水声，持续激烈口淫的莲所震慑，夜差点腿软，忍不住用双手抓住她的头。

  　これでもかという程に卑猥な水音を立たせながら激しい口淫を続けるレンに圧倒され、腰が砕けそうになってしまった夜は、思わず両手で彼女の頭を掴んでしまう。

  　

  「啾啵啵、嗯噗♡啾啵、啾哔哔♡♡……咕噗噗噗♡♡♡」

  「じゅぶぶっ、んぶっ♡　ちゅぷ、じゅびび♡♡　……ぐぶぷぷッ♡♡♡」

  　

  不只是龟头，连根部、系带，甚至下面的睾丸都被她仔细地舔舐，夜在其中败下阵来，精液在夜晚中解放的倒数计时开始了。

  　亀頭だけでなく竿の根元や裏筋、果ては下に付いている玉まで丹念に舐めしゃぶる彼女に負かされ、夜の中で精を解放するまでのカウントダウンが始まった。

  　

  　

  「啾啵、唔噗噗……♡♡啾啵、嗯咕噗♡♡」

  「じゅぷ、っウぶぶゥ……♡♡　ぢゅぶ、んぐぶぅっ♡♡」

  　

  「啊咕……！已、已经……！」

  「ぁぐっ……！　も、もう……！」

  　

  肉棒感受到的温热和强烈的刺激自不用说，解开夜晚最后的钥匙的，是表情火热、开心地将脸埋在自己双腿间的莲——这个事实本身。」

  　肉棒から感じる生温かさと激しい刺激もさることながら、夜の最後の鍵を外したのは、火照った表情で嬉しそうに自分の股間に顔を埋めているレン──という事実そのものだった。

  　

  「啊唔♡♡啾噜、啾噗噗噗噗唔唔唔♡♡♡」

  「あむっ♡♡　じゅるっ、ぢゅぷぷぷぷゥゥゥっ♡♡♡」

  　

  「唔啊啊啊！要、要射了！要射了……！！」

  「うぁぁぁっ！　いっ、イクッ！　でるぅ……っ!!」

  　

  在本能察觉到自己即将射精的瞬间，夜挺起腰，将莲的头用力压在自己的双腿间。」

  　自らの射精を本能的に察した瞬間、夜は腰を突き出してレンの頭を自分の股間に強く押し付けたのだった。

  　

  　

  「嗯嗯嗯嗯唔唔唔唔！？嗯、嗯咕噗、噗噗♡♡～～♡♡♡♡」

  「んんんんぅぅぅぅっ！？　んっ、んぐぶっ、ぶぷっ♡♡　～～～っ♡♡♡♡」

  　

  咻啵啵啵啵♡♡咻～～♡♡咻噜噜噜噜噜噜唔唔唔唔唔……♡♡

  　びゅぶるるるっ♡♡　びゅ～～っ♡♡　びゅるるるるるるぅぅぅぅぅっっ……♡♡

  　

  「唔唔……哦啊！啊唔唔、哈啊～～……！」

  「っっ……おぁ！　あぅぅっ、はぁ～～……っ！」

  　

  夜将粗壮的肉棒插入喉咙深处，从前端将粘稠的白浊液喷进嘴里。

  　レンの喉奥に刺し込んだ太い肉棒の先端から、ドロドロした白濁液を口内に迸らせる夜。

  　

  莲虽然想努力忍住这波猛烈的射精，但还是没能喝下大量流入的精液，精液很快就从她的小嘴溢了出来。

  　その勢いが強い射精をレンはなんとか耐えようとするが、流れ込んでくる大量のザーメンを飲みきることは叶わず、程なくして彼女の小さい口から精液が溢れてしまった。

  　

  「嗯嗯♡嗯唔咕♡呼——呼——嗯嗯嗯！？」

  「んんっ♡　んむぐっ♡　フゥー、フゥー……ンンンッ！？」

  　

  「啊啊啊～……♡还、还在射……♡」

  「あぁぁ～……♡　ま、まだ出るぅ……っ♡」

  　

  莲忍不住想松口，夜却牢牢固定住他的头，宛如排尿一般，将白浊牛奶咕嘟咕嘟地注入少女的小嘴。

  　耐え切れずに口を離そうとしたレンの頭をガッシリ固定した夜は、まるで排尿をするかのようにドボドボと白濁ミルクを少女の小さな口に漏らしていく。

  　

  这也是莉娅时代莲斗对她做过好几次的行为之一。夜并不是为了报复才这么做，但不管怎么说，毫无顾忌地在莲的嘴里射精感觉真的很爽。

  　これも何度かリア時代に蓮斗からされたことのある行為の一種だ。何もやり返そうという気でその行動を取ったわけではなかったが、それはそれとして無遠慮にレンの口内に射精をするのは心地よかった。

  　

  「嗯咕♡嗯咕、咕嘟、嗯嗯……♡」

  「んぐっ♡　んくっ、ごくっ、んん……♡」

  　

  莲不喝光射进嘴里的精液就无法呼吸，只能咕嘟咕嘟地将粘稠的精液咽进胃里。

  　出される精液を飲み干さないと息ができないレンは、喉を鳴らしてドロドロのザーメンを胃の中に入れていく。

  　

  　

  就这样，莲好不容易撑过夜的第一波射精，终于从肉棒的束缚中解放。

  　そうしてなんとか夜の射精第一波を乗り切ったレンはようやくチンポから解放されたのだった。

  　

  「噗哈！哈啊……哈啊——！」

  「っぷは！　はぁ……はぁー……！」

  　

  「哈啊啊……——啊！」

  「はぁぁ……──あ゛っ！」

  　

  从胯下解放莲的瞬间，夜终于意识到自己做了什么。

  　股間からレンを解放したその瞬間、夜は自分のしでかした行為にようやく気がついた。

  　

  「抱、抱歉！你没事吧！？」

  「ごっ、ゴメン！　大丈夫か！？」

  　

  「……♡」

  「……っ♡」

  　

  然而与担心的夜的心情相反，被大量射精的莲已经进入状态了。

  　しかし心配する夜の気持ちとは裏腹に、大量の射精をされてしまったレンは既に出来上がってしまっていた。

  　

  　

  ……

  　……

  　

  　

  …………

  　…………

  　

  　

  ………………

  　………………

  　

  　

  「莲♡莲莲……♡♡哈啊……哈啊、莲……♡♡」

  「レンっ♡　レンレンん……♡♡　はぁっ……ハァっ、レン……っ♡♡」

  　

  「啊啊……♡理、爱……♡嗯唔啊、不、不要、吊、胃口……♡♡」

  「ああぅ……♡　りっ、あ……♡　んぅぁっ、じ、じらさ、ない……でっ♡♡」

  　

  完全进入备战状态的夜从正面抱住莲，直接躺在床上，将自己的肉棒抵在她的秘处。

  　完全に臨戦態勢へ移行した夜は正面からレンを抱きしめたままベッドに寝転がり、彼女の秘所に自らの肉棒をあてがっていた。

  　

  夜本人并不知道该插哪里，再加上她单纯地想一直抱着莲，所以才没有继续下去，她完全没有要吊夜胃口的意思。不仅如此，夜还忍不住了。

  　夜本人としては入れる場所が解らないのと、単純にレンをずっと抱きしめていたい気持ちが合わさって先に進めていないだけで、別に焦らしているつもりは毛頭ない。それどころか夜の方が我慢できなくなっている。

  　

  「这、这里？莲♡插这里可以吗♡」

  「こ、ここっ？　レンっ♡　ここでいいのっ♡」

  　

  「……唔、嗯♡就是那里♡再往上一点……啊唔♡♡」

  「……う、んっ♡　そこっ♡　もうちょっと上に……あぅっ♡♡」

  　

  在莲用手引导下，夜终于找到插入的位置。他的龟头戳了戳莲的秘处入口，双方的兴奋程度都逐渐上升。

  　レンに手で肉棒をガイドされながら、ついに挿入する先を見つけた夜。彼の亀頭がツンツンとレンの秘所の入り口をつつき、お互いに興奮のレベルが上昇していく。

  　

  　

  ——现在的夜，精神状态近似于『莉娅』时期。

  　──今現在の夜は、言うなれば『リア』の頃の精神状態に近い。

  　

  就像那个时候一样，她拼命地紧抓着眼前的性欲，发出高亢的声音向伴侣撒娇。

  　あの時の様に目の前の性に必死でしがみ付き、上擦った声を漏らしながらパートナーに甘えつくすのだ。

  　证据就是，现在的夜时不时会用莉娅时期的口吻说话。

  　その証拠に今の夜はリアの頃のような口調が随所から出てしまっている。

  　

  　而且与共享感觉的艾莉儿之间的同步指数也提高了，尽管没有启动Access手表，他的外貌也变得和莉娅时期很接近。

  　更に感覚を共有しているウォッチ内のアイリールとのシンクロ指数も高まってしまっており、アクセスウォッチを起動していないにもかかわらず、今の彼の姿はリアに近しい姿へと変わっていた。

  　

  　

  　头发变成银色，身体也稍微变小了，就连声音也接近莉娅时期的『高亢女声』。

  　髪は銀色になり、体も少し小さくなり、更に声までもがリアの頃の様な『高い女の子の声』に近くなってしまっている。

  　

  「莲♡要、要插进去了♡♡」

  「レンっ♡　いれるっ、入れちゃうねっ♡♡」

  　

  　那副模样简直就像把莉娅变成男孩子……不，是伪娘。

  　それはまるで、リアを男の子に……いや男の娘にしたような姿であった。

  　

  　他之所以会变成这样，是因为精神状态变得接近莉娅时期，以及与艾莉儿的距离比以前更近了。

  　彼がそうなってしまったのは精神がリアの頃に近しくなってしまい、また以前よりもアイリールとの距離が縮んだ影響も少なからず関係している。

  　

  　

  　只有在兴奋勃起、射精好几次，而且发情到无法控制自己的时候，他才会变成这个样子。

  　興奮して勃起をし、何度か射精を終え、さらに自分を止められなくなる程に発情した場合のみ、彼はこの姿になる。

  　

  　从「射精好几次」这个部分就能看出来，在那次口内射精之后，夜又以莲的身份射了好几次。

  　何度か射精を終える、という部分からも分かる通り、あの口内射精の後も夜はレンで何度か射精をした。

  　

  　再次让他吸吮肉棒，用大腿夹住肉棒，一边爱抚他小巧的胸部一边用手套弄——在做这些事的时候，夜不知不觉间就变身了。顺带一提，夜本人并没有自觉。

  　再びしゃぶらせたり、レンの太ももに肉棒を挟んだり、控えめな胸を愛撫しながら手でシゴかせたり──そんなことをしていたら、いつの間にか変身してしまっていた。ちなみに夜は自覚していない。

  　

  当然，只要性欲平息下来，夜就会恢复原样，但此时的莲并不知道这件事，因此他非常担心夜晚上能不能恢复原样。

  　もちろん性欲が治まれば元の姿に戻るのだが、この時のレンはそれを知らない為、夜が元の姿に戻れるかどうかが解らず気が気ではなかった。

  　

  　

  「唔、嗯……可以哦。」（男生的莉娅变成莉娅的外表了……！？）

  「う、うん……いいよっ」（男の子のリアがリアっぽい見た目になっちゃってるぅ……！？）

  　

  「太好了♡太好了♡♡嘿嘿、嘿嘿嘿……♡我要把小鸡鸡插进去……和莲做♡♡」

  「やった♡　やったぁ♡♡　えへっ、えへへ……♡　おちんちん入れる……レンとするぅ……っ♡♡」

  　

  「没错，就是那里……就这样——」（这样也没问题吗——）

  「そうっ、そこ……そのまま──」（このままでも大丈夫なのかな──）

  　

  　

  ——噗啾！！

  　──ドチュゥッ！!

  　

  　

  「～！？……哦、哦♡」

  「～っっ！？　……ぉ、お゛っっ♡」

  　

  　

  尽管外表变得可爱，但夜的肉棒依然雄伟，当它顶到阴道深处的瞬间，莲发出了至今从未发出过的——下流的声音。

  　かわいらしい見た目に変化しているにも拘らず、相変わらず大きいままの夜の肉棒が膣奥をついた瞬間、レンは今まで出したことのない──下品な声を挙げてしまった。

  　

  与此同时，他脑中关于夜的变化的思考，也在瞬间消失无踪。

  　それと同時に、先程まで脳内に漂っていた夜の変化についての思考は、あっという間に消滅してしまう。

  　

  「呼呀啊啊啊啊♡♡哈、哈呜呜呜……莲的阴道里面好温暖……♡♡」

  「ふひゃあぁぁぁ♡♡　は、はうぅぅ……レンの膣内っ、あったかいぃぃ……っ♡♡」

  　

  「呼哦♡啊、啊啊啊……♡」

  「ほぉ゛っ♡　あっ、あぁ゛ぁ゛……♡」

  　

  由于夜的肉棒过于雄伟，而莲的阴道又过于狭窄，因此他一口气用力挺进，顶到了子宫的入口，让莲不禁向后仰起身子。

  　予想以上にレンの小さい膣に対して夜のチンポが立派すぎた為、一気に膣内をゴリゴリと突き進んで子宮の入り口を突かれてしまったレンは首をのけ反らせてしまった。

  　

  「啊啊啊♡哦哦……♡咿啊啊、莉、莉亚、等一下……♡♡」

  「あぁぁ゛っ♡　おぉ゛……♡　ひぃあぁっ、り、リアっ、ちょっとま……って♡♡」

  　

  「咕呜呜、好舒服……♡♡啊呜、呜、别动啊♡♡」

  「くぅぅ、きもちぃぃ……♡♡　あぅ、うっ、動かすねぇっ♡♡」

  　

  然而夜并没有理会浑身痉挛的莲，顺利从处男毕业的少年，无法抑制兴奋地开始摆动腰部。

  　しかしプルプルと痙攣しているレンに構うことなく、無事に童貞を卒業できた少年は興奮を堪えきれず腰を揺すり始める。

  　

  　

  噗滋♡咕咕咕、咕噗♡滋啾……♡

  　ずぶっ♡　ぐぐぐっ、くぷっ♡　ずちゅぅ……♡　

  　

  「啊♡啊咿♡呀啊啊啊、莲♡♡莲嗯嗯嗯……♡♡♡」

  「あっ♡　あひぃっ♡　ひゃあぁぁっ、れんっ♡♡　れんんん……っ♡♡　きもちいぃ、気持ちいいよぉ……っ♡♡♡」

  　

  「咿咕♡♡哦哦啊啊♡♡呼啾♡呼、哦、哦……♡♡」

  「ひぎっ♡♡　おぉあ゛ぁ゛っ♡♡　ふぎゅっ♡　ほぉっ、おっお゛っっ……♡♡」

  　

  每当夜晚的肉棒在体内搅动，阴道就会受到刺激，莉亚的脑内就会发出啪嚓啪嚓的声响，让她无法忍住丢脸的声音。

  　中を抉るような夜の肉棒に膣道を刺激されるたびに、バチバチと脳内が痺れて情けない声が我慢できずに出てしまう。

  　

  看到莉亚的反应，夜的内心逐渐被自信与嗜虐心填满，肉棒的攻击也变得更加激烈。

  　その様子を見た夜は心の中が次第に自信と嗜虐心で満たされていき、更に肉棒での攻撃を激しくした。

  　

  「嗯啊啊啊啊啊啊啊啊♡♡♡♡哈啊♡呼哦♡哦♡哦哦♡♡♡」

  「んあ゛あ゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛っっ♡♡♡♡　はぁ゛っ♡　ほぉ゛っ゛♡　お゛っ♡　お゛ぉ゛っ゛♡♡♡」

  　

  「哼！哼！……咿啊、咕啊啊啊♡♡果、果然不行……♡」

  「ふんっ！　ふんっ！　……ひぁっ、くああぁ♡♡　や、やっぱりだめぇ……♡」

  　

  不过，夜果然还是个性欲大于一切的渣男。

  　だが、やはりそこは性欲にクソザコな夜くん。

  　

  比起取悦对方，我更拼命地忍耐着自己的快感，因此激烈的活塞运动很快就结束，切换成缓慢的抽插。

  　相手を悦ばせるより自分の気持ちよさをなんとか堪えるのに必死なせいで、激しいピストンを直ぐに終えてゆったりとしたスローな抽挿に切り替えた。

  　

  「哦♡哦♡嗯咿、啊呀♡♡呼啾♡嗯啊啊呜呜呜♡♡」

  「お゛っ♡　お゛ぉ゛っ♡　んひっ、あひゃぁ゛っ♡♡　ふぎゅっ♡　んあぁぅうぅぅ♡♡」

  　

  不过，由于夜晚拥有雄伟的肉棒，对于小穴来说，光是这样就是威力强大的攻击。

  　しかし夜が立派な肉棒を持っていることもあり、膣が小さなレンにはそれだけでも高威力な攻撃であった。

  从结合处不断喷出透明的汁液，可以知道莲从刚才开始就反复高潮。

  　結合部から透明な汁が「ぷしっ♡　ぷしぃっ♡」と噴き出ていることから分かるように、レンは既に先程から絶頂を繰り返している。

  　

  「咿呜呜呜呜呜♡♡莲的里面……♡♡太舒服了♡♡」

  「ひうぅぅぅぅっっ♡♡　れ、レンのなかぁ……♡♡　きもちよすぎっ、ちゃってぇ♡♡」

  　

  「嗯呀啊啊啊♡♡哦♡♡嗯咿、嗯嗯嗯♡♡啊哦哦哦♡♡♡」

  「んひゃあぁぁっ♡♡　お゛ぁっ♡♡　んひぃっ、んんんっ♡♡　あおぉぉっ♡♡♡」

  　

  刚从处男毕业的夜晚无法承受更强烈的快感，我立刻打开了射精的开关。

  　童貞を卒業したばかりの夜にこれ以上の快感は受けとめきれず、すぐさま射精のスイッチが入ってしまった。

  我们互相拥抱，紧贴着摇晃腰部，全身都起了鸡皮疙瘩。

  　抱き合いながら密着して腰を揺すっていると、ブルブルと全身に鳥肌が立っていく。

  　

  「莲♡♡亲我♡♡亲我♡♡♡」

  「レンっ♡♡　きしゅっ♡♡　きしゅするぅぅっっ♡♡♡」

  　

  「啊啊♡哦——嗯呜呜♡♡嗯啾、啾噜噜呜呜♡♡」

  「あぁ゛っ♡　お゛っ───んむぅぅっ♡♡　んちゅっ、ぢゅるるぅぅ♡♡」

  　

  「嗯噗♡♡啾呜呜呜♡♡嗯噗、啾♡♡舔舔舔……嗯噗啾♡♡♡」

  「んぷぅっ♡♡　ちゅぅぅぅ♡♡　んぷっ、ちゅっ♡♡　れろれぅろ……んぷちゅっ♡♡♡」

  　

  夜和莲正面紧贴着腰和脸，上下都发出激烈的水声，准备扣下最后的扳机。

  　正面から腰と顔を密着し合い、上も下も激しい水音を立てながら、最後の引き金を引こうとする夜とレン。

  脑内已经无法正常掌握状况，剧烈的电流在脑中迸发，两人的脑中都只想着自己要高潮了。

  　もはや正常に状況を把握できない脳内ではビリビリと激しい電流が迸っており、もはや互いに自分が絶頂することしか頭にない。

  　

  　

  为了在阴道最深处享受最棒的快乐——为了尽情享受人生第一次的体内射精，夜将原本缓慢的抽插切换成激烈的活塞运动。

  　夜は膣内の一番奥で最高の快楽を──人生で初めての膣内射精を存分に楽しむために、ゆっくりだった抽挿を激しいピストンへと切り替えた。

  　

  「嗯啾♡唔、噗哈！啊♡哈啊、哈啊啊唔唔♡♡莲的里面好舒服哦♡♡♡」

  「んちゅっ♡　っむ、ぷはっ！　あっ♡　はぁっ、はぁあぅぅっ♡♡　レンのなかきもちぃぃぃ♡♡♡」

  　

  「嗯咿咿咿咿咿啊啊♡♡♡哦、哦♡♡哦、哦、咿啊、好棒♡咿呀呜呜♡♡再、再来——♡♡♡」

  「んひぃぃぃぃあ゛ぁっ゛♡♡♡　お゛ぉ゛っ♡♡　お゛っ♡♡　おっ、ひぃぁ、いぃ゛っ♡　いっひゃうぅ♡♡　もっ、いっひゃうぅぅぅ♡♡♡」

  　

  被用力突刺，阴道深处被挖开的莲全身抽搐，夜一边抱紧她，一边用全身品尝着缠绕在肉棒上的炙热快乐，终于解放了在精巢里熬煮的白浊岩浆。

  　強く突かれながら膣内の奥を抉られているレンは全身をビクビクと痙攣させ、肉棒に纏わりつく熱い快楽と彼女を抱きしめながら全身で多幸感を味わっている夜は、ついに精巣でグツグツに煮込ませていた白濁のマグマを解き放つ。

  　

  　

  「啊啊啊啊啊啊啊♡♡要出来了♡♡♡要出来了啦啊啊啊啊啊啊——♡♡♡♡」

  「あぁぁぁぁぁぁっ♡♡　でるぅぅぅっ♡♡♡　でちゃうぅぅぅぅぅぅぅぅっっ♡♡♡♡♡」

  　

  「嗯呀啊啊啊♡♡咿、咿唔唔唔♡♡咿呀呜呜呜呜啊啊啊——♡♡♡♡」

  「んひゃあぁぁっ♡♡　ひっ、ひぐぅぅっ♡♡　いっひゃうぅぅぅああっぁぁぁ───ッッッ♡♡♡♡」

  　

  咻咻！！噗咻噜噜噜……♡♡♡嘟噗、噗咻噜噜噜噜……♡♡♡

  　びゅくんっ！！　ぶびゅるるるぅ……っ♡♡♡　どぶっ、ぶびゅるるるるぅぅぅぅぅ……っ♡♡♡

  噗咻噜噜噜噜噜噜♡♡咻噜、咻噗噜噜……♡嘟噗、嘟噗噗……噗噗♡♡

  　ぼびゅるるぅぅぅっッ♡♡　びゅるっ、びゅぶるるぅ……っっ♡　ぶぶっ、どぼぼ……ぶぷっっ♡♡

  　

  噗咻、噗咻啊啊啊——♡♡咻啵啵啵♡♡噗咻♡噗咻啊啊——♡♡♡

  　ぷしぃっ、ぷしゃあぁぁ──っ♡♡　じょぼぼぼっ♡♡　ぷしっ♡　ぶしゃぁぁ──っ♡♡♡

  　

  　

  「呼哦哦哦……♡♡哦、啊啊啊、咿♡♡啊呀♡♡啊咿咿……♡♡♡」

  「ほぉ゛おっお゛……♡♡　お゛ぉ゛っ、あぁぁっ、ひっ♡♡　あひゃっ♡♡　あひぃぃ……♡♡♡」

  　

  「呼呀啊啊啊……♡♡♡嗯咕呜呜♡♡好、好舒服♡♡好舒服哦……♡♡♡」

  「ふひゃあぁぁ……♡♡♡　んくぅぅっ♡♡　き、きもちっ♡♡　きもちいぃぃ……♡♡♡」

  　

  在射精的瞬间，用力顶了腰的夜晚在莲的阴道深处如洪水般射精，转眼间就超过阴道容积的精液咕噜咕噜地从结合处大量溢出。

  　射精の瞬間に腰を強く打ちつけた夜はレンの膣奥で洪水のごとき射精をし、あっという間に膣内の許容量をオーバーした精液はゴポゴポと結合部から大量に溢れ出ていく。

  　

  脑浆快要破裂的快乐与打从心底感到安心的幸福感包围着两人，他们一边因快感的余韵而颤抖，一边在床上紧贴着彼此闭上眼睛。

  　脳味噌が破裂しそうな程の快楽と心底安心する様な多幸感が二人を包み込み、互いに快感の余韻に身を震わせながらベッドの上で密着したまま目を閉じた。

  　

  　

  并不是睡着了。不如说还不够。即使射精到这种程度，夜晚的下腹部的热度依然存在，尽管高潮到不能再高潮，莲的秘处却还是不够，不断抽搐着。

  　眠るわけではない。むしろまだまだ足りない。ここまで射精してもなお夜の下腹部の熱さは健在で、これでもかというほど絶頂したにもかかわらずレンの秘所はまだ足りないとヒクついている。

  　

  不过，总之先休息一下。就这样沉浸在快乐的余韵中，等想再行动时，再重新开始就行了。

  　しかし、とりあえずは一旦の休憩。このままお互いに快楽の余韻に浸り、次に動こうと思ったらまた行動を再開すればいい。

  时间还很充裕。现在才刚过深夜而已。

  　時間はたっぷりあるのだ。まだ時刻は深夜を回った頃である。

  　

  　

  之后两人移动到浴室，一边清洗彼此的身体，一边进行泡泡浴玩法，结束后也继续在床上和客厅摆腰到天亮，不过那又是另一段故事了。

  　この後は一旦バスルームに移動し、互いの身体を洗いながらソーププレイを交え、それが終わった後も朝までベッドやリビングで腰を振り続けるのだが、それはまた別の話。

  　

  　

  　

  两人的夜晚，还在继续。

  　二人の夜は、まだ続く。

  　

  　

 
  43話の裏話　接待3Pでいろいろ

  第43话的幕后故事 接待3p的各种

  　

  　

  　

  　在各种各样的事情之后，莉娅和露库拉变成了世界粉碎者。

  　なんやかんやあってワールドクラッシャーと致すことになったリア二人。

  　

  　首先，艾莉儿积极且不过于急躁地和露库拉接触，拥有攻陷色情游戏主角技巧的艾莉儿，让露库拉露出了心神荡漾的表情。

  　まず先んじてアイリールが積極的に、且つ急ぎ過ぎない程度にルクラと触れ合っていた為、エロゲ主人公を撃ち堕としたテクニックを有するアイリールによって彼女は既に蕩け顔になっていた。

  　

  「呜啊……♡」

  「うあぁ……♡」

  　

  「这样看来已经没问题了呢。」

  「これならもう大丈夫そうだね」

  　

  「哦、哦。」

  「お、おう」

  　

  　艾莉儿高超的技巧连她的搭档夜都有点被吓到。不只是做法，连步骤都不是即兴的。

  　その見事な手腕には相棒である夜も軽く引いていた。やり方もそうだが段取りが即興のソレではない。

  　

  　

  　首先握住手，一边低语一边解除对方的警戒，接着抚摸脖子和胸部，让对方的身体慢慢变热。

  　まず手を握って囁きながら警戒を解いていき、次は首筋や胸を撫でまわして徐々に体を熱くしていく。

  　

  　由于露库拉的体质比莉娅想象的还要敏感，所以艾莉儿跳过了几个步骤，这次隔着内裤摩擦露库拉的秘处。

  　リア勢の想像以上にルクラが感じやすい体質だった為少し工程を飛ばして、今度はパンツの上からルクラの秘所を摩る。

  　

  　这时又发现了露库拉的体质很容易湿的冲击性新事实。看到内裤微微湿润的样子，艾莉儿稍微加快了速度。

  　ここで更にルクラが濡れやすい体質だったという衝撃の新事実も発覚。うっすらと濡れてパンツを少し湿らせた様子を見て、多少のペースアップを図った。

  　

  　在那之后又是这样又是那样的，就到了现在。露库拉坐在床上，将体重完全压在夜身上，眼睛里已经出现了爱心。

  　そこからあーしてこーしてこうなって、今に至る。ベッドの上に座り、背中から完全に体重を夜に預けているルクラの瞳には既にハートマークが。

  　

  　没错，明明还没有结合，艾莉儿就已经让她高潮了数次。前色情游戏女主角真是可怕。

  　そう、まだ繋がっていないにもかかわらず既に数回ほどアイリールが彼女を甘イキさせていたのだ。元エロゲヒロイン恐るべし、といった所か。

  　

  「差不多……该上了。」

  「そろそろ……夜」

  　

  「知道了。」

  「わかった」

  　

  　夜察觉艾莉儿的意图，摸了摸露库拉的头，将脸靠近她的耳边轻语。

  　アイリールの意図を察した夜は一度ルクラの頭を撫でると、彼女の耳元に顔を近づけてから囁く。

  　

  「露库拉，现在要上了哦。」

  「ルクラ。これからするよ」

  　

  「要、要上了……？」

  「す、する……？」

  　

  「嗯，就像那本书一样，把露库拉的这里——」

  「うん、あの本みたいに、ルクラのここに──」

  　

  　夜一边低语，一边将右手伸向露库拉的股间。

  　囁きをしながら夜は右手をルクラの股の間に伸ばした。

  　然后用手指触碰她已经洪水泛滥的秘处，轻轻抚摸她的阴蒂——阴蒂。

  　そして既に大洪水を起こしている彼女の秘所に指で触れ、その恥核──クリトリスを軽く撫でる。

  　

  「呀啊啊♡♡那里、不要摸……呜啊♡」

  「ひゃあぁっ♡♡　そこっ、あんまりさわっちゃ……ぅぁっ♡」

  　

  「……」（明明被艾莉儿玩弄了那么久，还这么有精神……）

  「……。」（あんなにアイリールに弄られたのに元気だな……）

  　

  　露库拉的精力，如果用强弱来区分的话，绝对是压倒性的强——夜察觉到了这点。

  　ルクラの精力、強い弱いで言えば圧倒的に強い方だ──そう夜は察した。

  　察觉到了。今天接下来会很辛苦。

  　察したのだ。今日はここからも大変だぞ、と。

  　

  「……要插进这里。」

  「……ここに。挿入れるから」

  　

  「插进……？」

  「いれるって……？」

  　

  　夜让露库拉坐在自己的大腿上，露出阴茎。他将已经硬挺的肉棒抵在她的股间。

  　ルクラを膝上に乗せたまま陰茎を露出する夜。既に硬く起立した彼の肉棒が彼女の股の下に宛がわれた。

  　对现在的露库拉来说，眼前就是夜的肉棒，从角度上来看，就像是自己的股间长出了肉棒一样。

  　今のルクラからすれば眼下に夜の竿があり、角度的には自分の股から肉棒が生えているようにも見える。

  　

  　露库拉看到夜的那话儿，不禁满脸通红。

  　すると、夜のソレを見たルクラは顔を赤くしてしまった。

  　

  「啊、啊呜……」

  「あ、あうぅ……」

  　

  「露库拉！」

  「ルクラっ」

  　

  　艾莉儿立刻靠到她身边，从旁协助。

  　そこですかさず彼女の傍に寄り、フォローを欠かさないアイリール。

  　她已经知道只要在露库拉耳边低语，她就会听从九成的指示。

  　ルクラは耳元で囁かれればだいたい九割のことには従うと彼女は既に知っている。

  　

  「不能用手遮住脸哦。来，好好看着。」

  「手で顔を隠しちゃダメだよ。ほら、しっかり見て」

  　

  「可是、可是……」

  「でも、でもぉ……」

  　

  「没事的，我也会一起看。两个人一起就不怕了。」

  「大丈夫。私も一緒に見てあげるから。二人なら怖くないよ」

  　

  　艾莉儿摸着撒娇的最终头目，鼓励她，最后在她脸颊上亲了一下，给予她勇气。

  　駄々をこねるラスボスの頭を撫でて励まし、トドメに頬へのキスをして勇気づける。

  　露库拉虽然害怕，但还是慢慢将双手从脸上移开，注视着眼前的肉棒。

  　すればルクラは怯えながらも顔から両手をゆっくりと退かし、眼下にある肉棒へと視線を注いだ。

  　

  「……呜、呜哇哇！」

  「……う、うわわっ」

  　

  「不怕、不怕。」

  「こわくない、こわくない」

  　

  　艾莉儿将自己的脸颊贴在惊慌失措的露库拉脸上，以同样的视线高度看着阴囊，握着她的手安抚她。

  　狼狽するルクラの頬にアイリールは自分の頬をくっつけ、全く同じ目線で陰嚢を眺めながら彼女の手を握ってあやした。

  　

  　虽然无法马上习惯，但在艾莉儿的奉献下，露库拉渐渐开始习惯肉棒了。

  　直ぐにとはいかないものの、そんな彼女の献身によって徐々にルクラは肉棒に慣れ始めていく。

  　

  　

  （……啊哇哇哇哇！）

  （………あわわわわ）

  　

  　

  　然而，即使她装得一派轻松，面对夜那粗壮膨胀的肉棒，她内心也吓得要死。

  　しかしながら余裕を気取っている彼女も、夜の太く膨張した肉竿を前にして内心ビビり散らしていたのだった。

  　

  （这是什么……！晚上的小——嗯嗯，变、变大之后竟然会这么大……）

  （なにこれぇ……！　夜のおち──んんっ、お、大きくなるとこんなに……）

  　

  　她当然不能把这种心声说出来，只能拼命在脑中咀嚼，但动摇的心脏却只是愈跳愈快。

  　こんな心の声を漏らすわけにもいかず必死に脳内で咀嚼するが、動揺する心臓は鼓動を早めるばかりだ。

  　

  　这也是理所当然的。虽然艾莉儿几乎每天晚上都会突击夜的淋浴，但夜总是会遮住下面，所以她从未仔细观察过他的阴茎。

  　それもその筈。確かにアイリールはほぼ毎日夜のシャワーに突撃しているが、いつも下を隠す夜の配慮によって彼の陰茎をまじまじと見つめたことはなかった。

  　

  　而且最重要的是，她和莲与小春不同，和夜完全没有肉体关系。别说碰过他的阴茎了，甚至只是间接接吻就会脸红。她从未想象过和夜做字面意义上的接吻。

  　それに一番大事な事として、レンや小春と違って彼女は夜との肉体関係はそもそも皆無。一度も彼の陰茎に触れたことすらなく、それどころか間接キス程度で顔を赤くする始末だ。夜との、言葉そのままの意味のキスなど想像したことすらない。

  　

  （啊，不过露库拉好像已经习惯了。太好了……）

  （あ、でもルクラは慣れてきたみたい。よかったぁ……）

  　

  　艾莉儿和有过肉体关系的海夜兄妹不同，不会随着状况发展而发生关系。也就是说，她不会不小心碰到夜的肉棒，更别说和露库拉一起被夜抱了。

  　そしてアイリールは、互いに繋がった経験もある海夜兄妹とは違い、状況に流されて行為に及ぶことはない。それはすなわち、間違っても夜の竿に触れたり、ましてやルクラと合わせて夜に抱かれる事も無いということだ。

  　

  　即使是这种状况，莉亚二人也不会跨越那条线。

  　こんな状況でさえもやはり、このリア二人が一線を越えることはない。

  　

  　

  　

  「那么夜，已经很湿了，应该可以插进去了。」

  「じゃあ夜、十分濡れてるし、もう挿入れちゃっても大丈夫だと思う」

  　

  「我知道了……露库拉没问题吗？」

  「わかったけど……ルクラは大丈夫か？」

  　

  「没、没问题。因为我是世界粉碎者！」

  「へ、平気だっ。我はワールドクラッシャーだからな！」

  　

  　插入的时刻终于来临。刚才还很软弱的露库拉似乎也察觉到自己必须振作起来，恢复了平时的高傲语气。

  　ついに挿入の時が来た。先程まで弱々しかったルクラもこの場面をしっかりしないと駄目だと察したのか、一人称と口調をいつもの高慢モードに戻している。

  　

  「放马过来……！」

  「かかってこい……！」

  　

  「那么——我要上了。」

  「じゃあ──いくぞ」　

  　

  　夜坐在床上，露库拉坐在他的大腿上，所以现在的姿势是所谓的背面坐位。

  　ベッドの上に座っている夜の膝上にルクラが座っている形になる為、今の体勢はいわゆる背面座位というものになる。

  　

  　位于后方的夜抓住露库拉的腰，轻轻抬起她的臀部，将因为看到艾莉儿和她的亲密接触而兴奋勃起的肉棒，抵在未经人事少女的秘处入口。

  　後ろ側にいる夜がルクラの腰を掴んで軽く浮かせ、アイリールと彼女の触れ合いを見て大分前から興奮して勃起していた肉棒を、未経験少女の秘所の入り口に宛がった。

  　

  「嗯……♡」

  「んっ……♡」

  　

  「夜，慢慢来哦。」

  「夜、ゆっくりね」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  　然后他慢慢放下坐在腿上的露库拉——

  　そして膝の上に乗せているルクラを少しずつ下ろしていき──

  　

  　

  　滋噗、滋噗噗……

  　ずぶっ、ずぶぶぅぅ……。

  　

  「——咿！」

  「──ひぃ゛っ」

  　

  　虽然只有龟头稍微进入，但露库拉因为异物进入股间的不快感，以及仿佛撕裂般的疼痛而闷哼，发出小小的悲鸣。

  　まだ亀頭が少し入っただけだが、ルクラは股の間に異物が入り込む不快感と、まるで裂けるような痛みに悶えて小さな悲鳴を挙げる。

  　

  「好、痛……！」

  「いっ、だ……ぁ！」

  　

  　夜想为已经眼眶泛泪的她做点什么，但他的双手正扶着露库拉，无法动弹。

  　早くも涙目になっている彼女を何とかしたい夜だが、今の彼の両手はルクラを支えている状態の為身動きが取れない。

  　

  　于是夜对艾莉儿使了个眼色。伙伴之间心有灵犀，艾莉儿察觉他的意思，从正面和露库拉十指交扣。

  　そこで夜はアイリールにアイコンタクト。相棒同士の掛け合いは見事に通じ、彼の意志を察したアイリールはルクラの両手を正面から恋人繋ぎした。

  　

  「露库拉，用力抓紧我的手。」

  「ルクラ。私の手をぎゅって掴んで」

  　

  「呼、呜呜……！」

  「ふぅ゛っ、うぅぅ……！」

  　

  　露库拉照她说的，拼命用力握住艾莉儿的手。为了忍耐自己的疼痛，她将痛苦发泄在艾莉儿的手上，仿佛要捏碎它一般。

  　言われた通りに彼女の手を必死に強く握りこむルクラ。自らの痛みを我慢するべく、握りつぶしてしまいそうな程にアイリールの手へ苦痛を発散していく。

  　

  「呀、啊啊……好、好痛……」

  「やっ、ぁぁ……っ、いたっ、い……」

  　

  「没事，没事的。」

  「大丈夫、大丈夫だよ」

  　

  「呼、呼……！呜、咕……不、不行了……好痛……」

  「ふっ、ふぅっ……！　うっ、ぐ……む、むりぃ……痛いよぉ……」

  　

  　银发少女担心尚未从破瓜之痛中逃脱的露库拉，但又觉得这样下去没完没了，于是对少年下达指示。

  　未だに破瓜の痛みから逃れられないルクラを案じ、しかしこのままでは埒が明かないと感じた銀髪少女は少年に指示を伝える。

  　

  「这样下去她太痛苦了，干脆全部放进去吧。」

  「このままじゃ辛いだろうから、もう全部入れちゃって」

  　

  「咦，可以吗？」

  「えっ、いいのか？」

  　

  「从全部放进去的状态开始习惯比较快。露库拉就交给我吧。」

  「全部入った状態から慣らした方が手っ取り早い。ルクラは私が何とかするから」

  　

  「……我知道了。」

  「……わかった」

  　

  　相信伙伴会想办法的夜，缓缓将露库拉的腰往下压。

  　何とかする、という相棒の言葉を信じた夜はゆっくりとルクラの腰を下へ下へと降ろしていく。

  　

  「啊呜呜呜……！」

  「あぅぅぅ……！」

  　

  　咕咕咕、咕啾、咕噗、滋、噗……

  　ぐぐぐっ、クチュッ。グブッ、ず、ぶっ……。

  　

  「露库拉，看着我。」

  「こっちを向いて、ルクラ」

  　

  「呜啊啊、咿、咕……咦、咦？」

  「うぁぁっ、ひっ、ぐ……ぇ、え？」

  　

  　艾莉儿对低着头忍耐的露库拉说。

  　顔を俯かせて耐えているルクラに語りかけるアイリール。

  　听到她声音的少女缓缓抬起头——

  　彼女の声を聞いた少女はゆっくりと顔を上げ──

  　

  「嗯。」

  「んっ」

  　

  「嗯呜……！」

  「んむっ……！」

  　

  　艾莉儿温柔地吻了噙着泪水、因疼痛而呻吟的露库拉。

  　涙を浮かばせながら痛みに悶えるルクラに、アイリールは優しいキスを施した。

  　她没有让舌头入侵，只是缓缓地、仔细地与她接吻。

  　まだ舌は侵入させずにゆっくりと丁寧に口づけを交わしていく。

  　

  「啾……嗯啾。」

  「ちゅ……んちゅっ」

  　

  「啊嗯……嗯呜、啾……」

  「あんぅ……んむっ、ちゅぅ……」

  　

  　露库拉紧绷的嘴唇因此得以放松。艾莉儿趁机凑近，与她双手交握，开始舌吻。

  　それによって先程まで強張っていたルクラの唇が解放された。これ幸いとアイリールは身を乗り出し、彼女と両手を繋ぎながら舌を交えたディープキスを始める。

  　

  「嗯噗、啾……嗯呼。」

  「んぷぅっ、ちゅぅ……っ、んふっ」

  　

  「啊呜、嗯啾♡舔舔……嗯呜……♡」

  「あむぅ、んちゅっ♡　れぅろ……んむっ……♡」

  　

  　露库拉的脑袋渐渐变得一片空白。看来艾莉儿的接吻缓和疼痛作战成功了。

  　段々と頭がボーっとしてくるルクラ。どうやらアイリールのキスによる痛み緩和作戦は成功したらしい。

  　露库拉沉醉在接吻中，脑袋逐渐沸腾，脸上已经不见刚才的痛苦表情。

  　キスに夢中になりながら頭が沸騰していく今のルクラに、先程までの様な苦悶の表情は見受けられない。

  　

  「啾……噗哈。啊、呼啊啊啊……♡♡」

  「ちゅ……っ、ぷは。ぁ、ふあぁぁ……♡♡」

  　

  「嗯，这样应该没问题了。」

  「んっ、これで大丈夫かな」

  　

  　艾莉儿以高超的技巧让露库拉冷静下来后，暂时放开右手，抚摸露库拉恍惚的脸。

  　その見事な手腕によってルクラを落ち着かせたアイリールは一旦右手を離し、蕩け顔になったルクラの頭を撫でた。

  　

  　多亏了开始做爱前的夜间行动，艾莉儿知道抚摸露库拉的头是让她最冷静的行为。

  　行為を始める前にやっていた夜の行動のおかげで、ルクラは頭を撫でられることが一番落ち着く行為だということが判明している。

  　

  　现在露库拉已经习惯肉棒进入阴道的感觉，所以必须进一步稳定她的精神，让她在抽插时也不会感到疼痛。

  　膣内に肉棒が入り込む感覚に慣れてきた今こそ手を抜かず、抽挿をしても問題ないよう更にルクラの精神を安定させる必要があるのだ。

  　

  　这好歹是赌上世界命运的战斗，所以不能有任何闪失。莉亚和莉兹在办事前都如此警惕自己。

  　これは(一応)世界の命運が賭けられた戦いなので手を抜くことは許されない。そう肝に銘じてリアの二人は事に及んでいる。

  　

  　

  「呜，露库拉的里面好紧……」

  「くぅっ、ルクラの膣内きつい……」

  　

  　体型娇小的露库拉，阴道当然也很狭窄。在她紧致的阴道的包覆下，夜晚的肉棒涌起一股强烈的快感，只要稍有松懈，随时都有可能射精。

  　体型の小さなルクラは当然膣内も狭く、夜の肉竿には彼女の締め付けによって途方もない快感が押し寄せていた。気を抜けば射精も簡単にできてしまう程に。

  　

  　但是。

  　だが。

  　平时总被莲和小春玩弄于股掌间的夜晚软屌——

  　いつもはレンや小春にいいように扱われている夜のよわよわチンポだが。

  　

  （给我拿出毅力啊……！）

  （根性みせろ俺ぇ……！）

  　

  　这次总算是忍住了。如今他背负着世界命运的重担，心态和平时被穴兄妹袭击时完全不同。

  　今回ばかりはなんとか耐え抜いている。世界の命運という重荷を背負った今の彼の心構えは、あの穴兄妹に襲われている普段とは段違いだ。

  　

  （不能让这家伙更加失望了……！）

  （これ以上こいつを失望させる訳にはいかない……！）

  　

  　最重要的是，他想让眼前这位过去被自己伤害的少女，这次能好好享受性爱的热切意志支撑着他。

  　そして何より、過去に自らが傷つけてしまった目の前の少女を、今度こそしっかりと喜ばせてやりたいという熱い魂が彼を支えている。

  　

  「我、我现在要动了，可以吗？」

  「い、今から動くぞ。いいか？」

  　

  「啊…………嗯、嗯。」

  「ぁ…………う、うん」

  　

  　露库拉听到夜在耳边低语，虽然有些害怕，但还是点了点头。

  　夜に耳元で囁かれ、少し怯えながらもコクンと頷くルクラ。

  　看到她如此坚强，自己也想为她尽心尽力，让她体验自己所感受到的快感——这样的感情驱使着夜晚。

  　そんな健気な彼女に、精一杯尽くしてやりたい、自分の体験したあの快感を教えてやりたい──そういった感情が夜を突き動かした。

  　

  「——♡♡啊啊♡」

  「──っ♡♡　ああぁっ♡　」

  　

  「呼、呼……」

  「ふっ、ふっ……」

  　

  　他缓慢地抽插，没有激烈地活塞运动。只是稍微摆动腰部，用纳入阴道内的肉棒稍微刺激她的内侧，露库拉就立刻发出甜腻的叫声。

  　ピストンとまではいかない程のゆったりとした抽挿。僅かに腰を動かすことで、膣内に収まった肉棒でほんの少し彼女の内側を刺激すれば、ルクラは直ぐに甘い声を出した。

  　

  「哈呜……♡小弟弟，在我的小穴里，顶来顶去的……♡♡」

  「はぅぅ……♡　おちんちんがっ、私の膣内、とんとんしてるぅ……♡♡」

  　

  　和夜至今体验过的激烈「交配」完全不同，露库拉逐渐沉溺在仿佛轻吻般的甜蜜性爱中。

  　夜が今まで体験してきた激しい『交尾』とは全く程遠い、甘くキスをするようなえっちに絆されていくルクラ。

  　

  「好、舒服……♡」

  「きもちっ、いぃ……♡」

  　

  　从下方缓缓往上顶的感觉，夺走了露库拉的力气，她沉溺在快感中，身体摇摇晃晃。

  　下からゆっくりと突き上げられる感覚がルクラの体の力を奪い、快感に溺れかけた彼女はフラフラと揺れる。

  　

  「呜呜，艾、艾莉儿，拜托了。」

  「うぅっ、あ、アイリール、頼む」

  　

  「了解。」

  「りょーかい」

  　

  　光是忍耐刺激就竭尽全力的夜，向搭档要求支撑露库拉。

  　何とか刺激を我慢するので精一杯な夜は、相棒にルクラの支えを要求した。

  　艾莉儿按照指示，再次用恋人牵手的方式握住她的双手，从正面努力维持她的平衡。

  　その指示通りに動いたアイリールは再び彼女の両手を恋人繋ぎで掴み、正面からバランスを取ろうと頑張る。

  　

  「♡　嗯♡　呜啊♡♡」

  「っ♡　んぅっ♡　うくぁあっ♡♡」

  　

  　多亏了他们的奉献，露库拉变成了沉溺于性爱的少女。

  　そんな彼らの献身もあってルクラは行為に夢中な少女へと変化。

  　她完全舍弃了平时的逞强和冷静，只是拼命地抱住眼前的快乐。

  　普段の強がりも冷静さもかなぐり捨て、ただ目の前の快楽へ必死に抱きついていた。

  　

  　

  　这时，夜开始摸索着给予她新的快乐。

  　そこで夜は彼女へ新たな快楽を与えようと模索する。

  　

  （莉娅的时候是这里很舒服，露库拉会是……？）

  （リアのときはここが気持ちよかったけど、どうかな……？）

  　

  　夜按照自己的想法，从后方伸出手，用手指触碰露库拉敞开衬衫后露出的胸部。

  　思考のままに夜は後ろから手を伸ばし、シャツがはだけて露出しているルクラの胸に指で触れた。

  　

  「嗯呀啊！？呼啊啊、咿、咿呜……♡♡」

  「んひゃあっ！？　ふあぁっ、ひ、ひうぅ……♡♡」

  　

  　用食指和拇指轻轻捏住乳头后，她就和夜预想的一样，腰部和肩膀颤抖着发出娇声。

  　人差し指と親指で軽く乳首を摘んでみれば、夜の予想通り彼女は腰と肩をビクつかせて嬌声を挙げた。

  　

  　虽然因为经验不足，无法判断乳头是不是性感带，但至少可以理解这是受到刺激后会感到愉悦的部位。

  　経験不足ゆえに乳首が性感帯なのかは判別がつかないものの、少なくとも刺激されて悦ぶ箇所だということは理解できた。

  　

  　夜用两根手指，像在操作金库的密码盘一样，轻轻地刺激着乳头。

  　くり、クリリ……と、金庫のダイヤルを操作するかのようにそっと乳首を指二本で刺激していく。

  　

  「啊啊……呜、啊♡」

  「ぁあ……ぅ、あ♡」

  　

  「这里，怎么样？」

  「ここ、どうだ？」

  　

  「不、不要捏乳头……♡」

  「ち、乳首いじっちゃ、やぁ……♡」

  　

  　她用甜美的声音回答着夜的问题。

  　質問すれば帰ってくる甘い声音のセリフ。

  　虽然听到了这种刺激男人本能的娇声，但多亏了眼前的艾莉儿，夜才能保持冷静。

  　そんな男の本能を刺激する様な猫なで声を聞かされた夜だったが、目の前にいるアイリールのおかげで冷静さは保っていられる。

  　

  「啊♡哈啊啊♡♡嗯嗯……呀啊啊♡♡」

  「あッ♡　はぁあッ♡♡　んんッ……ひぁあッ♡♡」

  　

  　看着乳头和阴道深处同时受到刺激，全身颤抖的露库拉，艾莉儿意识到只差一步了，于是向前探出身子。

  　乳首と膣奥を同時に刺激されて全身がビクビクと跳ねるルクラを見て、もうひと押しだと悟ったアイリールはズイッっと前に出た。

  　

  「露库拉，露库拉。」

  「ルクラ。ルクラ」

  　

  「呼呀……♡呜、啊♡……呼啊，怎、怎么了？」

  「ふひゃぁ……♡　う、ぁっ♡　……ふあ、だ、だぐす、とりあ？」

  　

  「我想再吻你一次……可以吗？」

  「もう一回キスしたい。……いい？」

  　

  　刻意用主动要求的语气，可以给露库拉一种『自己可以判断是否允许』的优越感。

  　敢えて自分から求める体で語りかけることで、ルクラに『自分の判断で許可や不許可を下す』という一種の優越感を与えることができる。

  　

  「可、可以哦♡接吻♡来接吻吧♡♡嗯，我想接吻♡我想和艾——艾莉多接吻♡♡」

  「い、いいよっ♡　きしゅっ♡　ちゅーしよ♡♡　ううん、したいっ♡　だぐ──あ、アイリともっとちゅーしたいっ♡♡」

  　

  「谢谢，我很开心。」

  「ありがとう、嬉しい」

  　

  「欸、欸嘿嘿♡嗯、嗯嗯——」

  「え、えへへっ♡　ん、んん──」

  　

  　不知道艾莉儿是否知道她的想法，总之艾莉儿和想要接吻的露库拉双唇交叠。

  　そんな彼女の思惑を知ってか知らずか、ともかくキスを欲しがるルクラにアイリールは唇を重ね合わせる。

  　为了进行比刚才更深的，认真的深吻。

  　先程よりも深く、今度は本気のディープキスをするために。

  　

  「嗯嗯唔、嗯噗、啾噗……」

  「んんむっ、んぶっ、ぢゅぷぅ……っ」

  　

  「啊唔、嗯啾♡舔……嗯唔♡♡」

  「あむぅ、んちゅっ♡　れぅろ……んむっ♡♡」

  　

  　舌头激烈地交缠，彼此的甜腻唾液来来去去，贪图着彼此的吻让露库拉的脑内沸腾起来。

  　舌が激しく絡み合い互いの甘い唾液が行き交う、貪り合うようなキスで脳内が沸騰していくルクラ。

  　

  「嗯呼♡♡啾……舔，啾噗噗♡♡」

  「んふぅっ♡♡　ちゅ……レロッ、ぢゅぷぷぅっ♡♡」

  　

  　

  （差不多了吧。）

  （そろそろ、かな）

  　

  　

  　艾莉儿看准时机，暂时中断了和露库拉的深吻。

  　気を見計らってアイリールは一度ルクラとのディープキスを中断した。

  　

  　确认她有反应后，夜从背后用力抱住露库拉，将缓慢的抽插稍微加快，转为活塞运动。

  　それを確認した夜は後ろから強くルクラを抱きしめ、ゆったりとした抽挿を少し早めてピストンへと移行させる。

  　

  「嗯啊啊♡♡好、好激烈♡美咲的鸡鸡♡♡在小穴里、啊、暴动了呜呜呜♡♡♡」

  「んあぁぅっ♡♡　は、はげしっ♡　みしゃきのおちんちんっ♡♡　膣内でっ、ぁ、暴れちゃってるぅぅぅっ♡♡♡」

  　

  「呜、咕……！」

  「うっ、く……！」

  　

  　这段期间，夜也没有停止对乳头的爱抚，让快感传遍露库拉全身。露库拉的腰在快感的刺激下颤抖，同时感受到从体内涌出的快感浪潮的前兆。

  　その間も乳首への愛撫を止めることはなく、彼女の全身へくまなく快楽を伝えていく夜。その甲斐あってルクラは腰をビクつかせると同時に、体の内側から湧き上がってくるような快感の波、その前兆を感じ取ることができた。

  　

  　　

  「要、要去了吗，露库拉……！」

  「い、イキそうなのか、ルクラ……！」

  　

  「啊咿♡♡啊、啊啊啊♡♡要去了、呜呜♡♡又要麻掉了呜呜呜呜♡♡♡」

  「あひっ♡♡　あっあぁぁっ♡♡　いっひゃう、うぅっ♡♡　またビリビリきひゃうぅぅぅっ♡♡♡」

  　

  （该、该怎么办——！）

  （ど、どうすれば──！）

  　

  　美咲夜不知如何是好。虽然知道露库拉快要高潮了，但自己也快忍不住缠在肉棒上的快感了。

  　ここで困り果ててしまう美咲夜。ルクラが絶頂しそうなことは解ったものの、自分もそろそろ肉棒に纏わりつく快感を我慢できそうにない。

  　

  　自己真的可以就这样射出来吗？

  　はたして本当にこのまま自分もイっていいのだろうか。

  　内射不会不太妙吗？

  　中出しは流石にまずいのではなかろうか。

  　说起来她有怀孕功能吗？

  　そもそも彼女に妊娠機能は備わっているのか。

  　

  （！夜！）

  （っ！　夜が！）

  　

  　艾莉儿光从表情就看出他的纠结，为了让事态往最好的方向发展而行动——！

  　そんな彼の葛藤を表情だけで読み取ったアイリールが、事態を一番良い方向へと進展させる為に動く──！

  　

  「露、露库拉，你又要去了吗？又要舒服了？」

  「る、ルクラっ、もうイッちゃう？　また気持ちいいの来る？」

  　

  「要去了呜呜呜♡♡不行了啦啊啊♡♡」

  「きちゃうぅぅぅ♡♡　もう無理ぃぃっ♡♡」

  　

  「该怎么办呢……最舒服的那招还没试过呢。」

  「どうしようか……一番気持ちいいやつ、まだやってないけど」

  　

  「呼欸欸？」

  「ふえぇっ？」

  　

  　听到还有比现在更强烈的快感，露库拉的意识瞬间恢复了。

  　これまでの快感よりも更に上のモノがある、といった発言を受けて一瞬ルクラの意識が戻ってきた。

  　艾莉儿没有放过这个机会，在她耳边淫荡地低语。

  　そこを逃さずアイリールは彼女の耳元で淫靡に囁く。

  　

  　

  「那个，还没试过哦。」

  「アレ。まだしてないよ」

  　

  「那、那个……？——啊♡」

  「あ、アレ……？　───あっ♡」

  　

  　

  　艾莉儿的话让露库拉想起一秒前忘记的事，她将脸转向斜上方，对身后的夜说道。

  　アイリールの言葉によって一秒前まで忘れていた事を思い出したルクラは、顔を斜め上に向けて後ろにいる夜へ語りかけた。

  　

  「……内、里面、射……」

  「……な、なかっ、だ、し……」

  　

  「咦，露库拉？」

  「えっ、ルクラ？」

  　

  「里面射♡射在小穴里♡一起高潮、最、最舒服了、书上是这么写的♡♡♡」

  「中出しっ♡　膣内射精してっ♡♡　一緒にイクのがっ、い、一番気持ちいいってっ、本に書いてあったからぁっ♡♡♡」

  　

  　这是露库拉货真价实的「请求」。听到她可爱的要求，夜决定扣下最后的扳机。

  　それは正真正銘ルクラの“おねだり”だった。そんな彼女の可愛らしい要求を聞いた夜は、最後の引き金を引くことを決めた。

  　

  　

  「知道了，我要射了……！露库拉也一起……！」

  「わかったっ、もう出す……！　ルクラも一緒に……っ！」

  　

  　夜一口气加快抽插速度，肉棒的冠状沟和龟头挖着肉壁，小穴被蹂躏的快感窜遍露库拉全身。

  　一気にピストンを早める夜の肉棒がカリや亀頭で膣壁を抉り、膣内を蹂躙されてルクラの全身に快感が駆け抜ける。

  　

  「嗯呀啊啊啊♡♡咿、咿咕呜呜♡♡艾、艾莉♡♡艾莉也一起♡♡♡」

  「んひゃあぁぁっ♡♡　ひっ、ひぐぅぅっ♡♡　あ、アイリっ♡♡　アイリもぉっ♡♡♡」

  　

  「嗯，你可以一边接吻一边高潮哦——嗯！」

  「うんっ、キスしながらいっぱいイッちゃっていいからね──んっ」

  　

  「嗯噗♡♡啾呜呜呜♡♡嗯噗、啾♡♡嗯呜呜呜呜呜♡♡♡♡」

  「んぷぅっ♡♡　ちゅぅぅぅ♡♡　んぷっ、ちゅっ♡♡　んうぅぅぅぅっ♡♡♡♡」

  　

  　乳头、小穴深处和舌头同时被进攻的三重快感让露库拉达到高潮。

  　乳首と膣奥と舌を同時に責められる三点バーストでルクラは限界に達してしまう。

  　

  　她已经无法忍耐了。沉浸在快感的波涛中，她再次亲身体会到性爱的快乐。

  　もはや我慢することは叶わない。その快感の波に浸ることで、彼女は改めて性の快楽をその身を以て思い知ることとなるのだった。

  　

  　

  「嗯呣呜呜♡♡嗯啾、啾噜噜呜呜呜呜♡♡嗯噗呜呜、嗯嗯、嗯嗯————♡♡♡♡♡♡」

  「んむぅぅっ♡♡　んちゅっ、ぢゅるるぅぅぅぅ♡♡　んぷぅぅっ、んんっ、ん゛ン゛───ッ♡♡♡♡♡♡」

  　

  　

  　咻咕！！噗咻噜噜噜……♡♡♡　嘟噗、噗咻噜噜噜噜……♡♡♡

  　びゅくんっ！！　ぶびゅるるるぅ……っ♡♡♡　どぶっ、ぶびゅるるるるぅぅぅぅぅ……っ♡♡♡

  　

  　噗咻、噗咻、噗咻啊啊啊啊——♡♡

  　ぷしっ、ぷしぃっ、ぷしゃあぁぁぁ──っ♡♡

  　

  　

  「——！！？♡♡♡♡～♡♡♡♡♡♡」

  「──ッッ！！？　っっ♡♡♡♡　～っ♡♡♡　っッ♡♡♡♡」

  　

  　露库拉被艾莉儿堵住嘴巴，发出不成声的娇喘，全身像被冲上岸的鱼一样弹跳。

  　アイリールに口を塞がれたまま声にならない嬌声を挙げ、全身を打ち上げられた魚のように跳ねさせるルクラ。

  　她的脑内迸发出快乐的电流，空洞的眼神完全失焦。看来她已经完全变成性欲的俘虏了。

  　彼女の脳内にはバチバチと快楽の電流が迸っており、その虚ろな目は完全に蕩けきっている。どうやら完全に性欲の虜へと変貌してしまったようだ。

  　

  　

  「哈啊、哈啊……」

  「はぁっ、はぁっ……」

  　

  「嗯、噗哈……呼、呼……」

  「んっ、ぷはっ。……ふぅ、ふぅ」

  　

  　全力款待她的莉娅二人也显得有些疲惫。所谓的接待玩法，是同时消耗精神和体力的辛苦行为。

  　そんな彼女を全力でもてなしたリア二人も些か疲労が見える。いわゆる接待プレイとは精神と体力と同時に消費する大変な行為なのであった。

  　

  　露库拉体验到了最棒的高潮。

  　最高の絶頂を体験できたルクラ。

  　然而，她的性欲似乎如夜晚所料，相当惊人。露库拉已经改变了姿势，这次从正面抱住了夜晚。

  　しかし、彼女の性欲は夜の見立て通り相当なものらしく、既にルクラは体勢を変えて今度は正面から夜に抱きついている。

  　

  　看着这个似乎还无法满足的初尝性事的少女，两人有些困惑。

  　まだまだ満足しそうにない覚えたての少女を前にして少し困惑する二人。

  　但是事已至此，除了奉陪到底以外，别无选择。

  　だがここまで来たら最後まで付き合う以外の選択肢は存在しない。

  　

  　

  　就这样，这三人的夜晚还——

  　そんなこんなで、この三人の夜はまだ───

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「呼……呼……」

  「すぅ……すぅ……」

  　

  　

  「……睡着了。」

  「……寝たな」

  　

  「……嗯，睡着了呢。」

  「……うん、寝ちゃったね」

  　

  　在那之后，夜晚和艾莉儿让露库拉体验了数小时的各种玩法，看着精疲力尽终于睡在床上的露库拉，坐在椅子上休息。

  　あれから数時間に及んで様々なプレイをルクラに体験させた夜とアイリールは、疲れ切ってようやくベッドで眠ったルクラを見ながら椅子に座って休憩をしていた。

  　

  「哎呀，真是累坏了……腰好痛。」

  「いやぁ、なかなか疲れた……腰がいてぇ」

  　

  「辛苦了……来，可可。」

  「お疲れ様。……はい、ココア」

  　

  「哦，谢啦。」

  「お、サンキュ」

  　

  　夜晚接过伴随着慰劳的话语递来的马克杯，慢慢地品尝着。他们打算喝完这个就和露库拉一起睡。。

  　労いの言葉と共に渡されたマグカップを手に取り、夜はゆっくりとそれを味わっていく。彼らもこれを飲み終わったらルクラと共に眠るつもりだ。

  　

  「咕嘟……呼。艾莉儿你才辛苦了。真是帮大忙了。」

  「んくっ。……ふぅ。アイリールの方こそお疲れ様。本当に助かったよ」

  　

  「哼哼，你可以再多感谢我一点哦。」

  「ふふん、もっと感謝してもいいよ」

  　

  「不，我是说真的。要是没有艾莉儿，我一开始的得意忘形就直接……光是想想就让人毛骨悚然。」

  「いやマジで。もしアイリールに怒られないで最初の調子乗ったテンションのままやってたら……考えるだけでゾッとするわ」

  　

  「……嗯，我其实并不擅长做色色的事（不如说很不擅长），所以大概马上就会放弃吧。」

  「……んー、夜って別にえっちに強い訳じゃない(むしろ弱い)から、多分すぐにギブアップしてたと思うよ」

  　

  「谢谢你的辛辣评价……」

  「辛辣な評価をどうも……」

  　

  　虽然不是能称得上谈笑的漂亮话题，但两人聊得很开心。

  　談笑と言えるほど綺麗な話題ではないものの、二人の会話は弾んでいる。

  　结束久违的共同作业后，和搭档聊天很开心。她是这么想的。

  　久しぶりの共同作業を終えた後の相棒との談話は楽しい。そんな風に考えているのだ。

  　

  　

  　只有夜一个人这么想。

  　夜一人だけが。

  　

  　

  （……不行，为什么……）

  （………だめ、何で……）

  　

  　夜没有察觉艾莉儿现在的心境。也不可能察觉。她还没有厉害到能看穿擅长装出扑克脸的艾莉儿的心。

  　今のアイリールの心境を夜は察していない。察せる筈もない。ポーカーフェイスが上手いアイリールの心を読み取るには、まだ至らない。

  　

  （这样不对……）

  （こんなの違う……）

  　

  　她拼命地在心中压抑另一个自己，但现在的他还没有办法察觉到。

  　必死に心の中で自分のもう一つの声を殺そうとする彼女に気づくことが、まだ今の彼には叶わない。

  　

  （明明不能去想会让夜困扰的事……！）

  （夜が困るような事、考えちゃダメなのに……！）

  　

  　她甩开感情。以他不会察觉的程度轻轻摇头，试着消除脑中的胡思乱想。

  　感情を振り払う。彼に気づかれない程度に首を横に振り、脳内のふざけた思考を消し去ろうと試みる。

  　

  　但是，没有消失。因为现在在艾莉儿心中盘旋的感情，正是她的心。

  　だが、消えない。今アイリールの中で渦巻いている感情は、正しく彼女の心そのものであるからだ。

  　

  　

  （…………我居然觉得，好可怕。）

  （…………怖い、なんて）

  　

  　

  　艾莉儿很害怕。

  　アイリールは怯えていた。

  　看到夜和露库拉结合的样子，焦躁感和恐惧感在她心中翻腾。

  　夜がルクラと繋がるその姿を目の当たりにして、焦燥感と恐怖が胸を駆り立てていた。

  　

  （这两个人，快要进入两人世界的时候……我感到很不安。因为这种事而动摇，太奇怪了……）

  （この二人が、二人だけの世界に入りそうになった時……不安になっちゃった。こんな事で動揺しちゃうなんておかしい……）

  　

  　和夜有肉体关系的海夜莲斗和海夜小春。

  　夜が関係を持っている海夜蓮斗と、海夜小春。

  　他们和夜发生关系时，自己并没有这种心情。

  　彼らが夜と行為に及ぶ際はこんな気持ちにはならなかった。

  　

  　为什么？

  　それは何故か？

  　

  　当然是因为自己和夜合而为一。潜入Access手表里，让心灵和夜待在同一个地方，有时夜还会变身成莉亚，和他完全重合。根据情况不同，自己和夜的距离比他们更近。

  　当然、自分が夜と一つになっていたからだ。アクセスウォッチに潜むことで心を同じ場所に置き、場合によっては夜がリアに変身することで完全に彼と重なっていたからだ。

  　

  （那对兄妹应该无法变成莉亚。）

  （あの兄妹だって、リアにはなれない筈だから）

  　

  　不管莲和小春和夜发生什么样的关系，不管他们性交多少次——和夜距离最近的毫无疑问是自己。

  　たとえレンや小春が夜とどんな行為に及ぼうと、どれだけ性の繋がりを交わしたとしても──夜と一番近い距離にいるのは間違いなく自分だ。

  　

  　不是因为性行为而获得快感，只有自己能和他共享完全相同的感觉。

  　性行為で互いに快感を得るのではなく、全く同じ感覚を共有できるのは自分だけ。

  　

  （不管有多爱夜，在最深层的部分和他连结的只有我。）

  （どこまで夜を愛そうとも、一番深い部分で繋がっているのは私だけ）

  　

  　一种优越感。独占欲。

  　一種の優越感。独占欲。

  　

  　这是艾莉儿最讨厌的感情。因为这和绑架自己当作白老鼠的邪恶组织成员一样，都是自私自利、不负责任的感情。

  　それは何よりもアイリール自身が嫌う感情だった。自分をモルモットとして拉致した悪の組織員たちと同じ、身勝手で無責任な感情だから。

  　

  　然而，那毫无疑问是构成现在名为『艾莉儿・达古斯特莉亚』这名少女的要素之一。

  　しかしそれらは間違いなく、今現在の『アイリール・ダグストリア』という少女を形作る要素の一つだ。

  　

  　

  （可是、可是——）

  （でも、でも──）

  　

  　

  　看到没有和自己连结、处于人类状态的夜和露库拉交合的光景，支撑着心灵的傲慢优越感微微动摇了。

  　自分と繋がっていない、一人の人間の状態である夜とルクラが体を重ね合うその光景を見て、心を支えている傲慢な優越感が、僅かに揺らいだ。

  　

  　要解决露库拉的问题，必须两个人一起才行，所以才会分裂成无法共享感觉的个体——

  　ルクラの件を解決するには二人じゃないと駄目だから、感覚を共有できない個人に分かれたことで──

  　

  　第一次以不同个体的身份，看到夜和他人交合的光景，她的手颤抖了。

  　夜が他人と繋がるその光景を、初めて別々の人間として目の当たりにして、手が震えた。

  　

  　

  　——会被抢走。这种不安在脑中一闪而过。

  　──取られてしまう。そんな不安が脳裏によぎった。

  　

  　

  （不对、不对，不是这样……夜不是我的东西，不是我的所有物。被抢走这种想法是错的。）

  （ちがう、ちがう、そんなんじゃない……夜は私の物じゃない、所有物なんかじゃない。取られるなんて考え方は間違ってる）

  　

  　她拼命地欺骗自己的内心，协助他们。为了让心灵受到重创的少女露库拉安心，她尽己所能地帮忙。

  　必死に心を誤魔化しながら行為を手伝った。心に深い傷を負ったルクラという少女を安心させるために、自分に出来る事を精一杯やった。

  　

  　她有成就感。和他一起工作的事实也让她雀跃。

  　達成感はある。彼との共同作業をしたという事実も胸を躍らせる。

  　

  　

  　然而，虽然变淡了，内心的不安还是无法消除。

  　だがやはり、薄れこそしたが心の不安は払拭できない。

  　误解的独占欲在暗中活动，企图染黑自己的内心，这个事实让她打从心底感到厌恶。

  　見当違いな独占欲が自分の心を黒く染めようと暗躍している事実に、心底辟易した。

  　

  （不、不行，再继续想下去的话，我——！）

  （だ、だめ、これ以上考えたら、私──！）

  　

  「嗯呜……！」

  「んくっ……！」

  　

  　她会无法从泥泞中脱身，被黑暗的感情支配。

  　泥濘から抜け出せなくなってしまう。黒い感情に支配されてしまう。

  　担心自己会变成那样的艾莉儿一口气喝光了可可亚，中断无谓的思考。

  　それを危惧したアイリールは一気にココアを飲み干して、無駄な思考を打ち切ったのだった。

  　

  「呜、咳、咳……」

  「うっ、げほっ、けほ……」

  　

  「喂，你突然怎么了！没事吧！？」

  「ちょ、急に何やってるんだ！　大丈夫か！？」

  　

  　看到搭档突然一口气喝下热可可而呛到，夜担心地跑了过去。

  　熱いココアを突然一気飲みして噎せた相棒を心配して駆け寄る夜。　

  　看到为自己担心的夜，艾莉儿的内心稍微被「任性」所支配。

  　そんな、自分を心配してくれた彼を目の前にして、アイリールの心を少しだけ“我が儘”が操った。

  　

  「…………呐，夜。」

  「…………ねぇ、夜」

  　

  「什么，要水吗？」

  「何だ、水か？」

  　

  「不是，那个没关系。比起那个，我有事想拜托你，可以听我说吗？」

  「ううん、それは大丈夫。それよりお願いがあるんだけど、聞いてくれる？」

  　

  　看到搭档用微弱的声音对自己说话的样子，夜动摇了。

  　か細い声で語りかける相棒の様子を目の当たりにして、夜は動揺した。

  　今天一定是第一次看到她露出如此发自内心感到寂寞的表情。

  　彼女のこんなにも心底寂しそうな顔を見たのは、きっと今日が初めてだったから。

  　

  　虽然看过她害怕的样子，也看过她胆怯的样子。

  　怖がった姿を見たことはある。怯えてる姿も見たことがある。

  　

  　但是，至今为止一次也没看过——如此被不安压垮的表情。

  　だが、こんなにも──不安に押し潰されそうな顔を見たことは、今まで一度もなかった。

  　

  　

  「……什么都行，说吧。」

  「……何でも言ってくれ」

  　

  　

  　那么该做的事只有一件。

  　ならばやる事は一つ。

  　实现她的愿望就好。

  　彼女の望みを叶えてやればいい。

  　

  　自己是世界上最理解艾莉儿的人。

  　アイリールの事は世界で一番、誰よりも理解しているのだ。

  　而且能陪在她身边的人一定也只有自己。只要做得到，不管什么事都会去做。

  　そして傍に居てやれるのもきっと自分だけだ。出来る事ならなんだってやってやる。

  　

  　如果因为这点程度就惊慌失措，就不配当搭档了——夜似乎也以自己的方式思考着。

  　この程度で狼狽えてたら相棒失格だぜ───と、意外にも夜は夜なりに考えていたらしい。

  　

  　既然无法读取她的心情，至少要待在她身边。然后静静等待她主动开口。

  　気持ちを読み取ることができないのなら、せめて傍にいる。そして彼女から話してくれるのをジッと待ち続ければいい。

  　

  　毕竟是整天在一起的搭档。就花时间慢慢拉近距离吧。

  　四六時中一緒にいる相棒なのだ。時間を掛けて距離を詰めていこう。

  　

  　

  「……希望你对我进行Access。不用一直，早上起床的时候就好。」

  「……私にアクセス、して欲しい。ずっとじゃない。朝、起きる時まででいいから」

  　

  「了解，你等一下。」

  「了解だ、ちょっと待ってな」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　看到夜意外地毫不犹豫地将桌上的Access手表戴在手上，艾莉儿感到困惑。

  　予想以上に迷うことなく机の上のアクセスウォッチを腕に取り付け始めた夜を前にして、アイリールは困惑した。

  　

  　

  　露库拉的事情很敏感，而且自己只是搭档，不能期望太多。

  　ルクラの件はデリケートに、そして相棒でしかない自分が望み過ぎてもいけない。

  　

  　这么想的艾莉儿，得出至少在早上之前合而为一，让自己冷静下来的结论。

  　そう考えたアイリールは、せめて朝まで一つになることで、自分の気持ちを落ち着かせようという結論を出した。

  　

  　因为她觉得只要稍微合而为一，内心的迷惘一定也会消失。

  　少しでも一つになっていれば、きっとこの心の迷いも消えると思ったから。

  　

  　

  　但是——没想到夜这么快就理解了。

  　だが──こんなにも夜の呑み込みが早いのは予想外だった。

  　

  「好，准备好了。」

  「うっし、準備できた」

  　

  「好、好快。」

  「は、はや」

  　

  「那要开始咯——变身！」

  「じゃあ行くぞ。──変身ッ！」

  　

  「呜哇哇——」

  「うわわっ──」

  　

  　夜立刻喊出变身的口号。

  　間髪入れずに変身の掛け声。

  　启动手表的开关后，夜和艾莉儿的身体发光，没多久两人就合而为一。

  　腕時計のスイッチを起動させることで夜とアイリールの体が発光し、程なくして二人は一人に変身した。

  　

  　

  　既是夜晚，也是艾莉儿——她的名字是莉娅。

  　夜であり、アイリールでもある──彼女の名はリアだ。

  　

  　

  「变身完毕，那睡觉吧。」

  「変身完了っと。それじゃ寝るか」

  　

  （嗯、嗯……）

  （う、うん……）

  　

  　总觉得跟想象中的发展不太一样——不知道莉娅知不知道艾莉儿的想法，总之她钻进了露库拉睡的床上。

  　なんだか思ってた展開と少し違う、なんて考えるアイリールの気持ちを知ってか知らずか、ともかくリアはルクラの眠るベッドの中へと潜り込んでいった。　

  　

  　

  　——顺带一提，艾莉儿直到刚才为止都还在担心露库拉，但露库拉其实对艾莉儿抱有好感，而现在的她还不知道这个事实。

  　──ちなみにアイリールは先ほどまでルクラの事を危惧していたようだが、そんな思いとは裏腹にルクラはどちらかと言えばアイリールの方に好意を向けているのだという事実を、今の彼女はまだ知らない。

  　

  　也就是说，她的担心只是杞人忧天。

  　つまり彼女の心配は杞憂に終わるというワケだ。

  　可喜可贺，可喜可贺。

  　めでたし、めでたし。

  　

  　

  　

 